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PROLOGUE







　その日は、風の強い夜だった。

　聖塔フリズスキヤールヴの上に立つと、特にそれを感じる。

　暗くら闇やみの中、視し認にんすることはできないが、眼下には街が広がっているはずである。

　アレクシスが今いる街ビルスキルニルは、ユグドラシル西方、ヴァナヘイム地方の北部一帯を治める《雷いかずち》の族都だ。

　昼間は活気に溢あふれた賑にぎやかな街も、今は明かりもなく静まり返っている。ほとんどの者は明日の仕事に備え、もう就しゆう寝しんしていることだろう。

　アレクシスはこのユグドラシル全土を治める神聖アースガルズ帝国の高官『神儀使』である。すでに帝国の実効的な支配は失われて久しいが、未だその権威だけは廃れずに残っている。神帝の代理としてその権威を用い、盃事の取とり持もち人にんを務めたり、戦争の仲裁などをするのが彼の主な任務だ。

　建前上は各地を治める氏族の宗主パトリアークより格上の立場にあり、このような真夜中にひとり出歩くなど本来あってはならないことである。

　だが、彼の本当の仕事はまさにこれからだった。

「さて……」

　アレクシスは懐ふところからごそごそと小さな鏡を取り出した。空に浮うかぶ三日月に照らされ、鏡面が妖あやしく輝かがやく。

　そっと目を閉じ、呪を唱える。

『ふむ、時間通りじゃな』

　ほどなくして、しわがれた男の声が響ひびいた。

　今、聖塔フリズスキヤールヴの上には人ひと影かげはアレクシスの他ほかにはない。

『して、首しゆ尾びはどうなっておる？』

　その言葉は耳ではなく、アレクシスの頭に直接響いていた。

　彼の持つ《空を高く駆ける者グネーヴアル》のルーンのもたらす力の一つであった。《妖精の銅アールヴキプフアー》で造られた対ついとなる鏡を用い、遠方の人間と瞬しゆん時じに連れん絡らくを取り合うことができるのだ。

　遠方との連絡手段と言えば粘ねん土ど板ばんを持った通信兵が馬を走らせるというのが最速であるこの世界では、希少にして極きわめて優すぐれた力である。

　元々はしがない農民の出で、さしたる学も武芸の腕うでも持たなかったアレクシスが、神儀使にまで上のぼり詰つめたのは、まさにこの力によるところが大きかった。

「はっ、仰おおせの通り《雷》の宗主パトリアークに話をしてみましたが、どうにも気まぐれな男でして」

『多少の我わが儘ままや要求は聞いてやれい。とにかくその気にさせるのじゃ。だが我らの関かん与よがあったことが表おもて沙ざ汰たになるのはまずい。それはわかっておるな？』

「心得ております」

『うむ、まだ力を持たぬ今のうちに、なんとしても『黒きもの』を葬ほうむり去さるのじゃ』







ACT 1







　蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのごとく、勇ゆう斗とは身動き一つできずにいた。

　事態は悪化の一いつ途とをたどっていた。

　どうしてこんなことになったのか。事ここに至るまでのいきさつを思い返してみても、こうなるしか道はなかったように思う。

「や、やっぱり、男の人って硬いんですね」

　勇斗の耳元でリネーアが囁ささやくように言う。

　緊きん張ちようゆえか、その声は極めて硬い。またどこか恥はずかしげで、だからこそなんとも言えない艶つやを薫くゆらせていた。

　まだ一〇代半ばながら、ケルムト川とエルムト川流域の肥ひ沃よくな大地を支配する《角》の氏族の宗主パトリアークを務める少女であり、勇斗の妹分でもある。

　普ふ段だんはその身分にふさわしく、上等な衣類や装そう飾しよく品ひんを身にまとう彼かの女じよだが、今は一糸まとわぬ生まれたままの姿であった。その裸ら身しんは大人と子どものちょうど中間、成長途上ゆえどこか不安定で、だからこそ冒おかしがたい神聖さがあった。

「それに、とっても大きい」

　リネーアがほうっと感かん嘆たんの声を漏もらす。

　その吐と息いきが勇斗の耳じ朶だをくすぐり、ゾクゾクッと背筋が震ふるえる。

「あっ、す、すみません、強くこすり過ぎましたか？」

　リネーアは健けな気げに動かしていた手を止め、不安そうに謝あやまってくる。

「ちょ、ちょうどいいです！」

　テンパって思わず敬語で返してしまう勇斗。

　意識はただただリネーアがこすっているところに集中し、他には何も考えられない。水気を帯びた湿しめった空気が身体にまとわりついてきて、とにかくクラクラした。

　カーッと全身が熱く火ほ照てり、今にもノボせそうなぐらいだった。

　仕方ないと言えば仕方なかった。

　なにせ彼にとっても初めてだったのだから。

「やっぱりボク、下手ですよね。その、至らぬ点があれば遠えん慮りよなく仰おつしやってくださいね、兄上のためならボクなんでもしますから」

「じゅ、十分！　十分気持ちいいですから！」

「良かった。ボク、男の人のお背中流すの初めてで……」

　俺おれだって女の子に背中流されるのなんて初めてだよ、と勇斗は喉のど元もとまで出かかった言葉をなんとか飲み込んだ。はるか遠い地にいる幼おさな馴な染じみに何度も謝りつつ。

　石造りの空間に、もうもうと湯気が立ち込めている。ここは《角》の族都フォールクヴァングの中央、セスルームニル宮きゆう殿でんの一角にある浴室である。

　先日行われた《蹄ひづめ》との戦いの勝利を祝う式典に出席するため、こうして身体の汚よごれを落としに来たのだが……

「そろそろ代わってもらいたいのだが。一応、目上への礼れい儀ぎとして譲ゆずりはしたが、わたしも父上のお背中を流して差し上げたいぞ」

「あら、何を言ってるの、ルーネ。次はわたくしですわ」

「なん……だとっ!?」

「ふふっ、目上に譲るのがこの渡と世せいのしきたりでしょう？　どう考えても妹のわたくしのほうが娘むすめの貴女あなたより優先権があるはずです」

「くっ！」

　背後から、聞き慣れた二人の女の子の口論する声が響いてくる。

　ジークルーネとフェリシアだ。まだ年若い少女の身ながら、ともに勇斗が宗主パトリアークを務める《狼》でも五本の指に数えられる精強なる戦士たちである。

　振ふり向むきたくなるのを理性の力でなんとか勇斗は堪こらえているが、ここは風ふ呂ろ場ばだ。当然、この二人もその魅み力りよく的てきな裸身を惜おしげもなく晒さらしているに違ちがいない。

　娘分のジークルーネはそのプラチナブロンドの髪かみが空に浮かぶ月を彷ほう彿ふつとさせる長身のスレンダー美人であり、対照的に妹分のフェリシアは太陽を思わせるような煌きらびやかな黄金の髪が麗うるわしいグラマラスな美女である。

　首を回せばきっと世にも素す晴ばらしい桃源郷ヴアルハラが広がっているに違いない。

　見たいか見たくないかで言えばもちろん見たいわけだが、

「臨兵闘者皆陣烈在前！　色しき即そく是ぜ空くう空くう即そく是ぜ色しき！」

　勇斗は頑かたくなに目ま蓋ぶたを閉じ、邪じや気き払ばらいの呪じゆ文もんを唱え必死に欲望に抗あらがい続ける。父が刀かた鍛なか冶じということもあり、この手の清めの呪文には触ふれる機会も多く、自然と諳そらんじられるようになっていた。

　だが、そんな数百年という長い歴史を誇ほこる霊れい験げんあらたかな破は邪じやの呪文をもってしても、沸わき上あがってくる衝しよう動どうを抑おさえるのは至難を極めた。一部、どうしても期待に反り返っているものがあったりするわけだが、若い彼を責めるのは酷こくというものだろう。

　なんといっても、今この場にいる美少女たちは、マジマジと凝ぎよう視ししても多分……いや、絶対に受け入れてくれることがわかっている。

　ここユグドラシルでは、『誓せい盃ばい』という神聖な儀ぎ式しきによって義親子や義兄弟の契ちぎりを結ぶ習わしがある。

　生まれの親は選べないが、盃の親兄弟は自分の意思で選ぶことができる。自ら宗お主やと仰あおいだ人間には絶対の忠誠を誓ちかい、身も心もすべて捧ささげて奉ほう公こうしなければならないと、ここユグドラシルではされていた。

　つまり彼が望んだことに、彼女たちは逆らうことができない。鉄の自制心で抑えこんではいるが、ヤりたい盛りの年とし頃ごろである勇斗にとってはまさに拷ごう問もんもいいところだった。

　そんなもう、すでに理性の限界も近いと言うのに、

「そうだ！　父上。わたしは先の戦でそれなりに手て柄がらをたてたはずです。今ここでその褒ほう美びを賜たまわりとう存じます。ぜひともフェリシアより先にお背中を流す栄えい誉よをばっ！」

　さも名案を思いついたとばかりに、ジークルーネが意い気き揚よう々よう並々ならぬ熱意を言葉に込めて訴うつたえかけてくる。

　ちなみに先の戦においてジークルーネの立てた手柄は、敵軍の総大将を討うち取とるというそれなりどころか勝利の立役者ともいうべき大殊勲である。

　望めば金銀財宝地位名誉望みのままであり、なんでそんなしょうもないものを願うのか勇斗としては理解に苦しむところなのだが、

「ちょっ、ルーネ、今それを持ち出すのは卑ひ劣れつよ！　貴方あなたは『最も強き銀狼マーナガルム』、高潔なる武人のはずでしょう！　いつからそんな浅ましい女に成り下がったの!?」

　フェリシアはフェリシアで、そんなジークルーネを実力ではなく金やコネで地位を勝ち取った卑ひ怯きよう者ものに向けるかのごとき辛しん辣らつな言葉でなじり始める。

　浅ましいどころかつつましすぎるんじゃないか？　と勇斗は心の中で思うとともに、二一世紀の現代人である自分と、この古代世界ユグドラシルの人間との価値観のギャップを感じずにはいられない。

　そこまで熱望している二人には非常に心苦しいのだが、勇斗としても言うべきことは言わねばならなかった。

「二人とも、リネーアのおかげで十分綺き麗れいになったし、もう背中流してもらわなくてもいいんだけど」

「お兄様っ!?」「父上っ!?」

　信じられないとばかりにフェリシアとジークルーネが焦あせりきった声をあげる。目の前で餌えさを取り上げられた犬でもここまで情けない声はあげまいというほど切せつ羽ぱ詰つまった声こわ色いろである。

　その剣けん幕まくに勇斗は少々怯ひるみつつも、きっぱりと言う。

「いや、これ以上、擦こすられたら後でヒリヒリしそうだし」

　生き真ま面じ目めなリネーアらしく、しっかりゴシゴシと力を込めてやってくれたのだ。正直、かなり気持ちよかったし、垢あかも落ちたと思うが、これ以上は肌はだを痛めるだけだろう。

　これから祝勝式典も予定されているのだ。めでたい催もよおしとは言え、美び辞じ麗れい句くの下で様々な思おも惑わくが錯さく綜そうする外交の場でもあり、これもまた一つ戦場と言っても過言ではない。

　背中がヒリヒリして集中できず大ポカしました、など笑い話では済まない。

「あっ、うぅ……」

　たじろぐ気配とともに、ジークルーネが後ろめたそうな呻うめき声ごえをあげた。

　武芸一筋に生きてきた武辺者のジークルーネには、そういう類いの気配りは最も苦手にすることだった。勇斗への忠誠厚い彼女のことだ。精せい一いつ杯ぱいご奉ほう仕ししようと張り切っていたのだろう。

　そしてそれを取り繕えるほど器用なタチでもない。だが、そういう正直なところが彼女の魅み力りよくでもあった。

「まあ！　いくらお兄様と言えど、それは侮ぶ辱じよくが過ぎますわ。わたくしがそのような配はい慮りよを欠くとでも？　それに……外兄妹のリネーアお姉様に許しておきながら、内兄妹であるわたくしに賜らせてくださらないとはあんまりではございませんか」

　一方、ジークルーネとはいろいろ対照的なフェリシアと言えば、どこか拗すねの入った声で不満を表明する。

　リネーアは確かに盃を交かわした勇斗の妹分ではあるが、《狼》の氏族の外の人間である。勇斗とより関係が深い自分ができないのはおかしいという彼女の言い分はわからないでもなかったが、

「待て待て、リネーアに背中流させたのフェリシアだろ!?」

「あ、兄上、お嫌いや……だったのですか？」

「あ、う、そ、そういうわけじゃないんだけども！　な、泣く……あっ！」

　リネーアがなんとも悲しそうな声を上げ、勇斗は条件反射的に彼女の頭を撫なでようとし、視界に肌はだ色いろを捉とらえ慌あわてて身体を元の位置に戻もどす。

　チラリと見えた桜色の突とつ起きに関しては見なかったことにした。

「す、すまん、えと、泣き虫な妹みたいなやつの世話してきたせいか泣きそうな女の子を見るとつい頭を撫でる癖くせがあって、って思いっきりこれ言い訳だよな。ほんと、わりぃ」

「い、いえ……、あ、兄上になら見られても平気です。そ、その、お、おお、夫になられる方……ですから。フェリシア殿どのに比べれば貧相ですが、い、いくらでもご覧になってくださいませ！」

「ちょ、ちょちょ、ちょぉっと待て。落ち着け。頼たのむから落ち着け！」

「僭せん越えつながら、お兄様のほうが落ち着かれたほうがよろしいかと」

　フェリシアの言うとおりだった。

　全くうろたえるにも程ほどがある、と勇斗はスーハースーハーと深呼吸を繰くり返かえす。だが心臓の動どう悸きは一向に収まってくれる気配はなかった。

「リネーアお姉様も少々、気が早過ぎるかと。まだこちらは申し出を了りよう承しようしてはおりませんわ」

「うっ、け、けど、ボクと兄上の結けつ婚こんは、《角》《狼》双そう方ほうにとって悪い話じゃないはずだ」

　フェリシアの苦言にリネーアは反論するも、言葉がどもりがちだったのは内心では勇み足を自覚しているのだろう。

　しかしそれは同時に、彼女がこの話に随ずい分ぶんと乗り気であることを示している。

　今、勇斗の頭をこの桃色空間以上に悩なやませている問題だった。
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　周防すおう勇斗は現代日本の中学校に通うごく普ふ通つうの中学生……だった。

　それが何の因果か、この古代世界ユグドラシルに召しよう喚かんされ、すでにはや二年が経たつ。

　星座の位置などからここが地球であることは間ま違ちがいないようなのだが、いろいろと不明な点も多い。

　まず時代。使っている武器の材質や道具などから推定するに、青銅器時代後期といった文明レベルである。ならば過去に飛ばされたのかと言えば、状じよう況きようはそう単純でもない。

　北極星の位置から大体北ほく緯い五〇～五二度あたりのはずなのだが、その辺りの地図と、伝え聞く周辺の地形をすり合わせても、一いつ致ちする場所がない。

　極めつけなのが、人間離れした超ちよう常じようの能力を持つエインヘリアルの存在だ。

「どうぞ、お兄様」

　フェリシアが水を注いだ器を差し出してくる。手に取るとその器は、夏だというのにキンキンに冷えていた。ユグドラシルには冷蔵庫などという文明の利器は当然ない。彼女が呪ガル歌ドルによって、冷れい却きやくしたのだ。

　このような不可思議な力を持った人間が、ユグドラシルには数十人数百人いると言う。勇斗のいた世界の常識では到とう底てい考えられないことだった。

　自分は今いったいどこにいるのか？　言いようのない不安が勇斗の心を常に蝕むしばんでいる。

　だが今は考えたところでどうしようもないこの世界の謎なぞより、まずは目の前の問題が先だった。

『兄上！　結婚して下さい！』

　などという熱ねつ烈れつなプロポーズを勇斗がリネーアから受けてから、まだ三〇分も経っていない。その場はフェリシアが、

『入浴中に乱入するや、いきなりそのような申し出は非礼がすぎましょう。妹分ならばまず、兄の背中を流して差し上げるのがこの渡世の仁義というものです』

　と、機転を利きかせてくれたおかげで事なきを得たのだが……

　結局、背後のことばかりが気になってまだろくに考えがまとまっていない勇斗だった。

　よくよく考えれば、先のフェリシアの自分も背中を流すという一連のやりとりも、勇斗に少しでも考える猶ゆう予よを与あたえるためだったのかもしれない。いかにも細やかなところまで目が行き届く彼女らしい気配りだ。

　今いま更さらそんなことに気づく自分を情けないと思いつつも、一方で裸はだかの美少女三人に囲まれて平静でいられるほうがおかしいんだよ！　とも思う。

　だが泣き言は言っていられない。勇斗は《狼》の氏族数万の命を預かる宗主パトリアークだ。いかなる理由があろうと言い訳することは許されない立場だった。

「くーっ！　うめえ！　風ふ呂ろあがりの冷たい水は最高だな！」

　心のわだかまりとともに盃を一気に飲み干して喉のどを潤うるおし、勇斗は思考を切きり替かえる。

　冷水のおかげで、いろいろな理由から茹ゆだってもやがかっていた思考がかなりクリアになった気がした。

「ああ、ルーネもありがとな」

「っ！　……いえ、父上のお役に立てて光栄です」

　心に余よ裕ゆうも出てきたので左ひだり隣どなりを振り向き礼を言うと、ジークルーネが努めて事務的な口調とともに小さく頭を垂れる。

　だが、よくよく見ればその口元がわずかに緩ゆるみだしているし、彼女が手に持つ孔くじ雀やくの羽根をあしらった団扇うちわは、まるで喜びに揺ゆれる犬の尻しつ尾ぽのごとくあおぐ勢いを増している。

　彼女が先さき程ほどから甲か斐い甲が斐いしく送ってくれる風は、風呂で火照った身体には実に心ここ地ちよいのは間違いないのだが、女の子をこき使って男の自分が椅い子すにふんぞり返っているというのに、どうにも落ち着かない勇斗である。

　しかし、断れば叱しかられた仔犬のようにシュンと悲しそうな顔をされるのが目に見えている。好きにさせておくしかなかった。

「さて、じゃあ、詳くわしい話を聞こうか」

　対面の椅子に腰こし掛かけ緊張の面おも持もちでこちらを見つめてくる妹分リネーアに、勇斗は詳しよう細さいを促す。

　とりあえずすでに三人とも衣類に身を包つつんでくれているので、もはや不用意に慌てさせられる心配はない。

「俺とお前が結婚って、一体全体どうしてそんな話になったんだ？」

「え？　そんなにおかしな話でしょうか？」

　心底不思議そうに、きょとんとリネーアは小首を傾かしげる。

　その仕草は、思わずドキッとするぐらい可か憐れんで可愛かわいらしかったが、見み惚とれていられる状況でもなかった。

「これまで長年の間、我ら《角》と兄上たち《狼》は不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵として相争ってまいりました。しかし、今はこうしてボクと兄上が兄妹の盃を交わし、二つの氏族が親族となったのです。ここでボクたちが夫ふう婦ふとなり両氏族の絆きずなを深めることはお互たがいにとって大変価値のあることと思うのですが」

「いや、まあ、それはわかるんだけど、さ」

　熱っぽく訴えかけてくるリネーアの真しん摯しな瞳ひとみに耐たえられず、勇斗は視線を逸そらしつつ言葉を濁にごす。

　敵対関係にあった勢力のトップが婚姻関係を結び、それを友好と不ふ可か侵しんの証あかしとする。古今東西、世界中で行われてきたことである。

　そう、頭ではわかっている。だが、現代日本の価値観で育った勇斗には、いわゆる政略結婚というものにどうしても抵抗感を覚えてしまうのだ。

　そして、この感覚を説明したところできっとリネーアは理解してくれないだろうこともわかっていた。この世界においておかしいのは、むしろ勇斗のほうなのだから。

「だいたいお前は《角》の宗主パトリアークだろ。その重責ほっぽらかしていいのか？」

　なのでとりあえずは、別の疑問を口にする。

　勇斗と結婚することになれば、リネーアは《狼》の街で暮らすことになる。当然、宗主パトリアークとしての仕事に支障をきたすことは間違いない。

　まだリネーアと知り合って日は浅いが、彼女の民を思う気持ちは本物だった。我わが身みを差し出してまで民を救おうなどという慈じ悲ひ深ぶかい君主などまずいまい。そんな彼女が責任をほっぽらかして結婚などということに違い和わ感かんがあった。

「ですから、兄上にはこのフォールクヴァングに残って頂き、ボクとともに《角》を治めていただきたく……」

「は、はあっ!?」

　勇斗の口から思わず素すっ頓とん狂きような声が漏れた。

　勇斗とリネーアは盃を交わした兄妹ではあるが、一方でこの会話は《狼》と《角》という二つの国家のトップ同士の外交の場でもあり、国益も絡からんでくる。

　当然、勇斗としても感情を表に出さないようポーカーフェイスを意識していたのだが、さすがに予想外すぎるこの申し出には、維い持じすることはかなわなかった。

「なにをたわけたことを！　父上は我ら《狼》の宗主パトリアークだぞ！　なぜ《角》などにやらねばならん!?」

　激げき昂こうし声を荒あららげるジークルーネを、しかしリネーアはキッと睨み返し、

「もちろん《狼》の宗主パトリアークは続けて頂いて結構！　だが兄上は《狼》がごとき弱小氏族の宗主パトリアークに留とどまる器ではなかろう!?」

「むむっ？」

　ジークルーネが複雑そうに顔をしかめる。

　自らの氏族を弱小と断じられたことは腹立たしいが、敬愛する宗お主やを持ち上げられては否定するに否定できない。

　もともと武芸一筋で口が上う手まいわけでもない。なんと返せばいいかと困こん惑わくするジークルーネに、なおもリネーアは畳たたみ掛かける。

「山間の《狼》の領地のほとんどは、耕作に適さぬ土地であろう？　翻ひるがえって我が《角》には、エルムト川、ケルムト川という二つの河か川せんの恵めぐみを授さずかる肥沃な大地がある！　また、まさしく兄上のお力であろう、イアールンヴィズの街は実に活気に満ちてはいたが、我がフォールクヴァングはそもそも規模が違う！　覇は道どうを歩む兄上の本ほん拠きよとして相応ふさわしいのはどちらかは明々白々であろう？」

「ちょっ、だからおまえ、何トチ狂くるってんだよ!?　自分が何を言ってるのかわかってんのか!?」

　自分の治める国の支配権を他国の人間に譲り渡そうなどとは、売ばい国こく奴どとして氏族全員から吊つるし上あげられてもおかしくない暴挙である。

　とても正気の沙さ汰たとは思えなかった。

「十分にわかっております。何度も何度も検討した上での申し出です！　だから是ぜ非ひ！　是非ボクと結婚してこの《角》の民も導いて……」

「し、少々お待ちください、お姉様」

　興奮し勇斗に詰め寄るリネーアを押おしとどめるように、フェリシアが割って入る。

　いつもどこか飄ひよう々ひようとしたところのある彼女にしては実に珍めずらしく、その表情には明らかに困惑の色があった。

「た、確かに良りよう縁えんではあると思いますが……その、なんといいますか、我ら《狼》にとってあまりに話がうますぎる気が致いたしますわ」

　フェリシアの言は、まさに今、勇斗が思っていたことを代弁したものだった。

　確かに《狼》としては、領土が倍以上に増え、しかもそのほとんどがケルムト川・エルムト川流域という肥沃な土地とくれば、これほどおいしい話はない。

　一方で《角》にはさほどメリットがあるようには思えなかった。

　余よ所そ者ものが我が物顔で乗り込んでくれば、民もいい顔はしないだろうし、支配者層にしてみれば目の上のたんこぶになるわけだからなおさら面おも白しろくないだろう。

　また支配下に入るということは当然、貢みつぎ物ものなども納めねばならなくなるし、無む茶ちやな要求を申し付けられる可能性も増える。

　もちろん、そのデメリットを支し払はらって尚なお、強国の傘さん下かに入ることで得られる安全保障上のメリットは、大きい。

　うちに喧けん嘩かを売るならその強国とも事を構えることになるぞという牽けん制せいになり、他国から攻せめ入いられるリスクが大おお幅はばに減れば、民は平へい穏おんに暮らせるし、国としてもそれだけ国内の充じゆう実じつに力を注ぐ事ができるからだ。

　しかし現時点ですでに《角》は《狼》の妹分であり、庇ひ護ご下かにあると言ってよい。実際《蹄》との戦いにおいて、《狼》は《角》に助勢し、完かん膚ぷなきまでに追おい払はらっている。

　いまさら《狼》との結びつきを強めたところで、牽制の効果がさして上がるとは思えなかった。

「リネーア、腹のさぐり合いはなしだ。ざっくばらんに行こう。いったい俺たちに何を求めている？」

　勇斗はじっとリネーアの瞳を見つめ、率そつ直ちよくな言葉を投げかける。

　まだ《狼》側から圧力をかけられてしぶしぶというならともかく、あちらから申し出てくるなど、何か裏があるのではないかと勘かんぐりたくもなった。

「何度も申し上げている通り、兄上に我が《角》の民を導いてもらいたいというのがボクの求めるところでございます」

「フェリシアも言ったけどよ、うまい話にゃ裏がある、ただより高いものはない。さすがに額面通りには受け取れねえよ」

　勇斗は噛かんで含ふくめるように言う。

　もちろん、リネーアが誠実な人ひと柄がらの持ち主であることは重々知ってはいるのだが、慎しん重ちようにならざるをえない。

　勇斗は《狼》の宗主パトリアークであり、その判断には数万の人間の命運が左右されるのだから。

「本当に、それがボクの願うところなのです」

「……ふー、リネーア」

　大きく息をついたあと、勇斗は少しだけ声を低めて彼女の名を呼ぶ。このまま押し問答が続くようなら時間の無む駄だでしかない。

　勇斗の苛いら立だちを感じ取ったのだろう、リネーアもコクリと頷うなずいた。

「わかっております。全すべてをお話しします」

「ああ、そうしてくれ」

　勇斗も続きを促うながす。

　リネーアの民の事を想おもい、民のために尽つくそうとしているところに、勇斗はかなり好感も持っている。盃を交わした妹分だが、今は本当の妹のように可愛く思ってもいた。

　宗主パトリアーク同士の会話ゆえ軽はずみなことは口にできないが、自分に出来る範はん囲いでは便べん宜ぎを図る腹づもりだった。

　リネーアは心を落ち着けるように大きく深呼吸してから、覚かく悟ごを決めたようにゴクリと唾つばを飲み込み、重々しく口を開く。

「ボクは……世せ襲しゆうの宗主パトリアークなのです」







　何を言われても驚おどろくまいと覚悟を決めていたが、それでも勇斗は目をみはらずにはいられなかった。

　すぐにはっと我に返るや、視線でフェリシアに確かく認にんする。彼女も同様に驚いた顔をしていた。彼女も知らなかったようである。

「それ、俺たちに教えて良かったのか？」

　隣りん国ごくとして《角》の動向にも気を配っていた勇斗たちが知らなかったと言うことは、情報の隠いん匿とくが行われていた可能性がきわめて高い。

　理由も明白だ。世襲というのは、実力によって跡あと目めを継ついだわけではない。この世界ではそれだけで侮あなどられる要素となるのだ。

　ユグドラシルは強者が全てを得、力のない弱者が虐しいたげられる弱肉強食の世界だ。力のない者が宗主パトリアークとなれば、たちまち近きん隣りんの諸国に好き放題に食くい荒あらされることになりかねない。

「家か督とくを譲ろうとしているのに、今更でしょう」

「まあ、確かにそうだけど、よ」

　やはりリネーアの宗主パトリアークとしての想いに触れているだけに、どうにも釈しやく然ぜんとしない勇斗である。

「ボクの実父で先代のフルングニルは、戦えば、『金のたてがみグルフアクシ』の二つ名で敵からは恐おそれられる猛もう将しようにして、一方では民を愛し、国を富ませ、子分たちにも公明正大に接し、氏族の皆からは『黄金の力グルヴエイグ』と讃たたえ敬われていた、娘のボクが言うのもなんですが、本当に立派な宗主パトリアークでした」

「そうか、すげえ親おや父じさんだったんだな」

「はい……ただそんな父も、血を分けた我が子には目が曇くもったんでしょうね。ずっと子どもができなくて、遅おそくになってやっと生まれた子だから、余計に可愛く思えて仕方がなかったのかもしれません。ラスムスを始め他にも有力な幹部がいたのに、後こう継けい者しやに指名されたのはボクでした」

「……なるほど、だから『姫ひめ様さま』か」

《角》の若頭かしらラスムスがリネーアのことをそう呼んでいたことを今更ながらに思い出す。

　よくよく考えてみれば、血けつ縁えんではなく盃の親子関係が重んじられるユグドラシルにおいて、極めて異質な呼こ称しようである。加えてこの若さだ。

　ヒントはいくつもあったのだ。だが、ユグドラシルでは世襲はかなりタブーに近い。迂う闊かつながら勇斗はその可能性を頭から排はい除じよしてしまっていた。

「当然、世襲であることを問題視する声が少なからず上がりました。年が若すぎること、そしてボクがエインヘリアルでないことも、不安視される原因だったのでしょう」

　うつむきつつ、リネーアは膝ひざの上でグッと拳こぶしを握にぎった。

　リネーアがエインヘリアルでないことは、なんとなく勇斗も察しがついていた。生真面目な彼女のことだ、何か力があるのなら《蹄》との争いの前に申しん告こくしてきていたはずである。

「でもボクは宗主パトリアークになりたかった！　大好きな父の跡あとを継ぎ、父が愛し守ろうとしたものを、ボクも守りたかった！　ボクならできるって……思ってました」

　自分だけはなんとかなる、そんな若さゆえの楽観は確かにあったのだろう。だが、その自信が過信だとまでは勇斗は思わなかった。

　エインヘリアルでないからといって、有能ではないと決めつけるのは早計だ。《狼おおかみ》でもヨルゲンをはじめ、エインヘリアルを抑えて高い序列に付いている者は少なくない。

　概おおむねエインヘリアルの力は戦闘方面に偏かたよっていることも一因だ。国を治めるというのは武勇だけでは足りないのである。

　ユグドラシルは力が全ての世界だ。いくら先代が素晴らしい宗主パトリアークだからといって、その実子というだけでラスムスを始め幹部たちがつき従うとは思えない。

　少なくとも実際に敵として相対した勇斗の記き憶おくでは、リネーアに落ち度と呼べるほどのものはなかったように思う。

《角》は《狼》の倍近い兵力を集めており、そして特に統とう率そつを欠いていたということもなければ、兵力分散の愚ぐを犯おかしたわけでもなく、遊兵も出だしていなかった。兵へい站たんが途と絶だえることもなかった。

　兵ひよう法ほうを語る上でどれも言ってしまえば当たり前のことばかりではあるのだが、言うは易やすく行うは難し、である。数千からという集団の動きをしっかりと把は握あくし養いコントロールするというのは、そう簡単に出来る芸当ではない。

「しかし蓋ふたを開けてみれば、自ら戦を仕し掛かけたあげく反はん撃げきされ逆に領土を奪い取られ、敵の虜囚になって不利な盃を呑のみ、ついには《蹄》の侵しん攻こうを招き、氏族を存亡の危機に陥おとしいれる有り様です」

　リネーアの身体が、自らへの不ふ甲が斐いなさに小刻みに震える。

《狼》の聖塔フリズスキヤールヴで民たみへの想いを語っていたリネーアだ。宗主パトリアークとして成し得たかった夢や希望もあったに違いない。

　にもかかわらず、自分の無力を認めざるを得ない。その苦痛は、心が張はり裂さけんばかりだろうことは勇斗にも容易に察しがついた。

「それに比べて兄上は戦場に立てば連戦連勝、あの《蹄》の英えい雄ゆうユングヴィすら易やす々やすと討ち取り、宗主パトリアークとしてもたった一年であの窮きゆう乏ぼうしていた《狼》を立て直し、イアールンヴィズの民の顔には、笑え顔がおがあふれておりました。本物との格の違いを、まざまざと思い知らされました……」

　力なく笑えみをこぼし、リネーアは視線を窓の外へと向けた。

　何かを懐なつかしむように。

　そして、どこか疲つかれ果はて諦あきらめたように。

「マガイモノのボクがこのまま宗主パトリアークを続けても、《角》は衰すい退たいする一方でしょう。それならば女として力ある本物の宗主パトリアークを招き入れるのが、ボクに出来る最後の仕事かと」

「だから待てって！　ンなの、《角》の連中が納なつ得とくするわけねえだろう？　あのラスムスって若頭かしらだって絶対反対……」

「この婚姻をボクに提案してきたのは、他ほかでもないそのラスムスです」

「……へ？」

　本日、何度目かもわからぬ、間ま抜ぬけな声が勇斗の口から漏れる。

「元々、女だてらに氏族をまとめるのは大変だろうと、頼たよりになる婿むこを娶めとり二人で力を合わせて治めてほしいと常々忠言してくれていたのです。今やラスムスはすっかり兄上に惚ほれ込こんでいて、『あの方になら姫様を任せられる！』と幹部連中に触れ回ってますよ」

「なんでそこまで惚れ込まれてんだよ、まったく覚えがねえぞ……」

　思わず額を押さえる勇斗。

　言葉を交わしたのは、リネーアとの兄妹の盃を交わした式典の時のみのはずである。しかもその時は、自分たちの大切な姫様を奪い捕とらえた輩やからとして、殺意にも似た敵意を向けられたものだ。

　それがどうしていつの間にそこまで評価が跳ね上がっているのか、わけがわからない。

「兄上、不ふつ束つか者ものではございますが、誠心誠意お尽くし致しますので、末永くよろしくお願い致します」

「うっ……え～っと、あ～、う～」

　ぽっとほのかに顔を赤らめつつ頭を下げるリネーアに、勇斗の口から言葉にならない呻きが漏れる。

　リネーアの求きゆう婚こんを受けるか否いなかで言えば、受けられるわけがない。

　勇斗はいずれ元いた世界に帰る人間だ。この世界に骨を埋うずめる気のない人間が伴はん侶りよを得るなど、もってのほかである。添そい遂とげるつもりがないのだから。

　なにより勇斗には美み月つきという心に決めた相手もいる。

　だからこれまでも、そういう話がなかったわけではないが、全て断ってきた。

　しかし、今回は《角》の宗主パトリアーク直々の申し出である。しかも《狼》にとっては破格の好条件だ。

　下手に断れば、リネーアの面子を潰つぶすことになり、ひいてはようやくまとまった両氏族の同盟関係にもヒビを入れかねない。《狼》の宗主パトリアークとして、それだけは避さけなければならない。

　だが、なんと断れば角が立たないか、この切羽詰まった状況では頭の中もパニック状態で、まるで思おもい浮うかばない。

「お姉様、お風呂場でも申し上げましたが、さすがに性急すぎますわ。宗主パトリアークの結婚は氏族の将来に関かかわる重要な政まつりごと。ここで我々だけでおいそれと決めるわけには参りません」

　困り果てる勇斗を見かねたのか、フェリシアがやんわりと、それでいて毅き然ぜんとした口調でリネーアをいさめる。

　助かった、と思わず勇斗がフェリシアに目を向けると、彼かれにだけわかるようにウインクを返してくる。なんとも頼りになる副官だった。

「そ、そうだな！　フェリシアの言うとおりだ。とりあえず持ち帰って氏族の皆とも検討したい」

「ふむ……」

　精せい一いつ杯ぱい威い厳げんを取り繕いつつ勇斗が言うと、今度はリネーアが難しい顔になる。本人としてはこれ以上ないほどの良縁だと思っていただけに、すんなりまとまるものとばかり思い込んでいたのだろう。

　だが一方で、フェリシアの言をもっともだとも思ったらしい。

「そうですね、我ながら気が逸はやりすぎておりました。良いお返事をお待ちしております」

「ま、まあその、気長に……な」

　引きつった顔で、なんとかそれだけ口にする勇斗。

　多少は猶予は延びたが、あくまで多少のようだった。







「うあー、気が重てぇ」

　祭儀場の広間の脇わきに設けられた個室で、勇斗はフェリシアに手伝ってもらいながらの着付けの真っ最中であった。

「こっちもこっちでくそ重てえ……」

　普ふ段だんの勇斗はほとんど装そう飾しよくを廃はいし、動きやすさを重視した黒一色の服装に身を固めているのだが、さすがに儀ぎ礼れいの場ではそういうわけにはいかない。

　今の彼はエジプトのファラオをほうふつとさせる金ピカの豪ごう奢しやな首くび飾かざりに、宝石をいくつもあしらった金色の腕うで輪わ、頭にも何やらジャラジャラと付けられていた。

「ふふっ、儀式の間だけですから我が慢まんしてくださいませ」

　床ゆかに両りよう膝ひざをついて中ちゆう腰ごしの状態で、勇斗の腰こしにこれまた金ピカな装飾を施ほどこした帯らしきものを巻きつけつつフェリシアが楽しげに笑う。

　その脇には、黄金の鞘さやに様々な彫ちよう刻こくがなされ、ところどころに宝石を埋め込んだこれまた豪ごう華か絢けん爛らんな剣けんが置かれている。

　二一世紀にいた頃ころにこのような剣を見たら、「うおお凄すごえ！　カッケー！」とか興奮したのだろうが、今となっては「うげえ、あんなの付けたら歩きにくそう」という感想しか抱けなくなっていた。

　気が滅め入いってきたので視界を窓の外へと向ける。眼下には《角》の族都フォールクヴァングの町並みが広がっていた。

《角》においても様々な儀式を行う神殿ホルグルは、聖塔フリズスキヤールヴの上に建てられている。《狼》の聖塔フリズスキヤールヴは角ばった鏡かがみ餅もちを連想させたが、《角》のものはよりピラミッドに近い形状をしていた。また高さそのものも、《狼》のものより上だ。この辺りは国力の差もあるのだろう。

「こうして見ると、同じユグドラシルでも結構違ちがうんだな」

　今更と言えば今更だが、そんな感想を抱く。

　山間の盆ぼん地ちに築かれた《狼》の族都イアールンヴィズは、近場から豊富な木材を採取できるため庶しよ民みんの家屋は概ね木造で建てられているのだが、フォールクヴァングの街はまだ夕方でもないのに一面赤茶色に染まっていた。

　フォールクヴァングの周りには、ケルムト川から運うん搬ぱんされた土ど砂しやが堆たい積せきした、いわゆる沖積平野が広がっている。土地も肥ひ沃よくで農業には極きわめて適しているが、反面、木材や石材には乏とぼしい。結果、庶民の住宅のほとんどには泥どろを焼いて作った日ひ干ぼし煉れん瓦がが用いられているのだ。

「リネーアお姉様を妻とすれば、この街はお兄様のものになりますよ？」

「……ンなことできるわけがねえの知ってるだろ」

　実に何気なくつぶやかれたフェリシアの言葉に、勇斗は疲れた声を返す。

　他の誰だれかならともかく、事情を全て知っているはずで、事実、先程も返答に困る勇斗を上手くフォローしてくれていたフェリシアから言われたのが、少しだけ心に堪こたえた。

「この装そう飾しよく品ひんの数々を見ても、街の外に広大に広がる金色の麦畑を見ても、とても豊かな国です。この地の宗主パトリアークとなれば、毎日、食べきれないほどの料理が並び、近隣から集めた美び姫きたちを侍はべらせる。そんな誰もが羨うらやむ人生を謳おう歌かできましょう」

「ガラじゃねえよ」

　一青少年として、女の子に囲まれチヤホヤされるというのは憧あこがれないわけではないが、金や権力で従わせてもそれは虚むなしいだけにしか思えない。料理に関しても、勇斗のいた二一世紀の日本は飽ほう食しよくの時代である。

「今、《蹄ひづめ》は強大無比な宗主パトリアークを失い混乱状態にあり、攻めるには絶好の機会。この地を拠きよ点てんとすれば、アールヴヘイムの覇は者しやへの道も開けるかと思いますが……」

「そんなもんになる気は一いつ切さいねえっての。俺おれごときには《狼》だけでも荷が勝ちすぎてるぐらいだ。つーかなんだよ、俺がこの話を受けられないことは知ってるはずだろ。さっきからまるで……いや、ごめん。そうだよな、《狼》にとってこれほどおいしい話ないもんなぁ」

　フェリシアは勇斗の妹分であり副官であるが、それ以前に《狼》という氏族の一員なのである。しかも氏族の将来を考えねばならない幹部の一人だ。言ってしまえば勇斗個人の都合より、氏族の都合を優先するのは当然だった。

　考えてみれば、《狼》が得られる莫ばく大だいな利益よりも、自分の事情を優先している勇斗のほうが、宗主パトリアーク失格なのは明らかである。

「え、あ、そ、そうですわよね。やっぱり無理ですよね。わかってはいたのですが、さすがに《角》が丸ごと手に入るなどという話には、つい欲が出てしまいましたわ」
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「あたたっ!?　締しめすぎ締めすぎ！」

「あっ！　も、申し訳ございません！」

　慌てて締めすぎた帯を緩ゆるめるフェリシア。

　何事もそつがない彼かの女じよらしからぬミスである。

「……で、本当はどういうつもりで言ったんだ？」

「え？　だ、だから欲をかいてしまったと……」

「嘘うそだろ、それ。これでも二年間、寝ね床どこ以外はほとんど一いつ緒しよにいるんだ」

　先ほどのフェリシアの言葉は、明らかに取ってつけたような口ぶりだった。しかも声からは普段の飄々とした彼女には珍しく焦あせりの色がわずかに滲にじんでいた。加えて帯のミス。

　これで不ふ審しんに気がつかなければ、さすがに上官失格だった。

「…………」

　図星を指さされたからか、フェリシアが押し黙る。

　背中に回られていて、フェリシアの表情は勇斗からは見えない。

　どれだけそうしていただろう、ふと帯を掴つかむ力が、ぎゅっと心なしか強まったように感じた。

「『これで安心して帰れる』」

「っ!?」

　心臓を鷲わし掴づかみにされたような感覚が、勇斗を襲おそった。それはここ最近の勇斗の心境そのままを表す言葉だったから。

「やっぱり、そう思ってらっしゃいましたか」

「……気づいて、たのか」

「気づきますよ。これでも二年間、寝床以外はほとんど一緒にいるんですよ」

　フェリシアはクスリと小さく笑みをこぼして、

「リネーアお姉様を捕ほ虜りよにした辺りから、なんとなくそういう気配を感じておりました。確信したのはアレクシス様との会話でしたが」

「…………」

　時期まで言い当てられ、勇斗は何も言えなくなる。まったくこの副官には、隠かくし事ごとなどできないらしい。

　この二年の間、帰りたいという気持ちはずっと抱き続けていた。ただ勇斗がユグドラシルに来て以来、《狼》はずっと戦争続きだ。

　ごくごく最近まで、まず生き残ることが何より最優先で、帰還方法の捜そう索さくはどうしても後回しにせざるを得ないところがあった。

　また盃さかずきによる擬ぎ似じ的てきなものとはいえ、家族の絆を結んだ者たちを死地に残して自分だけ安全な場所に帰るというのもどうにも後ろめたく感じていた。

　だが今や《狼》の勢力は二年前とは比べ物にならないほどに拡大し、長年の宿敵だった《爪つめ》・《角》の両氏族とも弟きよう妹だいの盃を交かわした。

　間近に迫せまっていた危機感が薄うすれ、生き残ることより帰ることに心の中のウェイトが移ったことは、勇斗も自覚はしていた。

　ただ心の内を気づかれているとは夢にも思っていなかった。

「もうお兄様を留めるものが何もなくなってしまった今、このままイアールンヴィズに帰ったらお兄様がいなくなるんじゃないかって焦しよう燥そうに駆かられてつい……お許しくださいませ。わたくしのせいだということを忘れて、差し出がましいことを申しました。わたくしにはそんな資格などありはしませんのに。本当に、どうして……」

　その声は後こう悔かいに満ちていて、本人もひどく困惑しているようだった。

　確かにいつも大人の余よ裕ゆうを感じさせ勇斗を安心させてくれるフェリシアには、感情に流されて自分を見失うなど実にらしくない姿だ。

「ごめんな」

　くしゃっとフェリシアの頭を撫なでつつ、勇斗は謝罪の言葉を口にする。

「お、お兄様が謝あやまられることなんてありません！　わたくしが一人勝手に前後不覚に陥おちいって失態を演じただけなのですから」

「それでも、ごめんな」

「だから、わたくわきゃっ!?　な、なにを!?」

　くしゃくしゃっと勇斗はフェリシアの頭を撫でくりまわして、彼女の反論を力づくで押おし止とどめる。

　なぜなら、彼女をここまで追い詰めたのは、自分に他ならなかったから。

　本人も言っていたではないか。アレクシスとの会話で確信した、と。おそらく勇斗の変化に不安を覚えていたところに、あの時の会話が拍はく車しやをかけたのだろう。

　また、それほどまでに勇斗に残って欲ほしいと内心では思っていたということでもある。勇斗をユグドラシルへと召しよう喚かんしたのはフェリシアだ。その罪悪感からずっと押し殺してきた反動もあったのかもしれない。

「俺ってほんと無神経すぎるよなぁ。フェリシアに甘あまえ過すぎだ」

　改めて実感し、しみじみと勇斗は呟つぶやく。

　この二年間、最も勇斗の近くにいて、支え助けてくれたのはフェリシアだ。それで親愛の情がわかないほうがおかしい。勇斗だって彼女のことを本当の姉のように思っているところがある。そんな彼女に、帰る方法探しの手伝いをさせている。我ながらひどい男だとつくづく思った。

「お、おおお、お待ちくださいお兄様ぁっ!!」

「うわっ!?」

　先ほどまでのうろたえぶりすら霞かすむほどに取り乱した様子で叫さけぶフェリシア。

　さらにがばっと立ち上がり、その綺き麗れいに整った顔を勇斗の鼻先まで近づけてくる。

「わ、わたくしを頼ってくださるのは、ほ、本当に嬉うれしく思っているのです！　で、ですから今までどおりなんでも仰おつしやってくださいませ！」

「い、いや、でも……」

「今日のことはお忘れ下さいませ。このフェリシア、一生の不覚でございました。今後はお兄様の御み心こころに沿うべく私心にとらわれることなく誠心誠意尽くさせていただきますからなにとぞ！　なにとぞっ！」

「お、おう」

　フェリシアの異様な剣けん幕まくにのけぞりながら、勇斗はコクコクと頷く。

　勇斗としてはこれからはフェリシアの心情を慮おもんぱかって配はい慮りよしたり遠えん慮りよしたりするべきだと考えかけていたのだが、どうもそれはそれで彼女の望むところではないらしい。

　また実際問題として、この世界のいろいろなことに疎うとい勇斗では、彼女のサポートなしにはろくに何もできないのが現実でもあった。

　ふっと勇斗は苦く笑しようをこぼす。

「まあ、じゃあこれからもいろいろ迷めい惑わくもかけると思うけど、よろしく頼たのむな。お前は俺の、その、なんだ……一番の腹心なんだから」

　言ってから、カーッと顔が熱くなるのを感じた。本人を前にして、こういうことを伝えるのはどうしても照れが先に来る。

　だが、混じりっけなしの本音だった。

　腹心とは、どんなことでも打ち明けて相談できることを言う。ジークルーネも忠誠心にかけてはフェリシアに勝まさるとも劣おとらないが、こと相談相手という点では、フェリシア以上の存在はいない。

　それこそまさにこの二年間、寝床以外はずっと一緒にいるのだから。

「えっ!?　あっ……」

　フェリシアは一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからぬかのように目を瞬またたかせた後、その顔にいつものたおやかで悠ゆう然ぜんとした、どこか大人な笑みではなく、歳とし相そう応おうの花が咲さいたかのような可憐な微ほほ笑えみが浮かぶ。

「は……はいっ!!　全てわたくしにおまかせくださいませ！　リネーアお姉様との婚姻話、このフェリシアが必ずや阻そ止ししてみせます！」

　そしてこれまた、彼女らしからぬ興奮に満ちた声でハキハキと言う。どうやら勇斗の言葉は、彼女にとってよっぽど嬉しいものだったらしい。

　よくよく考えれば、フェリシアには感謝していることは伝えていても、信しん頼らいしているという言葉は今まで言ったことがないように思う。

　やはり心で思っているだけじゃ駄だ目めで、ちゃんと言葉で伝えなくては、と勇斗は改めて思う。美月と幼おさな馴な染じみ以上彼女未満の関係のまま、ズルズルしているうちにはるか遠いこの地に飛ばされて、それを後悔していたはずなのに、このザマだ。

「…………あっ、そういや美月への言い訳も考えなくちゃいけないんだった」

　新たな憂ゆう鬱うつな問題を思い出し、勇斗は途と方ほうに暮れる。

　しかもこればっかりは、自分でなんとかしなくてはいけない。自分は女難の相でもあるのだろうか。真しん剣けんに悩み始める勇斗であった。







　どこか厳おごそかな笛の音に合わせ、ひらひらとした薄布を身にまとった巫女みこたちが舞まい踊おどっていた。

　祭儀場の中央で煌こう々こうと燃え盛る松明たいまつの明かりが、漆しつ喰くいの白地の壁へき面めんをゆらゆらとほのかに赤く染め上げている。

　祭さい壇だんには仔こ山や羊ぎが一頭と、その周りには小麦や酒がこれでもかと並べられている。勝利を与あたえてくれた神への感謝を示す供く物もつであった。

　日照り、嵐あらし、洪こう水ずい、地じ震しんといった天災は、全て神の為なしたものであるというのがユグドラシルの考えだ。

　そして戦の勝利もまた、神の思おぼし召めしである。

　神の怒いかりを買えばたちどころに国が滅ほろぼされると、本気で信じている者は少なくない。

　だからこそ、宗主パトリアークには祭主としての側面もあった。氏族の代表として神に供物を捧ささげ、感謝を示す義務があるのだ。

　疎かにすれば子弟たちを、そして民を不安にさせる。非科学的だからと手を抜くわけにはいかなかった。

「ふ～、終わった終わったぁ」

　勇斗は自らにあてがわれた席にどかっと腰こし掛かけながら、コキコキと首を左右に鳴らす。

　本来ならほっと一息ついているところなのだが、今日に限って言えば、なんとも気分が重い。

　列席している《角》の者たちが勇斗を見ながら何やらひそひそと言っているせい――

　――ではない。なんとなく侮ぶ蔑べつの臭においを感じなくはないが、そんなものは二年前にすでに慣れっこだ。

「お疲れ様です、兄上！　どうぞ」

　憂鬱の原因リネーアが、いそいそとお茶を手て渡わたしてくる。

　今回の式典は《狼》がすでに敵対氏族ではなく味方であるということを《角》の者たちに知らしめる意味合いもある。

　だからこうして《角》の宗主パトリアークであるリネーアが、《狼》の宗主パトリアークである勇斗の隣となりに座すわるのは、当然といえば当然なのだが、求婚され、かつ内心では断るしかないと思っている相手が式の間中、隣の席にいるのである。

　許されるならば、即そく座ざにこの式場から一目散に遁とん走そうしたい勇斗だった。

「お、おう。ありがとな」

　受け取りつつあおって、喉のどを潤うるおす。

　ほとんど味がわからない。しかも飲んだばかりだというのに、早くも緊きん張ちようから喉が渇かわいてくる。

「あっ、これなんか美味おいしいですよ。ボク大好きなんです。ぜひ兄上もお食べになってくださいませ」

　そっと一口サイズに切り分けた羊肉を、串くしで突き刺し手を皿にして勇斗の口元へと寄せてくる。

　その甲か斐い甲が斐いしさが、純じゆん粋すいに勇斗を慕したっているとわかる笑顔が、なんとも勇斗の胃をキリキリと痛ませる。

　やんわりと断りたくても、ここは曲がりなりにも外交の絡からむ公式の場である。兄貴分である以上、妹分の奉ほう仕しを受け、上下関係をしっかり示さねばならない。

「あむ。もぐもぐ」

　覚悟を決めて、一口にほおばる。

　羊肉特有の臭くさみと、コリコリッとした食感は、おそらくは美味しいといっていいのだろうが、やはりどうにもそれを楽しめるだけの余裕はなかった。

「ど、どうでしょうか？」

「あ、ああ。う、美う味まいと思うぞ。多分」

「よ、良かったぁ！　《角》の料理もお口に合うようでほっとしました」

　ニコニコとリネーアが心から嬉しそうに笑みを零こぼす。

　よくよく考えれば、「思うぞ」とか「多分」などという言葉はおかしいのだが、まったく気づいた素そ振ぶりもない。

　その幸せそうな様子が、またなんとも勇斗の良心をチクチクと刺し貫く。

「じゃ、じゃあ、え、えと、その、あ、あ……」

　そしてなぜかリネーアも何やらもじもじしながら、先さき程ほどの串でグサグサと肉を刺し貫き始める。

　むしろそれで俺を刺そうとしてくるほうがどれだけ気が楽か、と思ってしまうあたり、勇斗もかなり追い詰められていた。

　だが、彼の地じ獄ごくはまだこれからであった。

「あ、あ～ん♡」

　林りん檎ごのように顔を真っ赤に染めて、リネーアが甘い声とともに再び羊肉を差し出してきて、勇斗の背筋を戦せん慄りつが疾はしる。

　先程とやっていることは一緒なのだが、その言葉を言われると、目下の者の奉仕という色は消きえ失うせ、どちらかと言うと、

「おおっ、実に仲なか睦むつまじいですな。そうしているとまるで夫ふう婦ふのようですぞ」

　初老の男が、上じよう機き嫌げんで声をかけてくる。

《角》の若頭かしらラスムスである。早くもできあがっているらしく、足取りこそしっかりしているものの、赤ら顔で目もとろんとしていた。

　くそ、いい気なもんだな、と勇斗は内心毒づかずにはいられなかった。

　そもそも彼がリネーアに変なことを吹ふきこまなければ、今いま頃ごろ勇斗は気楽に式典を楽しめていたはずなのである。

「お、親をか、からかうもんじゃない！　だ、だいたいやれといったのはラスムスじゃないか」

　強い口調でラスムスを叱しかりつけた後、恥はずかしそうにうつむくリネーア。後半はぼそぼそと独り言のつもりなのだろうが、しっかりと勇斗の耳に届いていた。

　あ～んもこいつの差し金か！　と殺意にも似た感情をラスムスに抱く勇斗である。

「これは申し訳ございませぬ。いやぁ、しかし、姫様を妻にもらう者は幸せですなぁ。これほどお美しく、それでいて甲斐甲斐しい女性はそうはおられませぬぞ。そうは思いませぬか、《狼》の叔お父じ御ご？」

　ぬけぬけと問うてくるラスムスに、勇斗は思わず食しよく膳ぜんの下で拳を握る。

　さすがは《角》という氏族を切り盛りする若頭かしらである。否定しにくい言葉で言げん質ちを取ろうとしてくるあたり、なんとも古ふる狸だぬきだった。

　とは言えいい切り返しが思い浮かばない。どうしようかと焦りかけたところで、むにゅっとなんとも柔やわらかい感かん触しよくが勇斗の二にの腕うであたりを包み込む。

「あら、それは少々聞き捨てなりませんわね。《狼》にも女はおりましてよ？」

　フェリシアが勇斗にしなだれかかりつつ、妖よう艶えんな笑みをラスムスへと向ける。

　ムッと目に見えて、ラスムスが顔を渋しぶくする。

　いくらリネーア贔びい屓きの彼といえど、現時点での色いろ香かでは、この美女には及およばないことを認めざるを得なかったようだ。なんといっても発展途上のリネーアには、このボリュームは出しようがない。

「あ、ルーネ、ほら、貴女あなたもお兄様に酌しやくをしてさしあげて」

「ん？　お前に命令されるのは癪しやくだが、娘むすめとして父上に酌をしたいという気持ちに嘘はつけんな」

　勇斗の視界の隅すみで、黙もく々もくと周囲に気を配っていた少女が、その銀色の尻しつ尾ぽを舞わせながら振ふり向むき言う。

　こちらもまたフェリシアに負まけず劣らずの美び貌ぼうの持ち主である。色香という点ではフェリシアに軍配が上がるが、その分、俗ぞくっぽさを一いつ切さい排はい除じよした、まさに芸術的ともいうべき硬こう質しつな神こう々ごうしさがほとばしっている。

「お兄様、わたくしの肩かたに手を回して下さい」

　フェリシアが勇斗の首筋や顎あごを優やさしく撫で回しつつ、そっと耳打ちしてくる。なんともこそばゆく身体の一部が敏びん感かんに反応したが、フェリシアの意図するところを理解できる程度には、なんとか冷静さが残っていた。

「ん、ど、どうしたフェリシアぁ？」

「あん♡」

　勇斗がフェリシアの肩を抱くと、甘い声とともに勇斗の胸に飛び込んでくる。勇斗は全然力など込めておらず、フェリシアの演技である。だが、傍はた目めには勇斗が強ごう引いんにフェリシアを抱き寄せたように見えたはずだ。

「どうぞ、父上」

　そこにちょうどタイミングよくジークルーネがかしずき水差しを傾かたむけ、勇斗の盃にお茶を注いでいく。

　どこからどう見ても、まごうことなき女を侍らせていい気になっている下衆男の図であった。

　普段の勇斗であれば慌あわてて振ふり解ほどくところだが、今回に限っては、「さすがは賢狼ラーズスヴイズ！」と内心で喝かつ采さいをあげていた。

　姫様と呼ばれ、《角》の現宗主パトリアークも務めるリネーアだ。大勢いる女の一人という扱あつかいは、プライドが許すとは思えない。女にだらしない姿を見せて、あちらに申し出を取り下げさせようというのだろう。悪くない手だと勇斗には思えた。

「～～～～～っ！」

「うふふ、あ～ら、リネーアお姉様、どうなさいました？　まさか嫉しつ妬となどしておられたりするのですか？」

　目もく論ろ見み通り、ぷく～っとほっぺたを膨ふくらませ不ふ機き嫌げんさを露あらわにするリネーアに、人差し指で勇斗の胸に円を描えがきながら、フェリシアが勝かち誇ほこったように微笑む。

　悪女っぷりが板についてるなぁと内心思ったものだが、慌てて勇斗はそういう考えを脳内から打ち消した。自分のために頑がん張ばってくれているフェリシアに、さすがにそれは失礼すぎるというものである。

「そ、そんなことはないっ！」

　リネーアは激げき昂こうして否定するも、その言葉にはまるで説得力はなかった。

　誰がどう見ても嫉妬しているようにしか映らない。
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　うううっと唇くちびるを噛かみ締しめ、しばらく唸うなり声ごえをあげていたが、バッと面を上げる。

「ふ、ふ、ふむ。そ、そうだな。兄上ほどのご、ご器量ならば、有う象ぞう無む象ぞうの女どもが寄ってくるのは仕方のないこと。女遊びを許すのも正妻の務めだな！」

　グッと拳を握り、自分に言いきかせるように大声で宣言するリネーア。

「え？　あれ？」

　なんか藪を突ついて蛇を出してしまったような？　と、勇斗が焦り始めたその時だった。

　まず最初に気がついたのは、ジークルーネだった。

　獣けものを思わせるような俊しゆん敏びんさで立ち上がるや、入り口の方を警戒感露わに睨にらみつけ、腰を落として柄つかに手を伸のばし、いつでも抜ばつ刀とうできる構えを取る。

　その表情は今まで見たこともないほどに真剣で、その頬ほおをツツーッと大おお粒つぶの汗あせが滴したたり落おちていく。

「いったいどうした、ルー……」

　問いかけて、はたと勇斗は気づく。

　それまで喧けん騒そうに包まれていた祭儀場が、入り口のほうから波が寄せるように静まり返っていく。集まった人々は皆みな一様にその表情を驚きよう愕がくに凍こおりつかせ、一点を見つめている。

　入り口に立っていたのは、絹製のローブに身を包み、髭ひげを蓄たくわえた、恰かつ幅ぷくの良い中年の男である。勇斗の知る人物だった。

　神儀使アレクシス。建前上はユグドラシル全土を治めるアースガルズ帝てい国こくの高官で、神帝の代理として勇斗とリネーアの盃を取り持った人物である。

　だが、皆が注目しているのは彼ではない。その隣にいる男だ。

　燃えるような赤髪の青年だった。年は二〇歳前後といったところか。背は高く細身ながら、その身体はしっかりと引き締まり、俊敏さを感じさせる。

　顔立ちは精せい悍かんだが、その瞳ひとみは好こう奇き心しんに満ちていて、どこか子どものような無む邪じや気きさがあった。

　そう、特に外見的には奇き異いな部分などないはずなのに、なぜかこの青年から目が離はなせなくなる。

「な、なんなんだよ、あいつは……!?」

　気がつけば、勇斗も腰を浮かせ、いつでも動けるようにと警戒態勢を取っていた。

　一瞬でも注意を逸そらせば食い殺されるのではないか、あの男を見ていると、そんな得体の知れぬ恐きよう怖ふが湧わき上あがるのだ。

　まるで野生の虎とらが目の前にいるかのような――

「ステインソール！　なぜあいつがここにっ!?」

　リネーアが震ふるえる声で言う。

　その名には勇斗も聞き覚えがあった。

　ユグドラシル西方では、アースガルズ帝国建国以来、ケルムト川を境に、そこより北をアールヴヘイム地方、南をヴァナヘイム地方と呼び習わしている。

　そのヴァナヘイム北部一帯を支配する氏族《雷いかずち》の宗主パトリアークが、確かステインソールといったはずだ。

　その勇ゆう敢かんというより獰どう猛もうな戦いぶりから、付いたアダ名が、

「あいつがヴァナヘイムの『虎心王ドールグスラシル』……か」

　頬を垂れる汗を手の甲こうで拭ぬぐいつつ、勇斗は戦慄とともに吐はき捨すてる。

　噂うわさこそ耳にしていたものの、これまで領土を接していたわけでもなくどこか遠い存在と感じていた名である。

「はい、あの《蹄》の英えい雄ゆうユングヴィですら、一戦した後その力を畏おそれ、娘を差し出して婚姻関係を結び、一〇以上も年下の彼と五分の盃を交わすなど、融和政策を取り戦うのを避けた男です」

「そりゃまた……手て強ごわそうだ」

《蹄》の宗主パトリアークユングヴィとは一戦交えただけではあるが、その実力に勇斗は内心舌を巻いたものだ。

　勇斗が繰り出す時代の先を行く戦術の数々に初見でありながら対応してきた戦術眼、うろたえる兵士たちをきっちりまとめあげた統とう率そつ力りよく、そして《狼》最強マーナガルムのジークルーネすら圧あつ倒とうした武勇。

　一代にして《蹄》をアールヴヘイム地方一帯を治める大国へとのし上げた覇者たるに相応しい実力の持ち主であった。

「まるで武たけ田だ信しん玄げんみたいだな」

「は？」

「いや、こっちの話だ」

　聞きなれぬ人名にいぶかしげな声をあげるリネーアに、勇斗は苦笑を返す。

　戦国時代の覇者・織田信長が、武田信玄に融和政策を取っていたのは有名な話だ。何倍もの国力を誇りながら、下へも置かない扱いをしていたそうである。それだけ武田信玄という男の力を恐おそれていたことがうかがえる。

　対岸の火事とも言っていられない。先の《角》との戦で領土を奪うばったことで、《狼》も今は《雷》と国境を接している。

　どうやら有あり難がたくないことに、相当に厄やつ介かいな隣りん人じんらしかった。

「アレクシス様！　なぜこのような者をここに連れて来られた!?」

　ラスムスが青年を睨みつけ、髭の神儀使に厳しい声で詰きつ問もんする。

　まがりなりにも《角》の族都であり、さらに言えばここは最も神聖な場所である。幾いく重えにも渡わたる厳重なチェックがあったはずだ。他国の者があっさり入り込めるような場所ではない。

　神帝の使いとして外交特権を有するこの男の手引きがあったことは明白だった。

「まあ、細けえことはどうでもいいんだよ、じいさん。めでたい席なんだろ？　隣りん国ごくの主として、祝辞を述べに来てやったのさ」

「先代おやじをその手にかけながら、よくも抜け抜けとそんなことが言えたものだっ！」

「ああ、あのフルチンなんたらとかいうおっさんか。すげえって評判の割には全然手て応ごたえのねえやつだったな」

　先代は現宗主パトリアークの盃の親であり、つまり氏族全体の祖父である。しかも数々の偉い業ぎようにより氏族の歴史に燦さん然ぜんと名を残し敬愛された偉い大だいな祖父だ。

　それをまるで昨日の天気は雨だったとでも言うかのようにあっけらかんと、大したことなかったと言い放ったのである。

　場内の各所から怨えん嗟さの声が漏れ聞こえてくる。だが、当のステインソール本人は悪びれた風もなく、かかっと笑って手を振る。

「まあ、死んだ奴やつのことなんか今いま更さらどうでもいいだろ」

「おのれ、どこまで舐なめるか！」

　さすがに激昂し、ラスムスは腰の剣を抜き放つ。

　いかに相手が《雷》の宗主パトリアークであろうとも、ここまで眼中にない扱いを放置しては、ラスムスだけにとどまらず、《角》全体の沽こ券けんに関かかわる。

「供も連れずノコノコ乗り込んで、さらには暴言まで吐いて生きて帰れると思うな！　その素っ首、先代の墓前に捧げてくれる。おい、皆の者っ！」

　ラスムスの号令に、祭儀場にいた男たちの何人かが立ち上がり、若頭かしらに倣うように剣を抜き放つ。

　あちこちから甲かん高だかい女性の悲鳴が響ひびき、場内が一気に騒そう然ぜんとする。

　一方の赤髪の青年はといえば、自身に向けられた殺気に気づいていないはずもないだろうに、面めん倒どうくさそうに頭をボリボリとかき、呑のん気きそのものな様子である。

「まあまあ、ラスムス殿どの。彼かれは私が連れてきた客です。彼の無礼は私の顔に免めんじて許してくださいませ」

　アレクシスが苦笑しつつ、二人の間に割って入りやんわりと取りなす。

　喧けん嘩かの仲裁が本職だけあって、この殺気だった空気の中でも堂々としたものである。一歩間ま違ちがえれば誤って斬きり殺ころされかねないのに、顔色一つ変えていない。

　神儀使という肩かた書がきだけの男ではなく、大した胆たん力りよくの持ち主だった。

「～～～～っ！」

　ラスムスが苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で唸る。

　氏族の宗主パトリアークは建前上は、神帝の臣下である。その権けん威いを領地支配の大義名分として利用している。

　神儀使はその神帝の名代である。彼の言葉はまさしく神帝の言葉であり、彼が連れてきた客は、神帝の客である。

　ステインソールをこの場で害すると言うことは、神帝の面子を潰すということだ。それも制止を振り払ってとなれば反論の余地がない。

「……アレクシス様にそう仰られては、引くしかありませんな」

　ラスムスが構えを解き、剣けんを下ろす。

　その声は怒りに震え、苦く渋じゆうに満ちていた。彼をなんとか踏ふみ留とどめたのは、まさに《角》の若頭かしらとしての責任感であろう。

　アースガルズ帝国がユグドラシル全土を治めていたのは二〇〇年も昔のことだ。今はもはや国力的には《角》と大して変わらない。立地的にも国境も面しておらずはるか遠くにある。

　しかし、その権威だけはあなどれない。彼の国は《角》の隣国に追討の大義名分を授ける事ができる。

　今の《角》は東は《狼》に領土を奪い取られ、西は《蹄》を追い払いこそしたものの通り道にあった村や町をかなり荒あらされている。

　近隣氏族に攻せめる口実を与えるような愚ぐは、なんとしても避さけねばならない国内状況だった。

「命拾いしたな、じいさん」

「おのれ、まだ言……」

　ラスムスは再び声を張り上げようとしたが、出来なかった。一瞬にしてステインソールがラスムスとの距きよ離りを詰め、その懐ふところへと入り込んだからだ。

　完全に剣の間合いの内側に入られている。あれではもはや剣はまさに無用の長物だ。動くに動けなくなったラスムスに、ステインソールはラスムスの顔を覗のぞきこむように身体をやや傾け、その鼻先すれすれにまで顔を近づけて笑う。

「俺が用があるのはあんたじゃねえんだよ、じいさん。まあ、短い余生、大切にな」

　言ってステインソールはしゃがみこみ、からかうようにピシッとラスムスの剣の刀身を指で弾く。

　たったそれだけだというのに、

「うそ……だろ……っ！」

　勇斗の口から戦慄の声が漏れた。ほぼ同時に、カンカンッと石造りの床ゆかに無機質な音が響いた。

　青銅は確かに鉄より脆もろい。それは確かだ。だがさすがに、指で弾いただけでへし折れるような代しろ物ものでは断じてない。

　その不可能が、現実として起こっていた。

「あれは《粉砕するものミヨルニル》。神力アースメギンをただ破は壊かいのみに注いだ特異なルーンです……」

　勇斗の隣で、リネーアが険しい顔で教えてくれる。

　ルーンがもたらす加護は、だいたい四～五つほどが一いつ般ぱん的てきだ。《月を喰らう狼ハティ》を持つジークルーネなら、大の男を上回る身体能力に、毒や敵の気配を見破る嗅きゆう覚かく、天性の戦せん闘とう勘かん、味方を鼓こ舞ぶし敵を威い圧あつする雄お叫たけびと言った具合だ。

　フェリシアの《無貌の従者スキールニル》のごとく数え上げたらきりがないほどの万ばん能のう性せいを持ったルーンもまた特とく殊しゆな代物と言っていいのだろうが、その代だい償しようと言うべきか、フェリシアはなんでもできる反面、その道の本当の達人には敵かなわないという器き用よう貧びん乏ぼうなところがある。

　ならば逆に一つに凝ぎよう縮しゆくすれば、指弾き一発で青銅を砕くだくなどという馬ば鹿かげた破壊の力もあり得るのかもしれない。

　そこまで考えて、勇斗はふと気づく。

「ん、だけどさっきのあの動きは尋じん常じようじゃなかったぞ？」

　ラスムスは《角》が誇る四人のエインヘリアル『四炎ブリージンガメン』の筆頭であり、勇斗が来る以前、《狼》はラスムスの手により何度となく手痛い敗北を喫きつしているとも聞いている。

　多少老いたりとは言え、その武勇は相当なものなはずだ。その彼が反応すらできていなかった。はたで見ていた勇斗にも、ほとんどその動きは捉とらえられなかった。まさしく紫し電でんのごとき動きであり、ルーンの加護なしとは少々信じがたい。

　確かに《狼》の若頭かしらヨルゲンのように、ルーンを持たずとも厳しい修練によってエインヘリアルに伍ごする能力を持ち得た者も少なくはない。

　だが、あくまで勇斗の勘に過ぎないのだが、どうもあのステインソールという男からはそういった泥どろ臭くさい努力の匂においがまるでしない。

　ただあるがままに強い。そんな天てん衣い無む縫ほうの気配がするのだ。虎や熊くまといった猛もう獣じゆうがそうであるように。

「ええ、腕わん力りよくも脚きやく力りよくも桁けた外はずれです。あの男は《力の帯メギンギヨルズ》のルーンを持ってますから」

　おかしなことを聞いた気がした。

　勇斗の記き憶おくが確かならば、先程聞いたステインソールの持つルーンは違ちがう名めい称しようだったはずだ。

　そして記憶力にそれほど自信があるわけではないが、少なくともついさっき聞いたことを忘れるほど耄もう碌ろくする年でもない。

「まさか……あいつ、ルーンを二つ持っているのか!?」

「はい、ユグドラシル全土を見てもおそらく三人に満たぬ双そう紋もんのエインヘリアルです」

「……チートすぎっだろ」

　勇斗はげんなりと吐き捨てる。

　厳密に測ったわけではもちろんないのだろうが、ルーンが発現するのはだいたい万まん人にんに一人だと聞いている。その奇き特とくな力をまさか二つも併あわせ持もつような人間がいるとはさすがに思ってもみなかった。

「さぁてっと。おっ、いたいた」

　きょろきょろと周囲を見回していたステインソールと、勇斗の視線が合う。

　やばいっと思ったのもつかの間、赤髪の青年は楽しげに口の端を吊つり上あげて、スタスタと軽い足取りでこちらへと歩み寄ってくる。

「止まれ。それ以上、父上に近づくことは許さん」

　勇斗を守るように立ちはだかったジークルーネが、腰こしの刀の鯉こい口ぐちを切りつつ警告の言葉を発する。その眼めは勇斗が見たこともないほど険しく、顔にはびっしりと汗の珠たまが浮うかんでいた。

　今日はつくづくあり得ないものを見る日だ、と勇斗は愕がく然ぜんとする。この『最も強き銀狼マーナガルム』が恐怖している姿など、夢の中ですら想像がつかなかったというのに！

「ん？」

　ステインソールは立ち止まり、しげしげとジークルーネを見下ろす。先程のラスムスの時と違い、今回はその瞳に興味の光が浮かんでいた。

　ジークルーネの歯は軋ぎしりが、聞こえてきた。その視線がよほど不快なのだろう。だが基本短気な彼かの女じよが不快な行こう為いに対しても押おし黙だまったままな辺りに、勇斗はステインソールという男の底知れなさを感じずにはいられなかった。

「その銀色の髪、お前が《狼》一の勇者ジークなんたらとか言うやつか」

「ジークルーネだ」

「ああ、細けえことはどうでもいいんだよ。なるほど、なかなかの闘気だ。《蹄ひづめ》の義父殿を一いつ騎き討うちで斃たおしたというのもあながち嘘うそではなさそうだな。まあ、俺おれの敵じゃねえが」

　うむうむと納なつ得とくしたように頷うなずいた後、すっかり興味を失ったように再び勇斗へと視線を向けるステインソール。

　妻の父を討ったことを話題にした割には、まったく憎ぞう悪おはないようである。実にあっさりとしたものだった。

　元々が政略結婚である。当然といえば当然だが、その怨えん恨こんを理由に戦いくさを吹っかけられたりはなさそうなことに、勇斗は素す直なおにほっとした。

　こんなとんでもない化物を相手にするのは、平和を愛する勇斗としては極力ご遠慮願いたいところである。

「めでたい席だというのに、随ずい分ぶんと荒らしてくれるものだな、ステインソール殿。獣けだものには人の心がわからぬといったところか？」

　苛いら立だちを隠かくせぬ声で、リネーアが問う。

　この祝勝式典は、《角》の催もよおしである。ここまでぶち壊こわしにされては主しゆ催さい者しやの面子は丸潰れであった。

　皮肉の一つも言いたくなるのが人情というものだろう。

「……ん、ああっ！　おまえが《角》の新しい宗主パトリアークか。名はえーっと……なんだっけ？」

「なっ！」

　あまりといえばあまりな物言いに、リネーアが絶句する。

　ここ数すうヶか月げつは落ち目とは言え、《角》はこの近隣ではなかなかの勢力を誇る有力氏族である。《雷》とはケルムト川を挟はさんで国境も接している。

　宗主パトリアークでありながら、ろくに名前すら覚えられていないというのは、屈くつ辱じよく以外の何物でもなかった。

「ボクは……」

「あー待て待て、一応、レスクヴァから聞いてはいるんだよ。ん～～～～、そうだ！　思い出した！　ボルグヒルドだ！」

　ステインソールは悩みに悩んだ末、自信満々にまったく見けん当とう違ちがいの名前を言い放つ。一音たりとて符ふ合ごうしていない。

　あからさまな挑ちよう発はつ……というわけでもなさそうだった。それならばもっと、その表情と声に悪意や皮肉の臭いが混じるはずだ。この男からはその手の屈くつ折せつしたものをまるで感じない。完全に素で言っている。

　そしてそれが如によ実じつにわかるだけに、タチが悪かった。

「……リネーアだ」

　怒りを押し殺した声で、それでも《角》の若き宗主パトリアークは自らの名を告げる。

　すでにアレクシスに仲裁された後だ。国の事情も芳かんばしくない。プライドの高い彼女にしてはよく堪こらえたと言えるだろう。

「あれ？　そんな名だったか。まあ、細けえことはどうでもいいんだ。ケツの青い小こむ娘すめに用はねえしな。まだぼんきゅっぼんの美女ならお相手してやってもいいんだがなぁ」

「っ！　きっさまぁっ！」

　先程フェリシアにその彼ひ我がの差を印象づけられたせいもあるのだろう、キレて咆ほう哮こうとともに立ち上がろうとするリネーアだったが、その肩を抱だいて止める者がいた。

　決して強い力ではなかった。だが、有う無むを言わさぬ意思のようなものがそこにはあり、ゾクッという寒気とともにリネーアの身体から力が抜け落ちていく。

　リネーアが腰を落ち着けるのを確かく認にんして、勇斗は赤髪の青年をキッと睨みつけた。

「用があるのは俺だろ？　他の奴らいびってんじゃねえよ」

　その瞬しゆん間かん、祭儀場の空気が変わった。この場にいた者全すべてが、周囲の温度が急激に下がったかのような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　気弱で凡ぼん庸ようそうにしか見えなかった、年とし端はもいかない少年の一言によって。

　勇斗にとって、家族はなにより大切にしなければならないものである。無自覚ではあるようだが、目の前の男は妹を愚ぐ弄ろうし、妹の敬愛する父を愚弄し、そして愛まな娘むすめも愚弄した。

　とにかく目の前の男が気に入らない。

　勇斗は今、静かにキレていた。

　その内に秘ひめた、獅子の本性が顔を出すほどに！

「……ほう」

　初めて、ステインソールの顔から余よ裕ゆうの笑えみが消える。

　陽気で無邪気な青年という化けの皮が剥はがれ、奥おくから現れたのはまさに猛獣のそれと言うしかなかった。探し続けた獲え物ものをようやく見つけ、舌なめずりしているかのような貌だった。

　かわいそうなのが、《角》の面々である。

　祝勝ムードに浮かれていたのに、突とつ如じよとして乱入してきた《雷》の宗主パトリアークの化物じみた力に圧倒させられたかと思えば、これなら後でどうとでもつけ込めると内心では見くびっていたはずの少年まで、とんでもない怪かい物ぶつにいきなり変へん貌ぼうしたのだ。

　逃げ出すことも敵わず、空気がずっしりと重くなったかのような圧迫感と妙みような息苦しさにさらされ、みな顔面蒼そう白はくで震え上がっていた。

　しばしの睨み合いの後、猛獣の相を露わにしたまま、ステインソールがニヤッと笑った。

「なんだよ、そういう貌もできるんじゃねえか。期待はずれっぽくてがっかりしてたんだぜ？」

「あぁ？」

　意味がわからず、眉まゆをひそめ苛いら立だった声を上げる勇斗。彼の身体から放たれる怒気が一段と膨れ上がった。

　みしっと空気が軋きしみますますその重量を増し、「ひっ」と息を呑のむ音が所々で漏れる。

　だがその威圧を一身に浴びる赤髪の青年は、なお楽しそうに口の端を吊り上げた。

「ははっ、義父殿と会った時にもこれほどゾクゾクとはしなかったぜ。まじで気に入ったよ、お前」

「お前なんかに気に入られてもちっとも嬉うれしくねえな」

「そんなツレないこと言うなよ。隣国なんだ。これから楽しくやろうや」

「ちっ、なんなんだよ、お前」

　実に馴なれ馴なれしい態度に、勇斗は思わず舌打ちする。

　気に入らない人間であることには変わりはないのだが、敵意に敵意で返すことはできても、好意を向けられて敵意を向け続けるのはなかなか難しい。すっかり毒気が抜かれてしまった。

「なあ、《狼》の宗主パトリアーク。あんた、名は何と言う？」

「勇斗だ。周防勇斗」

「スオウユウトか。なーんか変な名だな。だが、覚えた。お前の名前は二度と忘れねえ」

　リネーアのことも、偉大と称しようされた《角》の先代のことも、そして『最も強き銀狼マーナガルム』ジークルーネのことも、誰だれ一人ひとり、しっかり覚えようとしなかった男が、宣言する。

　だがその意味に、勇斗は気づかない。

「ああ、そうかよ」

「ほんとツレねえなぁ。まあ、今日のところはこれで帰るとするわ。面おも白しれえもんも見れたことだしな。またな、スオウユウト」

　くるりと背を向け、手を振りながらステインソールは歩き始める。

　誰に言われるでもなくずざざっと人ひと混ごみが割れる。さながら今よりはるか未来で語られるモーセの十じつ戒かいのように。

　その出来上がった道を悠ゆう然ぜんと歩み去っていくステインソールの背中を、その場にいる人間たちはただただ呆ぼう然ぜんと見送ることしかできない。

「お、お待ちくだされ、ステインソール殿。皆みな様さま失礼いたしました。あとはごゆるりとご歓かん談だんくだされ。ではっ！」

　はたと気づいたように、アレクシスは一礼してすでに退室していた《雷》の宗主パトリアークの後を追っていく。

　二人が去った後も場内は静まり返り、未いまだ重苦しい雰ふん囲い気きが漂ただよう。

「ぷはっ！」

　最初に沈ちん黙もくを破ったのは、ジークルーネである。その場に片かた膝ひざをつき、ぜいぜいと荒あらい呼吸を繰り返す。

「ぷはあぁぁぁぁぁ。あーもう口の中からからですわ」

　ジークルーネに遅おくれること数拍、フェリシアが大きく息を吐くや、目の前にあった水を作法も何もなくごくごくごくと一気飲みしていく。

「戦ってもいないのにルーネやフェリシアをここまで消しよう耗もうさせるとは、な。変な奴だがやっぱり相当とんでもなさそうだな」

「あやつだけならさすがにこうはならないのですが……」

「そうですわね、彼だけならまだ……」

　ジークルーネとフェリシアが言葉を濁にごしつつ、意味深な目を勇斗に向ける。しかもいつも単刀直入なジークルーネにしては珍めずらしい、奥おく歯ばに何か挟まったような物言いだった。

　いったいなんだ、と勇斗は首を傾かしげかけて、思い至る。

「ああ、そっか。俺を守らなくちゃならないもんな」

　勇斗の腹心の部下であるフェリシアとジークルーネは、同時に勇斗の護衛でもある。命を賭かけて宗主パトリアークを守らねばならない責任と義務がある。

　あの化物みたいな男を相手に警戒し続けるのは、相当に精神をすり減らす作業だったことだろう。有難さと同時に申し訳なくも思う。自分のようなひ弱な人間を守るのは本当に大変に違いない。

「あ、いえ、そういう意味ではなく……言うなれば獅子と虎が睨み合う檻おりの中に非武装で放ほうり込こまれた感じとでも申しましょうか……」

「ええ、まさしくそんな気分でしたわね。生きた心ここ地ちがしませんでしたわ」

「猛獣一匹じゃ足らず二匹分の恐ろしさ、か。なるほど、確かに双紋のエインヘリアルだからな。それほどの化物か、あのステインソールって奴は」

「「…………」」

　棒でも飲み込んだような顔で、フェリシアとジークルーネは押し黙る。何と言うべきか非常に困っているような感じだった。

　勇斗も気持ちはわからないでもなかった。《蹄》もそうだが、これまで《雷》と言えば《角》を隔へだてた先にある大国で、どこか遠くの国と言った印象だった。

　しかし先の《角》との戦で《狼》が領土を奪ったことで、今や《狼》と《雷》は領土を接してしまっている。あんな危険極きわまりなさそうな男が隣人というのは、正直、今後どう対処するべきか、頭が痛いところであった。

「虎心王ドールグスラシルっていうから甲か斐いの虎のほうを最初に連想しちまったけど、ありゃあさしずめ呂布か項こう羽うってところだな」

「……察するに、お兄様の世界の英雄の名ですか？」

「ああ、二人ともとんでもねえ武勇の持ち主だよ」

　呂布は中国後漢末期の武将である。後年の創作ではあるのだが、『三国志演義』の中において、劉りゆう備び・関羽・張飛の主役三兄弟を相手に互ご角かくに渡り合い、また別の場面では、夏か候こう惇とん・夏か候こう淵えん・典韋・許きよ褚ちよ・楽進・于禁という綺き羅ら星ぼしのごとき猛もう将しようが六人がかりでやっと相手をしたという、武力において最強の呼び声高い人物である。

　項羽はその呂布さえ抑おさえ、中国史上最強の武将と誉ほまれ高たかい人物だった。

「つーか、思いっきり喧けん嘩か腰ごしだったな、俺」

　先に無礼を働いて喧嘩を売ってきたのは明らかにあちら側だが、思いっきり買ってしまったところがある。

「いえ、あれで正解だったかと。無礼な態度に下手に弱気に接すれば、舐められます」

「そうだな」

　与くみしやすしと侮あなどられれば、侵略対象としてターゲットにされたり、無む茶ちやな要求を突つきつけてきたりされかねない。

　こちらが譲じよう歩ほをすれば相手も譲歩をしてくれる、というナイーブな道理が通じるのは、実のところ日本人ぐらいである。

　衝しよう突とつを恐れ引くだけでは、引いた分だけ相手が好機と踏み込んでくるのが現実の国家間の外交だ。特に弱肉強食の論理がはびこるユグドラシルではなおさらである。あそこで引くわけにはやはりいかなかった。

「まあ、なんか気に入られたっぽいし、とりあえず結果オーライってところか」

　ふ～っと勇斗は安あん堵どの吐と息いきをつく。

　長年の宿敵である《角》を妹分に下し、イレギュラー的に発生した《蹄》との戦もなんとか制したところだ。

　ここまで戦争続きで慌ただしく、やっと落ちついて帰還方法の捜そう索さくに本ほん腰ごしを入れられるようになったところだ。新たに出来た隣国とまた交戦状態に陥おちいるなど実に馬鹿げている。

「ええと、まあ、《狼》にとっても《角》にとってもそうだとわたくしも思いますが、お兄様個人としては、少々面倒なことになったかもしれません」

　フェリシアが視線を左右へと祭儀場全体を眺ながめるように動かした後、なんとも難しい顔をする。

　彼女の視線を追うように勇斗も振り返ると、なぜか祭儀場にいた《角》の者たちが一いつ斉せいにビクッと身体を硬こう直ちよくさせる。

　勇斗は訝いぶかしげに眉をひそめ、

「おい、フェリ……」

「さすが《狼》の叔お父じ御ごですな！　儂わしの目に狂くるいはなかった！」

　腹心に問いかけようとしたところで、《角》の若頭かしらが興奮の面おも持もちで駆け込んでくる。

「兄上。ボクも改めて惚れ直しました！　もう添そい遂とげるのは兄上以外考えられません！」

　そこにリネーアが、これまた顔を紅潮させて、目をキラキラさせて見上げてくる。

「儂が万の言葉を費やしてもまったく意に介かいされなかったというのに、このわずかのやりとりで皆の心をねじ伏ふせるとはっ！　いやはや、これを覇は者しやたる器と言わずしてなにをかいわんや」

　わけのわからないことを言ってしきりに感心するラスムスに、勇斗は理解が追いつかない。

　いったいなにゆえこの二人の中で、自分の評価が跳ね上がっている？　ただあの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな赤髪の青年と睨み合っただけではないか。そんなことはラスムスもリネーアもやっていたことだ。

　助けを求めるようにフェリシアに目を向けると、彼女は沈ちん痛つうそうに顔面を掌てのひらで覆おおってうなだれていた。

「……いったい俺が何をした？」







「なかなか活気に満ちていますなぁ」

　宮きゆう殿でんから退出し、周囲にちらちらと視線を向けながら、アレクシスたちはフォールクヴァングの雑ざつ踏とうを歩いていた。

　その足元を、賑にぎやかな笛の音や歌声に誘さそわれるように子どもたちが笑い声とともに駆け抜けていく。

　街はお祝いの空気一色で、人々の顔は喜びに包まれている。ちょうど通りかかった酒場と思おぼしき屋台のそばには、真っ昼間から酒をかっくらっている者も見受けられた。

　守られた平穏に皆、心から浮かれ喜んでいた。

「で、どうでしたかな？　わざわざこんな危険を冒おかしてまで会いに来たのです。なにか思うところがあったのでしょう？」

　アレクシスは目の前を歩く赤髪の青年に問いかける。

　いくら神儀使の自分がいるからとて、先代の仇かたきの身で供も連れずに《角》の本ほん拠きよ地ちにまで乗り込もうなどと言い出した時には、神経を疑ったものだ。宗主パトリアークとして氏族を預かる責任ある者のすることではない。

　その上めでたい式典の場で傍若無人に好き勝手振る舞い始めた時には正気さえ疑いたくなった。神儀使として殺気立った修しゆ羅ら場ばに何度となく立ち会った経験のあるアレクシスをしてさえ、先さき程ほどの一幕は思い出すだけで肝きもが冷える。

　いざとなればたった一人でも敵地を強行突破して生還できる、そんな絶対の自信があるからこそなのだろうが。

　そしてその自信は、決して自うぬ惚ぼれではない。この化物は、それを成し遂げるだけのふざけた力を持っているのだ。

　ただし、そうなっては自分の命は間違いなくなかっただろう。いくら神儀使とてそんな暴漢を連れてきたとあっては誅ちゆう殺さつされても文句は言えない。アレクシスは今更ながらに命があることを心から安堵していた。

　アレクシスの気も知らず、ステインソールは無む邪じや気きな顔を振り向かせる。

「ああ、案内ありがとな。一度その面つらぁ拝んでおきたかったんだ。黒きものってやつをよ」

「みだりにその名を口にされては困りますな」

　眉をひそめつつ、声を落としてアレクシスはステインソールを諌いさめる。アースガルズ帝てい国こく最大の禁きん忌きだ。こんな街中でおいそれと発していいものでは断じてない。

「まあ、細けえことはどうでもいいんだよ」

　意に介した風もなく、《雷いかずち》の宗主パトリアークは豪ごう快かいに手に持っていた肉を一片残らずかじり取る。

　蛮ばん人じんが、とアレクシスは心の中で毒づかずにはいられない。

　氏族の宗主パトリアークは建前上は神帝に仕える地方領主に過ぎない。中央の高官であり、神帝の代理を務めることを許された神儀使ははるか格上の存在なのである。

　もちろん建前上の話で、実際の権力は無きに等しい。だが、神帝の権威を領地支配の大義としている彼らは、形だけでも神帝を敬わねばならないはずなのだ。

　だというのにその代理に対してこの横おう柄へいな口の利ききぶり。実に不快極まりなかった。

「世界を滅ぼす男、か。さすがに半信半疑だったが、なかなかどうして期待以上だったぜ」

「ふむ、で、こちらの願い、聞き届けてくださるのですかな？」

「ああ、あいつとなら、楽しく殺やりあえそうだ」

　歯を剥むき出だしにして、虎心王ドールグスラシルと呼ばれる男は獰猛な笑みを浮かべた。







ACT 2







「とりあえず落ち着こう。落ち着け」

　勇ゆう斗とは胸に手を置き、スーハーと深呼吸を繰り返す。彼の心臓は彼の今の心境を表すかのように早はや鐘がねのように脈打っている。

　あまりの恐きよう怖ふに手が震ふるえる。

　極度の緊きん張ちようで、口の中はもうからからだ。

　ステインソールを初めて見た時に覚えた戦せん慄りつなど、今、彼が直面している事態に比べれば大したことがなかったように思えた。

　闇やみの中、窓から差し込む月明かりが、うっすらと見覚えのある円鏡を妖あやしく浮かび上がらせていた。

　不可思議な力を秘めた《妖精の銅アールヴキプフアー》製ゆえの奇き跡せきか、この鏡の近くでは、勇斗が元いた世界との通信が可能だった。勇斗がなんとかこの右も左もわからぬ戦乱の大地で二年間、生き抜いてこられたのは、通信により現代の様々な知識を引き出せたからに他ほかならない。

　しかしそれも、ある重要な人物の援えん助じよがあってこそである。

「うあああああああああああ、美み月つき、怒おこってんだろうなぁ」

　スマートフォンを手に持ったまま、勇斗は情けない嗚お咽えつとともにしゃがみ込む。

《狼おおかみ》の族都イアールンヴィズに戻もどるなり、取るものも取りあえず急いで聖塔フリズスキヤールヴを駆け上がってはきたものの、いざ通話ボタンを押そうとしたところで指が止まった。

『さあ、な。ま、戦いは終わったばかりだ。そう危ないことでもないだろ。安心して寝ねてな。じゃおやすみ』

　という会話で通話を終えてから、はや三週間以上が経過している。美月もユグドラシルが死と隣となり合わせの危険な世界であることを承知している。相当心配しているであろうことは想像に難かたくない。

　だからさっさと連れん絡らくして安心させてあげなければならないのだが、最後の言葉があれだけに、なんと第一声をかければいいのか見当もつかない。

　きっと泣かれるだろう。勇斗は女の子の涙なみだが苦手だ。特に美月には泣いてほしくないと思っている。だが違う世界にいる今、頭を撫なでてやることもできない。本当にどうすればいいのかわからない。

「まあ、ここで悶もん々もんとしてたって始まらねえよな。はあ、覚かく悟ご決めよ。とりあえずもう押してしまってなるようになれだ」

　ありったけの勇気を振り絞り、通話アイコンをタップする。

　機械的な電子音が響き、もう後あと戻もどりできないと思わずゴクリと唾つばを飲み込む。

『勇くん！　勇くんだよね!?　無事なの!?』

　そしていつものように、覚悟を固める間もなくワンコールで繋つながる。

　それは言うまでもなく、彼女がこの三週間あまり、ずっと自分の携けい帯たいとにらめっこしていたという証左であり、言葉が詰つまった。

「あ、み、みつ、き、お、俺……」

　勇斗の口から漏もれる、なんともたどたどしい言葉。

　だが、一四年も一いつ緒しよにいた幼おさな馴な染じみにはそれだけで十分だった。

『よ、良かったぁ！　勇くんだぁ。生きてた。生きてたよぉ。ウワァァァァン！』

「う、うわあ！　な、泣くな、美月ぃっ！　頼たのむから、頼むから、な!?」

　事前の予想通り盛大に大泣きし始める幼馴染みに、勇斗はおろおろと手持ちぶさたに声をかけることしかできない。

　一方で、勇斗は胸がジーンと熱くなるのを感じずにはいられなかった。

　なんとか生き延びて愛する幼馴染みの声が聞けたという安堵もある。だがそれ以上に、自分の生存をここまで喜び泣いてくれることが、申し訳ないと思いつつも、どうしようもなく嬉しかったのだ。

「……美月。俺、生きてるから。今まで連絡できなくて、ごめん。ほんと心配させて、悪かった」

　かける前は色々と悩なやんだことが嘘のように、勇斗の口からは自然と率そつ直ちよくな謝罪の言葉が紡つむがれていた。

　相手に見えるわけではないとわかってはいたが、ガバッとおでこが膝ひざにつく勢いで頭を下げる。

　どれぐらいそうしていただろう、ようやく電話口からは漏れ聞こえる音が、大泣きからグスッグスッと洟はなをすする音に変わりだした。

『ほんとに、ほんとに勇くんなんだね。ど、どこも怪け我がしてない？』

「あ、ああ。五体満足でピンピンしてるから」

『今まで三週間以上も音おと沙さ汰たなしで、何してたの？』

「え、えぇっと……」

　どう答えるべきか一いつ瞬しゆん迷うも、

「その……せ、戦争してました」

　素直に白状することにした。

　心配させないよう嘘をつくべきかとも思った。だがやはり、彼女にだけは嘘はつきたくなかったのだ。

『そう……』

「っ！」

　美月の口から漏れる短くも端たん的てきな言葉に、勇斗は思わず直立不動の姿勢となった。

　地じ獄ごくの底から吹ふ雪ぶいてくるような、実に底冷えした声だったのだ。

『勇くん』

「は、はい！」

『正座』

「へ？」

『聞こえなかったの？　そこに正座。早く！』

「は、はいっ！」

　勇斗は慌あわててその場に両りよう膝ひざを突き、言われたとおりの姿勢を取る。謝罪の時同様、相手から見えないので、していなくてもしたことにできはするのだが、万が一にもバレたら後が怖こわい。

　君子、危あやうきに近寄らずである。

『勇くんにも宗主パトリアークとしての責任があることはわかるよ？』

「あ、ああ」

『前にも言ったと思うけれど、あたしはそれ、ずっと反対なんだからね。できれば勇くんには安全なところにずっといて欲ほしいよ』

「……ごめん。でも、いろいろあったんだ」

　ごくごく最近まで、《狼》は常に隣りん国ごくの脅きよう威いにさらされ、その命運は風前の灯ともしびという状じよう況きようにあった。どこにも安全なところなど、なかった。

　ここで生き残るには、這はい上あがるしかなかったのだ。

『うん、そのいろいろをわかってるなんて軽々しくてとても言えないけれど、勇くんにも事情があるってことは、理解してる』

「あ、ありがと」

『きっと、平和な日本にいるあたしなんかじゃ想像もつかないようなものを、今の勇くん、たくさん抱かかえてるって、わかってはいるんだよ。でもね……』

「う、うん」

『どれだけ心配したって思ってるの!!』

　耳をつんざくような大だい喝かつに、勇斗は思わずのけぞる。

「す、すみません」

『氏族みんなを立派にまとめあげてる勇くんなら、きっと知ってるよね？　組織の動脈って言われるもの。ほうれんそう』

「あ～、えと、ほ、報告、連絡、そ、相談？」

　言いつつ、サーッと勇斗は血の気が引いていくのを実感した。

　宗主パトリアークとして、この三つの重要性は嫌いやというほど知り抜いている。そしてその欠かしてはいけないものを、今回、彼かれは幼馴染みに対して全て怠おこたっていた。

『あたし、そういうのなんにも受け取ってないよ？　メールぐらい、できたよね？』

「……はい」

　うなだれつつ、勇斗は頷く。

　言い訳はいろいろ思いつきはした。準備に追われ慌ただしくてそんな暇ひまはなかったとか、どうやったら勝てるかを考えるのに手て一いつ杯ぱいだったとか。

　だが、三週間以上、ずっと音信不通の勇斗を待ち続け、ずっと心を痛めていた彼女にそれを語るのは、どうにも男らしくない気がした。

『勇くんが戦争に行っちゃうのは嫌だけど、すっごく嫌だけど、仕方……ないんだよね。だったらせめて、ちゃんと教えて。いきなりぷっつり連れん絡らく途と絶だえたんじゃ、心の準備、できないよ、そりゃ教えられても心配だけど、もっともっと心配になるよ』

「……ごめん」

『よし、じゃあこれでお説教はお終い。この三週間のこと教えてくれる？』

　すぱっと口調を切きり替かえて、明るい声で美月が訊きいてくる。

「ああ、そりゃいいんだけど……お説教終わったんなら正座崩くずして、いい？」

『あはは、なぁに、本当にしてたの？　やってなくてもバレないのに律りち儀ぎだね、勇くん』

　しなかったら後がないかのような有無をいわさぬ雰囲気を出だしておいてよく言うぜ、とは思いはしても口にしない程度には、勇斗は賢けん明めいな人間だった。

　現代に帰ったら案外、俺は美月の尻しりに敷しかれることになるのかもな、と勇斗は苦く笑しようする。そんなのどかで平和な未来が愛いとおしく……そして遠い。

　ともかくとして、なんとか勇斗は彼にとっての最大の難関を乗り切ったのである。

　激動の夏は終わり、季節はいつの間にか実りの秋を迎むかえようとしていた。







「だー！　もう勘かん弁べんしてくれよぉ」

　どんと書類が積まれた机に、勇斗はぐで～っと倒れ伏した。

　なんだかんだで責任感の強い勇斗である。その彼が泣き事を言うのはかなり珍しい。だが、それも仕方なかった。

　先の《角》との戦の後始末もろくにつけないまま、慌ただしくまた《蹄》への遠えん征せいである。宗主パトリアークの判断を仰あおがねばどうにもならないという案件が山と溜たまっていたのだ。

　加えて、そろそろ収しゆう穫かく祭さいの時期である。今年は対《蹄》の祝勝会も兼かねており、特に盛大なものが予定されている。

　その準備にも追われ、とにかく目の回る忙いそがしさだったのだ。

「お疲つかれのところ本当に申し訳なく思うのですが、この祝詞のりとだけは覚えて頂かねば……」

「ゔ～」

　フェリシアが左手にメモを持ちながら心苦しそうに言うや、世にも情けない声で唸うなる勇斗。

　この二年の間にユグドラシルの言葉をだいたい話せるようにはなったのだが、覚えねばならない祝詞は普ふ段だん使わないような単語で溢あふれている。

　意味がわかるならまだ覚えやすくもあるのだが、意味不明の音の羅ら列れつではいまいち頭に残ってくれず手こずっていた。

「わりいな、フェリシア。お前だって疲れてるだろうに、何度も何度も」

「いえいえ、その分お兄様を独ひとり占じめできますから。むしろガンガン失敗してくださってけっこうですよ？」

　フェリシアは言って、意味ありげな流し目を向けてくる。

　フォールクヴァングの帰路あたりから、フェリシアは少し変わった。今まで以上に勇斗の世話を焼くようになったのだ。それもニコニコ本当に楽しそうに。

　よほど一番の腹心扱あつかいが嬉しかったのだろう。それがわかるだけに、どうにもこそばゆい。

「さすがにそれは格好悪いからいやだ」

　顔をしかめつつ、もう一度祝詞を唱えようとして、ふと気づく。少しだけ気持ちが楽になって、頭の中がクリアになっていた。

　思えば練習に付きあわせているフェリシアに悪いからと早く覚えようと気が逸はやっていた。こういうのは焦あせれば焦るほど、悪あく循じゆん環かんに陥りドツボにハマるものだ。

　先のフェリシアの言葉はその辺りを察してのものでもあったのだろう。相変わらず気配りのよくきく、自分にはもったいないぐらいの出来た副官だった。

「まあ、そうだな。トチったからって誰か死ぬわけでもねえしな」

　宗主パトリアークの判断には、常に誰かの生死が直接的か間接的かはともかく絡からんでくる。だが、多少祝詞を間ま違ちがえたところで大したことにはなるはずもない。

　この退たい屈くつさが平和の代だい償しようだというのなら、喜んで受け入れよう。そう考え直していた矢先だった。

「親おや父じ殿どの！　失礼致いたしますぞ！」

　野太い声の後、バンッと執しつ務む室しつの扉とびらが勢いよく開け放たれた。

「ん？　若頭かしら？」

　荒あら々あらしく入ってきたのは、《狼》の若頭かしらのヨルゲンである。

　以前は年上を呼び捨てにするのがどうにも苦手でさん付けで呼んでいたのだが、あまりいい顔をされないので最近は役職で呼ぶようにしている。

　見た目こそ四〇過ぎのいかにも強こわ面もてな顔つきだが、これでなかなか面めん倒どう見みの良いところがあって下からはなつかれていたりする。勇斗が留守の間、宗主パトリアーク代理として族都イアールンヴィズをしっかり治めてくれた頼たよりになる男だった。

「どうした、なにがあった!?」

　ひたすらに悪い予感を覚えつつ、勇斗は問う。

　普段のヨルゲンであれば、室外から声をかけ、こちらの許可をとってから入室してくる。今回のような無礼はまず働かない。つまり、よほどのことが起きたということである。

　ヨルゲンは飛び込んできた勢いのまま、切羽詰まった声で訴える。

「親父殿！　お助け下さいませ。私の子が、私の子が殺されてしまいます！」







　ヨルゲンに連れられて、勇斗は城門へと急ぐ。

　遠く城門の外からはがやがやと喧けん騒そうが聞こえてきた。もう夕暮れ時だというのに、かなりの人が集まっているようである。

　立ち上る熱気は、どこか戦場と同じ臭においがした。妙に殺気立っている。

　息も絶え絶えに城門をくぐると、一人の男と目が合った。

　年としの頃ころは三〇歳前後ぐらいだろうか。眼光は鋭するどく、冷たく、まるで血に飢うえた狼のようである。

　全身黒ずくめ、濃こい茶色の髪かみを無造作に肩かたほどまで伸のばしている。すらりとした長身だが、その身体は痩やせぎすで、色白で、どこか病的な薄うす気き味み悪わるさがあった。

　その足元には、若い男が縄なわで縛しばられ布で猿さるぐつわをかまされ転がされている。その首筋に刀を押おし当あて佇たたずむ姿は、まるで死神が人の命を奪うばいに来たかのようだった。

「スカーヴィズ、待ってもらおう！　親父殿をお連れしてきた！」

　ヨルゲンが制止の声を上げる。

　死神――スカーヴィズと呼ばれた男は、実に面めん倒どうくさげに兄貴分へと目を向ける。

「これは俺おれの仕事です。邪じや魔まをしないでいただきたい。しかもわざわざ御おや館かた様さままでご足労させるとは」

「そうはいくか。我わが子こが殺されそうになってそれを守ろうとせぬ親がどこにいる!?」

　烈れつ火かのごとくヨルゲンが吼ほえ、転がされている若者の前に立ちはだかる。

　どうやら彼はヨルゲンの盃さかずきを受けた子分、つまり《狼》の若頭かしらであるヨルゲンの組に所属する若わか衆しゆうといったところか。

「おい、若頭補佐ほさ、とりあえず説明してくれ。こいつ何かしたのか？」

　何となく事情は想像がつくし、どう考えてもそれは面白くなさそうな気がぷんぷんとしたが、それでも勇斗は訊く。

「……ご説明もせずにお連れしたんですか？」

「そんな暇がどこにあった？」

　侮ぶ蔑べつも露あらわに詰きつ問もんするスカーヴィズに、ヨルゲンも嫌けん悪おをありありと表情に浮うかべて言い返す。

　はあっと勇斗は苦々しげに溜ため息いきをつく。隣となりを見ればフェリシアも困った顔をしていた。

　彼かの女じよとジークルーネの諍いさかいは、喧けん嘩かするほど仲が良いと言うか、どこか深いところではお互たがいを認め合っているじゃれあいじみたものを感じるのだが、今、目の前で睨にらみ合あっているヨルゲンとスカーヴィズの間には、ただただ殺さつ伐ばつとしたものしか感じない。

　スカーヴィズは役職上こそ若頭補佐ほさであり、文字通り若頭かしらを補佐する役についてはいるものの、考え方が正反対で、ヨルゲンとはとかく反目しがちであった。

　そしてなまじ組織の№２と№３で責任ある立場の分、どうしてもその関係は殺伐としたものになっていた。

「と・に・か・く・説明しろ」

　語気を強めて、勇斗は命ずる。

　兄貴分の言葉にも耳を貸さなかったスカーヴィズだったが、さすがに宗主パトリアークの命令を無視はできないようだった。

「この者は先の戦からの帰路において、友好国である《角》の村で乱暴狼ろう藉ぜきを働いていたことがわかりました」

「チッ」

　舌打ちとともに、勇斗の表情がますます苦々しげに歪ゆがんだ。

　軍による住民への乱暴狼藉・略りやく奪だつ行こう為いは、切っても切り離せぬものである。

　当たり前だが、死ねば全すべてが終わるのである。常に死の不安にさらされるストレスは生半可なものではない。たまにはガス抜きをしなければ、不満が暴発し軍として機能しなくなりかねない。

　このため、古代から近代にかけては、略奪行為は戦いで命を賭けて戦った兵士たちへの恩賞という側面さえ持っていたのである。つまり、この世界での兵士たちにとっては、それは悪いことではないのだ。

　戦いに勝利した暁あかつきには、奪い取った村や町の人間を殺してその財を強ごう奪だつし、女がいれば犯し尽くし、思う存分その欲望を充じゆう足そくさせることがごくごく当たり前の兵士の権利だった。

　勿もち論ろん、勇斗には到とう底てい受け入れることはできない価値観だ。だが、二一世紀の常識でそれを否定したところで何の意味もない。

　現実は、ただひたすらに無情だ。理想論じみた綺き麗れい事ごとなど一いつ切さい通用しない。

「よって、我が《狼》の『法』に則のつとり、これより処しよ刑けいを執しつ行こうするところです」

　そう、だから勇斗は作ったのだ。絶対厳守の法を。

　ナイーブな感情論ではなく、宗主パトリアークとしてシビアな現実を乗のり越こえるために。

　中国春秋戦国時代に生まれた思想・哲てつ学がくの一つに、法家思想というものがある。

　恩賞や刑けい罰ばつの基準が為い政せい者しやの恣し意いで決まる『人治』ではなく、厳格な法という定まった基準によって国家を治めるべしとする『法治』を説いたものだ。

　この法家思想の厳格な体現者である商しよう鞅おうが宰相を務めるや、辺境の野蛮国に過ぎなかった秦は強力な中央集権国家として生まれ変わり国は大いに栄えた。後に始皇帝の代となり秦が中国を統一する礎となったのはまさに、彼の作った法だったと言われている。

　この時代、他にも鄭の子し産さん、斉の管かん仲ちゆう、韓の申しん不ふ害がい、楚の呉ご起きなど、法家思想の宰相の主導により最盛期を迎えた国は多い。ただ彼らの死後、定めた法は軽視され、これらの国家はやがて弱体化していった。

　そして、勇斗のいた二一世紀においても、先進国は法治主義を取っている。法を蔑ないがしろにし、人治主義を取る国は侮蔑の対象にすらなっている。

　法治が人治に勝まさることは、すでに歴史が証明している歴然とした事実だった。弱小国である《狼》が、この戦乱の世を生き延びるため、国を富ませ強くなるには、法による統治が必要不可欠だと勇斗は判断したのである。

「兄貴、貴方あなたは《狼》の若頭かしら、いみじくも宗主パトリアークの代わりを任せられている身だ。法を知らぬとは言わせませぬぞ？」

「ぐぅっ！」

　ジロリとスカーヴィズが鋭い視線を向けると、ヨルゲンは低い唸うなり声ごえとともに怯ひるんだ様子を見せた。

　痛いところを突かれたらしい。

「わ、わかった！　二度とこんなことをせぬよう私のほうからしっかり木刀を背せ負おわせ言い聞かせておくゆえそれで許してやってくれ」

　木刀を背負わせる、とはユグドラシル流の言い回しで、何度も木刀を背中に叩たたきつける刑罰のことである。上の者が下の者に下す罰ばつの中ではかなり厳しいものの部類であったが、スカーヴィズは鼻で笑う。

「ふん、手ぬるい。婦女子を強ごう姦かんせし者は極きよつ刑けいに処するのが我が《狼》の法です。敵地ならばともかく、兄弟国でのこと。情じよう状じよう酌しやく量りようの余地などありませぬな」

　法律の専門家でもない勇斗には細やかな条文など作れないし、またそもそも遵じゆん法ぽうの精神すらないこの時代の人々に細かすぎては浸しん透とうさせることもできない。

　時代を合わせ、ウル・ナンム法典やハンムラビ法典を参考にし、勇斗が刑罰として定めたのは主に、殺人・窃せつ盗とう・傷害・姦かん淫いん・農地の荒こう廃はい・軍令の順守などについてだ。特に殺人・強ごう盗とう・強姦・軍令違い反はんの四つを極刑と定めている。

「本来ならこれは兄貴、貴方がやらねばならぬことです。だが親として子に情もありましょう。だから代わりに刑の執しつ行こう官かんである俺がやってやると言っているのです。わかったならそこをどいていただこう」

　言葉だけにとどまらず、スカーヴィズはヨルゲンの肩に手をかけ、力づくで強ごう引いんに押しのける。

　ヨルゲンも慌てて振り返り、スカーヴィズの肩を掴つかんで食い下がった。

「ま、待つのだ！　その者は我がヨルゲン組でも一、二を争あらそう剛ごうの者で、ゆくゆくは親父殿の直じか盃さかずきも、と目をかけておった男なのだ。ここで死なせれば《狼》にとっても惜おしい者を亡なくすことになるぞ」

「ふむ、確かにこの者、なかなかの武ぶ勲くんを上げてはいたようだな」

　冷たく足元の男を見下ろしつつスカーヴィズは言う。

　二人の言葉とは裏腹に、ふん縛られ転がされている男の姿はなんとも情けないものである。とは言え、相手が悪いということを勇斗は知っていた。

　不健康極まりない見た目とは裏腹に、スカーヴィズは《鮮血の魔刃ダーインスレイヴ》のエインヘリアルであり、先代の『最も強き銀狼マーナガルム』そのひとである。

　昨年、ジークルーネに《狼》一の武人の称しよう号ごうこそ譲ゆずりはしたものの、彼が《狼》において双そう璧へきをなす武勇の持ち主なのは間違いない。

　多少、腕うでに覚えがあったところで、到とう底てい太た刀ち打うち出来るものではなかった。彼が相手ではあっさり捕つかまるより他になかったことだろう。

「確かに今回は少々オイタが過ぎたようだが、腕に覚えのある者が血気に逸ってしまうのはままあることだ。それは表ひよう裏り一いつ体たいであり将来有望の証とも言える。実際、先の戦で多大なる戦果を上げている。それをもって刑を減じてくれはせぬか」

「ふむ、功ある者に十分に報むくいるのもまた《狼》の法ですな」

　厳げん罰ばつという鞭むちだけでは人は従わない。不平不満が溜まり、やがて上へと反感を募つのらせることになる。

　ゆえに《狼》では略奪行為による恩おん恵けいの補ほ填てんとして、戦いに出た者には物資や金品でたんまり恩賞を出している。紙や製粉した小麦粉などの交易によって得られた経済力があるからこそ可能な飴あめだった。

　二人が認めるほどの功績があったというのなら、その恩賞は奴ど隷れい制せいがあり人が人を買えるこのユグドラシルにおいては、まさに命がいくつも買えるほどにはなるはずである。

「あ、ああ、そうだろう。だから……なっ!?」

　スカーヴィズが同意したことに喜色を浮かべかけたヨルゲンだったが、すぐさま表情が凍こおりつく。

　ザシュッ！

　スカーヴィズの持っていた刀は無慈悲に若者へと振り下ろされ、その首から鮮血が噴き出した。

「御館様、この者の遺族に手厚き恩賞をお与あたえくださいますよう」

　人ひとり殺しながら、血しぶきをその顔に浴びながら、表情一つ動かすことなく淡たん々たんとスカーヴィズは言い、ピッと刀身に付いた血を振り払い刀を鞘さやへと納め――

「……なんのつもりです？」

　冷たく感情のこもらぬ声で、スカーヴィズは問う。

　ヨルゲンがその顔を憤ふん怒どに染めて刀を抜き放ち、切っ先を突つきつけていた。

「こちらの台詞だ！　まだ話が途と中ちゆうだったであろう！　なぜ殺した!?」

「恩賞と刑罰は別の話であり、あくまで俺は刑の執行官です。俺は俺の職務を全まつとうした。何か問題がありましたか？」

「貴様ぁっ！」

　普段の落ち着きなどかなぐり捨てて、ヨルゲンが激げき昂こうする。

　盃の絆きずなは血に勝るとされるのがユグドラシルの慣習だ。我が子を殺されて怒らぬ親などまずいない。馬ば鹿かな子ほど可愛かわいいとも言う。

　我が子同然に手塩にかけて厳しく育ててきた者達たちだ。幾いく度どとなく戦場で共に生死の境をくぐり抜けてきた戦友でもあったに違ちがいない。絆の深さは余人にうかがい知れるものではなかった。

「お、おい、二人とも！」

　さすがに一いつ触しよく即そく発はつの事態に、勇斗は慌てて制止の声を上げかけ、

「そうだそうだ、いくらなんでも殺さなくたっていいだろう！」

「《狼》の力を見せつけてきた勇者じゃないか！」

「法だ、法だ、言ってるけど、目の上のたんこぶの若頭かしら様への嫌がらせなんだろう!?」

「おお、きっとそれだ。若頭かしら様に手を出せないからってその部下をあげつらいやがって。男の嫉しつ妬とは見苦しいぞー！」

「若頭かしら様、そんな野や郎ろう、ぶった斬っちまえーっ！」

　集まった民衆たちからの野や次じに、かき消された。

　野次はどれも殺された若者への同情と、刑を執行したスカーヴィズへの罵ば倒とうだった。やはり民衆にとって《角》は長年自分たちを脅かした敵だという認にん識しきが根深いのだろう。
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「ふん、仕事も済んだことですし、嫌きらわれ者ものは去るとしましょう」

　肩をすくめ、スカーヴィズはくるりと踵きびすを返す。自らに刃やいばを向けるヨルゲンに堂々と背中を見せる格好となる。

　若頭かしらは子分の筆頭であり、次の宗主パトリアーク候補だ。公衆の面前で武器を納め背中を見せている相手を斬きるなどこの上ない恥はじとなる。

　それがわかった上での行動だろうが、斬りかかられては一ひと溜たまりもないのも事実である。顔色一つ変えずに実行するあたり、大した胆たん力りよくであった。

「おお、そうだ」

　城門をくぐったところでスカーヴィズは足を止め、振り返る。

「貴様らにこれだけは言っておかねば、な。俺に目をつけられて、生き延びられるなどと思うなよ？　我が刀の錆さびになりたくなくば、せいぜい法を守るんだな。そうすれば俺と関かかわり合あいにならずに済むぞ？　ククッ」

　その顔に残ざん忍にんで酷こく薄はくな笑えみを讃たたえて言い捨てて、今度こそスカーヴィズは宮きゆう殿でんの中へと悠ゆう然ぜんと去っていく。

　あまりの恐怖に民衆のざわめきが収まり、シーンと水を打ったような静けさが辺りを支配する。そして彼の姿が見えなくなるのと同時に、不満が爆ばく発はつする。

「見たか？　前の処刑の時もあいつ、あんなふうに笑ってやがったよ」

「そりゃそうだろ、あの『嘲笑する虐殺者ニーズヘツグ』は人を殺す事を楽しんでやがるのさ」

「しかも毎日街を歩き回って殺せそうなヤツ探してるらしいぜ。うおーこわ！」

　怨えん嗟さと悪意に満ちた言葉が、口々に立ち上る。

　それを聞きながら、勇斗は喉元まで出かかった言葉をぐっと飲み込む。感情に駆られ自らの責務を忘れることは、犠牲を無駄にする愚かな行為だ。今の彼がしなければならないことは別にある。

「……すまないな」

　勇斗はその場に片膝をつき、すでに事切れた若者の胸に手を当て、そっと黙祷を捧げる。

　本来、この世界の価値観においては、彼のしたことはごく当たり前のことだ。多少、眉をひそめる者もいるにはいるだろうが、それも結局は仕方のないことと割り切られるものでしかない。

　時代にそぐわぬ異物を持ち込んだ者として、犠牲者に哀悼を捧げるのは、せめてもの義務であろうと思った。

　またヨルゲンは勇斗の子分であり、その子分だというのなら、直接に盃こそ交わしていないものの、いわゆる孫分である。

　家族を守る。それが勇斗の信条のはずなのに、守ってやれず、むしろ結果として自らの定めた法が殺すことになってしまった。

　だが勇斗は宗主パトリアークである以上、より多くの者の幸せを目指さねばならない。情を優先し、無辜の民が傷つけられるようなことがあってはならない。民もまた勇斗の親族なのだから。

　あちらを立てればこちらが立たぬ。双方立てれば身が立たぬ。どうしようもないことではある。あるのだが――

　一個人としての勇斗感情と宗主パトリアークとしての勇斗理性との間で生じる、どうしようもない矛盾。自分は一体何をしているのだろうか、と空虚さと自己嫌悪が勇斗の心の中で荒れ狂っていた。

　そしてその苦悩は、民衆には別の姿に映ったようだった。

「一介の枝の者の死にもあそこまで心痛められるとはなんとお優しい」

「うむ、だからこそお若くとも、我が《狼》の勇者たちがこぞって親と仰ぐのだろう。まったくあの『嘲笑する虐殺者ニーズヘツグ』とは器が違う！」

「俺たちもこの不運な若者に祈りを捧げよう」

「おお、そうだそうだ」

　勇斗に倣うように、城門前に集まった人々が胸に手を当て、黙祷を始める。中には感極まったのか涙する者さえいた。

　自分はそんな素晴らしい人格者などではない。そう叫びたかった。だが、それでは彼らに申し訳が立たない。

　勇斗はただただやるせなさにギリッと奥歯を噛み締めた。







「相も変わらず、恐おそろしい方でした」

　執務室に戻るなり、フェリシアがほっと安あん堵どの吐と息いきとともにしみじみとつぶやいた。

　普段の彼女なら《狼》の幹部相手には、出会ったならなにかしら声ぐらいかけていようものだが、それも控ひかえ会え釈しやくに留とどめていたあたり、かなりスカーヴィズが苦手なようだった。

「父上、失礼いたします」

　ドアの外から凛りんとした声がかかると同時に、ガチャリと執務室の扉が開き、ジークルーネが入室してくる。

　ジークルーネも表情はいつも厳しく、どこか無機質な刃のような雰ふん囲い気きを漂ただよわせているが、スカーヴィズのような禍まが々まがしさは感じなかった。

　代わりに畏い怖ふしつつも崇あがめたくなる『華はな』がある。

「《爪つめ》より使者が参っており、父上に謁えつ見けんを求めております」

「ボドヴィッドから？」

　勇斗が嫌そうに顔をしかめる。

　ボドヴィッドとは隣国《爪》の宗主パトリアークである。弟分として服属させてこそいるが、人の良さそうな笑え顔がおの裏で何を企たくらんでいるか知れぬ油断のならない男だった。

「まあ、気分転換ぐらいにはなるか」

　ん～っと手を組んで背せ伸のびをしつつ、勇斗は言う。

　先さき程ほどの一件で、どうにも気分が滅め入いっていたのも確かだ。

「使者は謁見の間か？」

「はい、侍じ従じゆうに案内……あっ！」

　入り口の方を振り返ったジークルーネが、驚おどろきの声をあげる。そこには女の子が二人、マジマジと覗のぞきこんでいた。

　勇斗と視線が合うや、ひょいっと無ぶ遠えん慮りよに室内に入り込んでくる。

　年の頃は一二～三歳ぐらいだろうか。なんとも愛らしい感じである。そして、まったく同じ顔立ちをしていた。

「双ふた子ご、か。おーい、ここは子ども立ち入り禁止だぞー」

　宮殿には《狼》の氏族の主だった者が暮らしている。当然、その伴はん侶りよもいれば、子どもも大勢暮らしていた。

　この辺りは一応、許可のない者が立ち入れない区域だが、何かの間違いで迷い込んだのだろうと思ったのだが、

「アルベルティーナ殿どの！　クリスティーナ殿！　謁見の間でお待ちくださいとお伝えしておいたはずだ！」

　ジークルーネの叱しつ責せきまじりの声に、ぎょっと勇斗は二人の少女を凝ぎよう視しする。

　確かによくよく見れば、二人の服装は《狼》の民が着ているものとは若じやつ干かん異なる。肩からゆったりと羽織った布はどうやら絹のようで、二人が相当の地位のある者の娘むすめであることを伝えていた。

「えへへー。は、早く旦だん那な様さまの顔が見たくって」

　髪を右側にサイドテールにまとめたほうの女の子が、後頭部を撫でながら天てん真しん爛らん漫まんに笑う。

　一方の髪を左側にまとめたほうの女の子は対照的に、実に沈ちん痛つうそうな面おも持もちでそっと自らの頬ほおに手を添え言った。

「すみません、ワタシは止めたのですが、アル姉がどうしても、と」

「ええっ!?　こっそり跡あとつけようって言ったのクリスだよね!?」

　ぎょっと妹のほうを振り返る姉。

　だが、妹は素知らぬ顔で、首を傾かしげてみせる。

「何のことですか？　ワタシに罪をなすりつけないで下さい。アル姉が見たい見たい見たーいって駄だ々だこねたんじゃないですか」

「違うよ!?　いや言ったことは言ったけど、最初に誘さそってきたのはクリスだよ!?」

「語るに落ちましたね。つまり、言ったんじゃないですか、アル姉」

「そ、そりゃあ言ったけど、でもでも」

「ほら、アル姉、謝あやまりなさい。相手は《狼》の宗主パトリアーク様ですよ。なんてことをしでかすんですか。ほら早く！　《爪》の民がどうなってもいいんですか!?」

「え、えええっ!?　ご、ごめんなさい！」

「ほんと駄目姉が粗そ相そうをして申し訳ございませんでした」

「あれ？　え？　あれ？　なんかアタシ一人のせいになってるよ？」

「クスクス、アル姉はほんと駄目駄目ですね」

　ちんぷんかんぷんという感じで首を傾げる姉を、妹はうっとりと愉ゆ悦えつの笑みを浮かべて見つめている。

　なんなんだこの二人は、と唖あ然ぜんとする勇斗。それはフェリシアとジークルーネも同様だったようで、二人にしては珍めずらしくぽかんと呆あつ気けに取られていた。

　そんな中、妹のほうがふわっと布をなびかせて、優ゆう雅がに片かた膝ひざをついて恭うやうやしく頭を垂れる。

「改めまして、申もうし遅おくれましたが、ワタシは《爪》の宗主パトリアークボドヴィッドの実の娘でクリスティーナと申します。こちらは双子の姉のアルベルティーナ。《爪》の宗主パトリアークボドヴィッドの命により貴方あなた様さまの妻になるため参らせて頂きました。末永くよろしくお願いいたします」

「……は？」

　何か聞き捨てならないことを言われたような気がした。







「ったく、あの狸たぬき親おや父じ、こんなろくでもねえこと企んでやがったのか」

　勇斗は机に頬ほお杖づえを突き、苦々しげに吐はき捨すてた。

　脳のう裏りに思い浮かぶのは、リネーアとの誓盃式のやりとりだ。結けつ婚こんのことを聞かれ、うちの娘なんかどうです、と売り込んできたのだ。しかも、今ならもう一人付ける、とも。

　勿論、勇斗は拒きよ否ひし、それで話は終わったはずだった。随ずい分ぶんとあっさり引き下がったなとその時も訝いぶかしくは思っていたのだが、まさかこんな強硬手段に出てくるとは青せい天てんの霹へき靂れきもいいところであった。

「こちらが受け入れてもいないのに、送りつけられても扱いに困る。とりあえずお帰り願うしかないな」

「えーっ！　せっかく遠路はるばるやって来たのにそれはないよー」

　姉のアルベルティーナがぷく～っとほっぺたを膨らませる。

　曲がりなりにも他国の宗主パトリアーク、そして自国の宗主パトリアークの兄貴分を相手にしていい態度ではないのだが、邪じや気きのない天真爛漫さが、子どものすることだし仕方ないか、と思わせてくれる。

　一方、澄すまし顔がおの妹のほうはといえば、

「そうですわ。ここまでの道中ずっと『なんか凄すごい人らしいね。けっこう怖い人だって話だけど』とか『格かつ好こいい人だといいなぁ』とか、しまいには『アルベルティーナ、好きだぜ。さあ俺のものになれ！』『ああ、ユウト様ぁ』なんて一人芝居までしだした痛々しいアル姉の心中をもっと慮おもんぱか　って欲しいです」

「バ、バラされたアタシの心中を慮って欲しいよ!?」

「ぷっ、くすくす」

「思い出したように笑うのもやめて欲しいよ!?」

「…………」

「可か哀わい想そうなものを見るような目もやめて!?」

「アル姉、ウザい。キモい」

「はっきり言われるのもそれはそれで傷つく！」

　なぜか姉を精神的に追おい詰つめていた。

　半べそをかきながら、いじけて地面に人差し指で丸を書き始める姉を、クリスティーナはうっとりと恍こう惚こつに頬を染め見下ろしている。

　ゾクゾクッと背筋を疾る快感をこらえるかのように、震ふるえる身体を両手で押し抱きながら。

「ほんとアル姉は駄目駄目ですね。でも大だい丈じよう夫ぶ、そんなどうしようもないアル姉でもワタシは見捨てたりしませんから。今後もワタシがちゃぁんと助けてさしあげますね」

　クリスティーナが慰なぐさめるようにアルベルティーナの頭を撫なでる。

　その背中にはコウモリの翼つばさが、スカートの裾すそからは先の尖とがった尻しつ尾ぽが覗いているように見えて、思わず勇斗は目をこする。

　自分でいじめておいてよく言うと傍そばで見ていた勇斗は思ったものだが、

「クリスぅっ！　あ、ありがとぉぉっ！　駄目な姉でごめんね。これからもよろしくね！」

　なぜか姉は感かん涙るいにむせび泣きながら、妹に抱きついていた。

　どう考えても、彼女を陥おとしいれているのは他でもない妹である。

　どうやらこの姉、よく言えば人を疑うことをしらない純じゆん粋すい無む垢くな、悪く言えば、少々アホの子の気があるようだった。

「ふふっ、アル姉、かわいい」

　ポンポンと姉の背中を優やさしく叩きながら、小こ悪あく魔まな妹が邪じや悪あくに微ほほ笑えんでいる。

　最初は姉のことが嫌いなのかと思ったが、どうもそういうわけでもないらしい。姉への愛情はしっかりあるようだ。むしろありすぎると言ってもいいかもしれない。

　ただ、果てしなく歪みまくっているだけで。

「なんかとびっきりに変なのが来たなぁ」

　双子に聞こえないように、勇斗はげんなりと溜息をつく。

「妻として娘を差し出してきたのではなく、厄やつ介かい払ばらいしようとしたのではないかと勘かんぐりたくなりますわね」

「同感だ」

　苦笑をこぼしつつ耳打ちしてくるフェリシアに、勇斗は頷うなずきを返す。

「厄介払いとは聞き捨てなりませんわね！」

「ならないね！」
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　唐とう突とつに二人が同時に声を張り上げ、クリスティーナは右手のひらを、アルベルティーナは左手のひらをビシッと勇斗に突きつける。もう片方の手は腰こしにあてていて、ちょうど左右対称になる形だ。

　先程までの冷静沈着な表情から一転、怒いかりをこれでもかとクリスティーナはみなぎらせ叫さけぶ。

「アル姉と一いつ緒しよにしないでください！」

「怒おこるとこそこなんだ!?」

「ここまでの侮ぶ辱じよくを受けたのは生まれて初めてです」

「そ、そんなになの!?」

「だってアル姉は、うっ……」

「そこで止められると凄く気になるよ!?」

「……ごめんなさい。これだけはさすがのワタシも可哀想で言えない」

「いったいなにが!?」

　すっかり涙目になってあわあわおろおろし出すアルベルティーナから、クリスティーナは沈痛そうな声で顔をそむける。

　そむけた後にはにたぁっと邪悪な笑みをもちろん浮かべていたりしたが。

「あ～……」

　すっかり置いてきぼりにされ、頬をひくつかせる勇斗。

　どうにもこの二人と話していると調子が狂くるう。正直、放っておきたい気持ちが湧わき上あがってくるのだが、そうも言っていられなかった。

「聞こえたのか、俺たちのやりとりが？」

　一応、《爪》からの使者ということで、決して聞こえないよう勇斗は細心の注意を払っていたつもりだった。

　双子たちが口にしていた厄介払いとは、フェリシアが勇斗の耳元で囁ささやいたものだ。少々信じられない耳の良さだった。

「ふふーん、これでもアタシたち、エインヘリアルなのだ！」

　ぺったんこの胸を張りつつ、アルベルティーナがドヤ顔で言う。

　勇斗の脳裏を「豚ぶたに真しん珠じゆ」「猫ねこに小判」といった言葉がよぎったが、先程聞き取られただけに口にするのは自じ粛しゆくした。

「ワタシが《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》、アル姉が《風を巻き起こすものフレースヴエルグ》のルーンを持つエインヘリアルです。どうぞ我が力、ユウト様の覇は道どうにお役立てくださいませ」

「うん、役立てて……ってよく聞くとクリスだけになってる!?」

　妹は妹のほうで、なんというか「キ○ガイに刃は物もの」という言葉がしっくりきた勇斗だったが、やはり賢けん明めいにも口をつぐんだ。

　万が一にも、彼女に口撃対象として目をつけられるのはお断りしたいところである。

　ふ～っと勇斗は長い吐息とともに思考を整理する。

　どうにもこの二人の会話を聞いていると、ほんわかしたお花畑とおどろおどろしい地獄絵図が混ざり合ったような珍ちん妙みような世界に引きずり込まれ、頭の中がこんがらがる。とりあえず何を言わねばいけないのか思い出すところから始めねばならなかったのだ。

「最初にも言ったがな、お前たちを娶めとるという話を了りよう承しようした覚えはない」

「ふむ、すでに《角》との婚こん約やくの話が進んでいるから、ですか？　さすがに《角》を丸ごと持参されては、いくらこちらが二人とは言え条件的に負けてますものね」

「……つくづく耳がいいらしいな」

　当然ながら、文明の未発達なユグドラシルにはネットや電話などといった便利な情報伝達ツールは存在しない。連絡手段は馬に乗れる伝令兵に粘土板文書を持たせて行き来させるのが一いつ般ぱん的てきであり、他国の情報を得る場合、その距きよ離りに比例した日数を要する。

《角》のリネーアが勇斗に婚こん姻いんを申し込んでからまだ一〇日と経たっていない。

《角》と《爪》の物理的距離、そして彼女たちが《狼おおかみ》に向けて移動中だったことを鑑かんがみれば、本来、物理的に彼女たちが知り得るはずのない情報である。

　カマかけか、とも思ったが、それでは《角》丸ごとなどという言葉は出てこないだろう。

「これでもボドヴィッドの娘ですから。耳みみ聡ざといのです」

　ふふっと意味ありげな微び笑しようをこぼすクリスティーナ。

　ちなみにもう一人この場にはボドヴィッドの娘がいたが、「ええっ!?　アタシ知らないよ!?」とか驚きよう愕がくを露わにしていた。

　それはさておき、

「とりあえずそれとこれとは別問題だ。あくまでこういうことは相応の段取りをしっかり踏ふんでもらわないとこちらも対処が困るんだ。今、抗こう議ぎの文書をしたためるからそれを持ってお引取り……」

「お、お待ちくださいませ、お兄様！」

　慌あわてたように制止の声を上げたのは、フェリシアだった。

「彼女たちはボドヴィッド兄上の血を分けた姫ひめ君ぎみです。彼女たちをこのまま返すのは、その……えっと……」

　ちらちらと気まずそうに双子のほうを見ながら、フェリシアはその先の言葉を濁にごした。先程、耳打ちを聞き取ったことを警けい戒かいしているのだろう。

「ふふっ、はっきり仰おつしやってくださってかまいませんよ。そうです、ワタシたちは《狼》への忠誠の証あかしとして差し出された人ひと質じちです」

「チッ、娘をなんだと思ってやがる」

　勇斗は露ろ骨こつに顔をしかめ、忌いま々いましげに吐き捨てた。

　確かにユグドラシルでは盃の関係が血けつ縁えんより重視されている。だがそれはあくまで建前であって、「情」というものはそう簡単に理り屈くつで割り切れるものではない。

　勇斗とボドヴィッドは兄弟盃こそ交かわしてはいても、これまでの経けい緯いもあり、しっかりとした信頼関係があるとは到底言い難かった。

　それはボドヴィッドも十分感じていたのだろう。ゆえに日増しにその勢力を拡大している《狼》に実の娘を差し出すことで、忠誠を示そうとしているのだ。

　理屈はわかる。古今東西、どこでも行われたことでもある。それでも心に嫌悪が沸わき立たってしかたなかった。

「ふふっ、怖こわい。お噂うわさはかねがね耳にしておりましたが、これが怒いかれる獅し子しですか」

　言こと葉ば尻じりこそ余よ裕ゆうめいていたが、クリスティーナの笑みがここに来て初めて強こわ張ばっていた。

　アルベルティーナに至っては涙目になってぷるぷると子犬のように震えていた。

「ああ、すまん。お前たちに対して怒ったわけじゃない。お前たちのような年とし端はもいかない子どもを、しかも実の娘を、人質に差し出す兄弟に少々腹が立ってな」

　どうにも自分の欲望の為ため、妻を見捨てた最も憎にくむべき男の姿が脳裏をかすめて仕方がない。八つ当たりだということは理解しているが。

「あら、ヴァン村の虐殺ヴアナルガンドを引き起こした『悪評高き狼フローズヴイトニル』とは思えぬお言葉ですね。ああ、そう言えば紙の生産でずいぶんと儲もうかってるそうですね？」

「……本当に大した情報収集能力だな」

　すうっと目を細めつつ、勇斗は低い押し殺した声で言う。

　内心、彼かれは舌を巻いていた。

　このクリスティーナという少女、道どう化けの仮面を被かぶってはいるが、その裏にはなかなか油断ならないしたたかな本ほん性しようをひそませている。ふざけた会話に目を曇くもらされ、彼女を随分と見くびっていたと認めざるを得ない。

　かつて《爪》のボドヴィッドに弟分の盃を呑のませる際、《爪》の領内にあったヴァンという村の一いつ切さい合がつ切さいを焼き払い、住民全員を虐殺したという情報を流して脅しに使ったことがある。

　勿論、勇斗に実際にそういうことができるはずもなく、イアールンヴィズに連れて帰り、今は紙の制作などに従事させているのだが、それは《狼》にとって他国には知られてはならぬ極ごく秘ひ事じ項こうとして扱あつかわれているものだった。

《狼》と敵対するとただでは済まないという他国への牽けん制せいだというのに、実際はその覚かく悟ごもなかったと知られては、侮あなどられる要素となるからだ。

　それを知っている。氏族を守るためにも、到底捨て置けることではなかった。とは言え子ども相手にあまり手て荒あらなこともしたくない。

　さてどうするかと思案しかけたところで、クリスティーナはふっと肩かたをすくめてみせる。

「実は知ったのは、つい先程です。ワタシは《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》。気配を消して忍び込むのはお手のものですわ。という訳でご安心ください。このことはまだ、父ボドヴィッドは知りません」

「……そりゃあ帰せないな」

　苦く笑しようしつつ、勇斗も肩をすくめる。

　一方で安堵したのも確かだった。本当に吹ふい聴ちようするつもりがあるのなら、今ここで手の内までばらしたりなどはしないだろう。

　今から思えば、曲がりなりにも歴戦の武人であるジークルーネが、のこのこ後をつけられて気づかないなどというのもおかしな話だ。

「まったく騙だまされたよ、そっちが本性だな？　最初のあれは芝居ってところか」

「はい。間ま抜ぬけを装よそおったほうが、油断していろいろ相手も見せてくれますから。まあ、アル姉をかわいがるのがワタシの趣しゆ味みなことも否定しませんけど♪」

「ふっ、なるほどな」

　感心して、勇斗は大いに頷く。

　思い出すのは織田信長の逸いつ話わだ。諸説はあるのだが、近隣諸国を欺あざむき油断させるためにわざとうつけ者を演じていた、と。

　見た目は子どもながら、本当に侮れない娘だった。

「だが俺おれが怒ってお前たちを、ひいては《爪》をどうにかするとは考えなかったのか？」

「ワタシの集めた情報を総合すると、その可能性は極きわめて低いと判断しました」

「ほんとすごいな、お前！」

　唸うなりつつ、パァンと勇斗は自らの膝ひざを叩く。

　すっかりクリスティーナが気に入ってしまった勇斗である。これもまた勇斗の気きし性ようを調べた上での彼かの女じよの計算ずくによるものなのかもしれないが、それさえ心ここ地ち好よかった。

「正直、かなり子分に欲ほしいぞ。まあ、妻や妾めかけはちょっと勘かん弁べんだけどな」

「ふふっ、そうおっしゃることができるのもまた、ユウト様のご器量の為なせる業かと」

「ん？」

　言われてちらちらと左右のフェリシアとジークルーネを見ると、二人ともなんとも複雑そうな顔をしている。

　勇斗がクリスティーナをベタ褒ぼめする理由がわからないらしい。彼女らにしてみれば、なんとも面めん倒どうな性格に加え、生意気で、妙みようにこちらの事情に精通している小こ癪しやくな娘と見えているのだろう。特に前半部分の悪印象を引きずっているようだ。

　だが、戦略・戦術関係の書を読みまくった勇斗には、彼女の恐ろしいまでの価値を見落とすことなど出来なかった。

　愛読書の孫子にも、『敵を知り己おのれを知れば百戦危あやうからず』という一文がある。他にも勇斗のいた二一世紀には「情報を制する者は世界を制す」という格言もあった。

　ただでさえ文明の未発達なユグドラシルである。彼女の卓たく越えつした情報収集能力は、勇斗にとって喉のどから手が出るほど欲しい代物だったのだ。

　なにより、元の世界に戻もどる方法を探しだすためにも。

「しかし、奇き遇ぐうですね。ワタシも実は、妻だの妾だのにまるで興味がなかったのです。それに……誰だれかに触ふれさせるつもりも」

　ちらりと姉に視線を向けつつ、クリスティーナは艶えん然ぜんと微笑む。とびきり有能なことは間ま違ちがいないが、とびきり歪ゆがんでいることもまた、間違いないようだった。その隣となりでは妙な悪お寒かんを感じたらしい、アルベルティーナがぶるるっと身み震ぶるいしている。

「なら、何のためにここに来た？」

　すでにヒントは今までの会話に散りばめられていた。

　半ば答えを予感しつつも、勇斗はあえて問う。

「僭せん越えつながらユウト様のご器量、試ためさせていただきました」

「子どもの分際で！　《爪》の姫君と我が慢まんしていたが、父上を試そうなどいくらなんでも無礼にもほどがある！」

　氷のような鋭するどい声で、ジークルーネがクリスティーナをどやしつけた。

　元々生き真ま面じ目めな、二一世紀の日本風に言えば体育会系なところがあるジークルーネである。こういう身分の上下をわきまえない発言と態度は看過できなかったのだろう。

　先程までの双子のふざけたやりとりが神経に障さわっていたのも否いなめない。

　なにより、ジークルーネの勇斗への忠誠はもはや盲もう信しんレベルである。心から敬愛する父親を試され、さすがに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたようだった。

「まあ待て、ルーネ。口にするってことは認めてくれたってことだろ、なぁ？」

　勇斗はそっと手でジークルーネを制しつつ、クリスティーナに向け目配せする。

　勇斗としてはへりくだられるほうが違い和わ感かんを覚えるタチである。試された、というのは少し気分が悪いが、自分のようなガキを無条件で信じろというほうが無む茶ちやだろうとも思っていた。

　身も心も預けようというのだから。

「《狼》の宗主パトリアークユウト様」

　それまでのどこか冗じよう談だんめかしていた表情を改め、真しん剣けんそのものな声とともにクリスティーナはすっとその場に片膝をついた。ついで目線を姉に向けると、アルベルティーナも慌てて同様にかしこまる。

「我ら姉妹、未いまだ盃さかずきの親を持ちません。我わが父ボドヴィッドも一氏族の宗主パトリアークとしてはなかなかの器量だと認めはしますが、たった一度きりのこの命、どうせならユグドラシル一の盃に捧ささげたく存じます！」

「評価してくれたのは嬉うれしいが、褒ほめすぎだな。今さら世辞はいらないぞ？」

「いえ、本心からでございますよ。第一印象に惑まどわされず本質を見み極きわめ対応するその柔じゆう軟なんな判断力、垣かい間ま見みせた類たぐいまれなる覇は気き、これまでの業績、貴方様の下でなら、我らの力、十二分に発揮できると確信した次し第だい。是ぜ非ひともその末席に名を連ねさせてくださいませ！」

「くださいませ！」

　唱和すると同時に、双子が深々と頭を垂れる。

　さて、どうしたものかと勇斗は思案する。

　聞いている限りの印象では嘘うそはない気がするが、あくまで気がするに過ぎない。宗主パトリアークとしてそう安易な判断を下すわけにはいかない。

　ボドヴィッドの真意も気になるところだ。実の娘のお転てん婆ばぶりを、彼が知らぬとも思えない。しかも貴重なエインヘリアルである。何かしらの裏はありそうだった。

「まあ、毒を食くらわば皿まで、か。よし、お前ら相応の手て柄がらを持ってこい。他氏族の子どもにほいほいあげてちゃ氏族の連中が納なつ得とくしねえからな。そしたら俺の盃をくれてやる」

「手柄、でございますか？」

「ああ」

　顔を上げ、勇斗の言葉を繰くり返かえすクリスティーナに、勇斗はニヤリと笑う。

　一応、ボドヴィッドとは兄弟の盃を交わしている。たとえ何かを企んでいるにしても、《狼》にとってさほど害になることではないだろう。

　クリスティーナは「我らの力」と言った。姉のほうも今のところお馬鹿にしか見えないが、曲がりなりにもエインヘリアルだ。何かあるはずだ。

　試されたのなら、こちらも試してみるのが一興だろう。

「がんばれよ？　《狼》の宗主パトリアークの直盃、安くはねえぜ」







ACT 3







「♪～ルララ～♪」

　勇ゆう斗との背後から音程の外れた歌声とともに、ごおっと風が吹ふきつけてくる。

　声の主はアルベルティーナである。馬にまたがり、楽しそうにはしゃいでいる。

　一方、彼女の片割れはといえば、今は勇斗の乗る馬車に並走しながら、ちらちらと姉のほうへと生温かな視線を向け、クスリと笑みを零こぼしている。

「こりゃあ便利だ」

　いつもより高速で走る馬車に勇斗は感かん嘆たんの声をあげた。

　双子の能力の合わせ技である。馬車と並走するクリスティーナが《風を打ち消すものヴエズルフエルニル》の力で逆風を遮さえぎり、後方を走るアルベルティーナが《風を巻き起こすものフレースヴエルグ》の力で追い風状態にしているのだ。

　これなら目的地にまで早めに到とう着ちやくできそうである。

「お気きに召めしてくださったようで何よりです。盃をくださるならこれからも快適な旅をお約束致いたしますが」

「なかなか魅み力りよく的てきだが、これぐらいじゃあまだやれないな」

「それは残念」

　口ではそう言いつつも、さほど残念そうな素そ振ぶりも見せずクリスティーナ。

　今の二人は勇斗の食しよつ客かくという扱いである。

　収しゆう穫かく祭さいも盛せい況きようのままつつがなく終わり、《角》との戦で得た新たな領地の視察へ向かおうとしたところ、同行を願い出てきたのだ。

「戦場でも使えるなら、本当に便利なんだけどな」

「ワタシたちも使いたいところですが……操あやつれるのは自分の周囲の風だけですね」

「それは残念」

　肩をすくめて応じる勇斗。

　戦場単位で風を操れれば、その有利は計り知れない。敵方の弓矢の飛ひ距きよ離りは逆風により落ち、こちらは追い風で伸のびるのだから。また常に追い風ならば、火計を仕し掛かけることも容易となる。

　だが、多少不可思議な力を持っていると言っても、エインヘリアルも人であることには変わりはない。さすがにそこまで人を逸いつ脱だつした力を期待するのは酷こくだった。

「っと、ユグドラシルに染まりすぎだろ、俺」

　思考がまず物ぶつ騒そうな方へと向かう自分に、思わず勇斗は身震いする。

　この世界に来て二年間、《狼》はほぼずっと戦時下にあったのだから、仕方がないといえば仕方がないのだが、元の世界に戻れた後が少し心配になる勇斗である。

「もう戦わなくていいはず……だからな」

　勇斗の耳には、複数の筋から《蹄ひづめ》に服属していた氏族のいくつかがユングヴィの死を機に独立したとの情報が届いている。

　当分は《角》に攻め込む余裕はないと見て問題ないだろう。

「はい、すべてはお兄様のおかげです。こんなにのんびりと旅行を楽しめる日が来るとは思ってもいませんでした。まあ、お邪魔虫が二人ほどいるようですけど」

「旅行じゃなくて視察な」

　苦笑しつつ、勇斗はフェリシアをいさめる。

　とは言え、勇斗自身、戦場に向かう時に比べれば、随分と気楽さを感じているのも偽いつわりないところである。

「しかし、どうもあのステインソールとかいう馬ば鹿かが気がかりなんだよなぁ。なんか嫌いやな予感がするっつーか」

　はあっと重々しく溜ため息いきをつく勇斗。

　新たな隣りん国ごくということもあって、帰国後すぐに彼と《雷いかずち》に関する情報を集めさせた。そしてわかったのが、虎心王ドールグスラシルと呼ばれる男のなんともでたらめな強さだった。

　ステインソールが宗主パトリアークに就任したのは三年前、わずか一六歳の時だ。年若い宗主パトリアークと侮ったのか攻め込んできた《蹄》の英えい雄ゆうユングヴィを見事追い払っている。

　この戦いの後、ユングヴィと兄弟盃を交わし、北からの脅きよう威いがなくなった《雷》は東進を開始。次々と周辺氏族を打ち破り、わずか三年の間にその勢力を倍以上に膨れ上がらせていた。

　しかもかの赤髪の青年は、常に最前線に立ちながら未だかすり傷一つ負ったことがないという。

　他国への示じ威いとして誇こ大だいに吹聴しているのだろうと思いたいところだが、少なくともステインソールには、目立った傷きず痕あとは見当たらなかった。

　斬きり結むすんだ相手には当然、エインヘリアルもいたであろうことは疑いない。にもかかわらずのこの戦績である。やはり化物というしかなかった。

「大だい丈じよう夫ぶなんじゃないですか。お兄様、あの方に気に入られていたみたいですし」

　クスクスとフェリシアが悪戯いたずらっぽく笑いながら言う。

　勇斗がステインソールに対してあまりいい感情を抱いていないことは、察しの良い彼女ならずともあの場にいた誰もが気づいたことだろう。

「勘弁してくれ」

　心底いやそうに勇斗は顔をしかめた。

　初対面から、あの不敵な青年がとにかく気に入らなかったのだ。未だに思い出すだけで胸がムカムカする。

　別に無礼で傍ぼう若じやく無ぶ人じんだったから、というわけではない。それだったならば、クリスティーナたちにももっと苛いら立だちを覚えただろう。

　妹であるリネーアを馬鹿にされたからか、とも考えたが、ここまで生理的嫌悪を覚えるほどまでのことはしていなかったはずだ。

　なぜここまでカンに障るのか自分でも理由がわからないのが、余計に苛立ちを募つのらせ、嫌悪感が増す。なんとも悪あく循じゆん環かんだった。

「でもあの方と兄弟盃を交わせば、《狼》の平和は安あん泰たいですよ？」

「ゔ[image: ]っ」

　呻うめきとともに、よっぽどマズイ食べ物を食べたかのように渋じゆう面めんになる勇斗。

　あの男と兄弟になるなど死んでも御ご免めん被こうむりたいが、宗主パトリアークである勇斗は個人の事情だけで物事を判断するわけにはいかない。

　国益を考えれば、それも当然視野に入れねばならないところである。

　その未来を思い浮かべるだけで、ぞわわっと勇斗の身体に鳥とり肌はだが立った。







　ギムレーはアールヴヘイム地方を潤うるおす大だい河か川せん、母なるケルムトと、ユグドラシルの屋根の一角を形成するスルーズヴァンガル山脈から流れるエーリヴァーガル川の合流地点付近に築かれた都市である。

　街を囲む城じよう壁へきの一部は崩くずれ、上半身裸で日焼けした肌はだの人夫たちが、新たに煉れん瓦がを積み上げていた。

　街の中を見れば、大通りに面したいくつかの場所で、大工たちが家を組み上げている真っ最中である。

　すれ違ちがう大通りを歩く人々が、女子供老人まで総出で煉瓦をあくせく運んでいた。

「戦の常です。あまりお気になされませぬよう」

　フェリシアが気き遣づかってくれるが、やはり勇斗の心は晴れなかった。

「わかっちゃいるけど、な」

　自じ嘲ちようまじりに、勇斗は街の光景を目ま蓋ぶたの裏に焼き付けていく。見ているだけで罪悪感に胸が締しめ付つけられるが、だからこそ、覚えておこうと思った。

　自分がしでかしたことで、迷めい惑わくを被った人々の姿を。

　目の前にそびえ立つ街の中央に座する城じよう砦さいは、ところどころ損そん壊かいしたまま野の晒ざらしとなっており、未だ戦いの爪つめ痕あとを色いろ濃こく感じさせた。街のほうの修復を優先させておりこちらまで回す人手が足りないためだ。

　この城砦は、《角》との戦の折、勇斗が攻め落としたものである。攻撃目標はこの城砦だけで、街には極力被ひ害がいが出ないよう注力はしたのだが、やはり完全には難しかった。

「それにしても、けっこう大きな街だな」

　街を振り返りつつ、勇斗はつぶやく。

「はい、人口はイアールンヴィズを上回るとの報告を受けております」

「ずいぶんと豊かそうだもんなぁ」

「ええ、当時はあまりの凄さに言葉を失いました」

　ほうっとフェリシアが感嘆の吐と息いきをこぼす。

　今はもう収しゆう穫かくされてしまって見る影かげもないが、占領時は、街の外一面、見渡す限り小麦の黄金の穂ほが揺ゆれる光景が広がっていたものだ。街の人間からは「輝きの野原イザヴエル」と呼ばれているらしい。

　その領地のほとんどが山間の丘陵地帯で耕作に適した土地を持たない《狼》の人間には、まさしくどんな宝石よりも魅力的に映ったことだろう。

「とりあえず俺としてはうちの食糧事情が大おお幅はばに改善されそうで、胸を撫なで下おろしてるよ」

　今の《狼》は足りない分の食糧は、交易によって仕入れている状態だ。どうしても割高になってしまい、民たみには赤字で供給していたところがある。

　そもそも他国もそれほど食糧生産に余裕があるわけでもない。凶きよう作さくが発生すれば価格が高こう騰とうしたり、回ってこなくなる可能性もある。やはり生命維持の要ともいうべき食糧を自国の生産で賄まかなえるようにしておきたかった。

「ねえねえユウト様ぁ」

　くいくいっとマントを引かれ振り向くと、アルベルティーナが世にも情けない顔をしていた。

「ん？　どうし……」

　勇斗は問いかけようとして、

　ぐぎゅるるるるるる～！

　なんともけたたましく豪ごう快かいに鳴く腹の虫に、すべてを察した。お腹なかを押おさえて、アルベルティーナが照れ笑いを浮かべる。

　はや空は夕焼けに染まっており、昼食を食べてからかなり経つ。しかも彼女はずっと力を使って風を起こし勇斗の乗る馬車を押し続けていたのだ。それは腹も減るに違いなかった。

「もうしょうがないですね、アル姉は。じゃあ昼ごはんの時に取っておいたパンを」

「くれるの!?」

「もちろんワタシが食べます」

　クリスティーナはひょいぱくっと食べかけのパンを口の中に放ほうり込こみもしゃもしゃとほおばる。

　よっぽど大きかったのだろう、両りよう頬ほおがリスのように膨らんでいた。

「あ、あ、ああああああ……っ！」

　がっくりと両りよう膝ひざを突つき、虚むなしく妹へと手を伸ばし滂ぼう沱だするアルベルティーナ。まるでこラの世の終わりグナレクが来たかのような嘆なげきようである。

　それを見たクリスティーナが、羽う化か登とう仙せんの恍惚とした表情を浮かべる。相変わらず姉いじめに余念のない妹である。

「すぐに飯用意させるから、そう泣くな」

　さすがに哀あわれになり、勇斗はくしゃっとアルベルティーナの頭を撫でつつ言う。

　予定より早くギムレーに着くことが出来た功労者はまさしく彼女だ。是非とも腹いっぱい食べてもらおうと思った。

「ううっ、ありがとうございます～」

「あらあら、ユウト様、ワタシに断りなく餌え付づけしないでいただけます？」

　姉からは手を握にぎられ厚く感謝されたが、妹からは冷たく文句を言われた。

　なかなかままならないものである。

　しかもこの妹、顔こそ微笑んでいるが、目が笑っていない。

　思わず勇斗は苦笑する。

　なんだかんだでこの妹は、目の前にすでに城砦がありすぐに食事にありつけることがわかっていたから見せつけるように食べただけで、本当に食べるものもなければ自分を差し置いて姉にパンを食べさせているような気がした。

「まったく……歪んでんなぁ」







「どうやらかなり苦労しているみたいだな」

「はっ。やはり色々勝手が違いまして、その……」

　机を挟はさんで勇斗の対面に座すわる中年の男が、恐きよう縮しゆくしたように汗あせを拭ぬぐいながらペコペコと頭を下げる。

　年はまだ三〇代半ばほどのはずだが、随ずい分ぶんと苦労を抱え込んでいるのかそのブラウンの髪にはまだらに白髪しらがが混じっており、またその顔にも幾いく重えにシワが刻まれ、かなり老ふけて見えた。

　男の名はオロフ。《狼》の序列四位であり、このギムレーの街の統治を担になう知事だ。

　派手な功績はないが、どんな任務でも文句を言わず黙もく々もくとこなし、一歩一歩着実に実績を積み上げこの地位までのぼりつめてきた、いぶし銀的な将である。

　新たな領地の支配というのはトラブルも多発することが予想され、地味ながら堅けん実じつな仕事をする彼が適任だろうと抜ばつ擢てきしたのだが、どうにも難航しているらしかった。

「だが、なんとかノーフォーク農法は取り入れてもらわないと、な」

「私も全ぜん身しん全ぜん霊れいを尽つくしてはいるのですが、力及およばず。申し訳ございません」

「いや、難しいことはわかってる。苦労をかけると思うがなんとかがんばってくれ」

　平ひら謝あやまりするオロフに、勇斗はパタパタと手を振って労いたわりの言葉をかける。

　ノーフォーク農法は大麦→クローバー→小麦→カブの順に四年周期でローテーションを組んで作付けしていくというものだ。一八世紀、その凄すさまじいまでの農業生産の飛躍的向上により農業革命とさえ称しようされた画期的な農法である。

　この農法が発明されるまでは、基本的に増えた家か畜ちくは飼育するのに必要な飼料を準備することが困難なことから冬を迎むかえる前にほとんどを殺してしまうのが普ふ通つうであり、それゆえあまり家畜の数を増やすことができなかった。

　勇斗としてはこれから冬を迎えるに当たり、冬場の家畜の飼料となるカブや、飼料になりかつ大地の力を回復させるクローバーを植える手はずぐらいは、なんとか整えておきたいところだったのだが、

「一番の問題は、この街は長年、《角》の支配下にあり、民たちも彼らを心から慕したっているようで、我らが治めることをあまり快く思っておらぬことでございます」

「なるほど、そりゃ随分と善政を敷しいていたみたいだな」

　感心したように勇斗は頷うなずく。

　リネーアの父も『黄金の力グルヴエイグ』とうたわれたほどの名君だったと言うが、まんざら誇こ張ちようではないようである。リネーアが民の安あん寧ねいの為に自らの身を差し出そうとするほど献けん身しん的てきに民に尽くそうとしていたのも、父の背中を見て育ち、またそう教育されたからだろう。

「はい、そこに余よ所そ者ものの我らがズカズカとやってきて、先祖伝来のやり方を変えろ、と言ってもなかなか聞く耳をもってもらえず……」

「あ～、それこそ何百年と受うけ継つがれてきたやり方だろうしなぁ」

　勇斗は苦々しげに溜息をつき、腕うでを組んで考えこむ。

　勇斗のいた情報化社会の二一世紀はテクノロジーの進歩が日進月歩だが、古代においては数百年、時には千年以上にも渡わたり画期的な革新が起こらず旧来のやり方を続けるなんてことはざらにある。

　紀元前一〇〇〇年頃ごろには馬に乗って戦うという概がい念ねんが生まれていたにもかかわらず、そこから口にかけるハミを生み出すのに七〇〇年、あぶみを創つくりだすのに実に一四〇〇年もかかったことからもそれはうかがい知れる。

「『自ら先頭に立って新しい制度を導入することほど実行しがたい、成功の覚つかない、実じつ施しにあたって危険を伴ともなうものがないことは明らかである』……か」

　勇斗は皮肉まじりに、マキャベリの君主論の一節をそらんじる。

　その後には、『旧制度の利益を享きよう受じゆしていた人々がすべて敵にまわり、新制度の受益者と思われる人々は味方として頼たのむに足らないからである』と続く。

　しかも事は農業だ。生命活動の根幹にかかわる代物だ。失敗すれば翌年食べるものがなくなるのである。ギムレーの人々が二の足を踏むのもわからないでもなかった。

　まだ《狼》で実じつ践せんしようとした時には、勇斗はすでに数あま多たの功績を上げヨルゲンやフェリシアと言った重じゆう鎮ちんたちの信用を得ていた。

　そしてヨルゲンたちは、住民たちから全ぜん幅ぷくの信頼を得ていた。だからまだ部分的とは言えある程度スムーズに導入出来たのだ。

　だがギムレーは完全にアウェイだ。しかもエーリヴァーガル川を挟んで《雷いかずち》の領土と隣りん接せつしている。下手に住民感情を悪化させ蜂ほう起きなどされては、つけ込まれる致ち命めい的てきな隙すきを生んでしまう。

「ふ～、まったく人の感情ほど厄やつ介かいなものはないよなぁ」

「御ぎよ意い」

　勇斗のぼやきに、オロフもしみじみと深く同意を示す。そしてお互たがいに視線を交わし苦笑を零し合う。

　どれだけ理屈が正しかろうと、画期的であろうと、この感情というものをどうにかしなければ全すべては絵に描かいた餅もちにすぎない。

　二一世紀の進んだ知識など、所しよ詮せん、その程度の代物だ。たったこれだけのことを学ぶのに、いったいどれだけかかったことか。

「やれやれ、ほんとどうすっかねぇ」

　途と方ほうに暮れ、勇斗は天てん井じようを見上げる。

　しかして、極めて困難に思われていたこの問題は、意外な方向から急速に解決へと向かうことになる。

　もっともそれが彼にとって望ましかったかどうかは別として。







「兄上っ！　お久しぶりでございます！」

「お、おお、ひ、久しぶりだな、リネーア」

　突とつ然ぜん、城砦に押しかけてきた他氏族の妹分に、勇斗はぎこちなく挨あい拶さつを返す。

　勇斗がギムレーを訪おとずれて、五日目のことである。街の各所を見て回り、住民の話をそれとなく聞き、問題の難しさをさらに実感として深めていた矢先のことであった。

「ど、どうしてここに？」

　頬をひくつかせつつ、勇斗は問う。決して嫌きらっているわけでもなくむしろ好ましいとすら思っているが、彼女は今、勇斗が最も会いたくない人間だった。

　フェリシアの機転によりなんとか猶ゆう予よは手に入れたものの、角の立たない断り文句がそう都合よく思いつくはずもなく、未だ彼の頭を悩なやましている問題だった。

「元々ここは我ら《角》が治めていた街でございます。勿もち論ろん、兄上ならば、万ばん事じ問題なく民に安寧をもたらすものと確信しておりますが、やはり気にはなりまして……。そこに兄上が視察に訪れるとの話を耳にし、ちょうどいい機会だ、と。えとその……あ、兄上にもお逢あいしたかったですし」

　最後のほうは真っ赤な顔でうつむき、かすれたものになっていた。

　実に聞き取り難かったが、あくまで難かったである。聞こえなければどれだけ良かったか、と勇斗は自分の耳の良さを恨うらんだ。

　どう対処していいのか、まったくわからない。

　政治・経済・軍事とこの二年間、猛もう勉べん強きようを積んだ勇斗であるが、こと女性関係に関しては勉強などしている暇いとまもなかった。場数を踏ふんだわけでもない。まさしく歳相応の新兵にすぎなかったのである。

「あと、えっと、できればそろそろお返事も……」

　もじもじと人差し指を突っつき合わせながら、か細い声で言うリネーアは実にいじらしく可愛かわいらしかったが、それだけにグサグサグサッと勇斗の心に良心の呵か責しやくという名の剣けんが突き立つ。

「あ～、それに関しては、えと……」

　ガマの油のごとく、ダラダラダラッと勇斗の顔から脂あぶら汗あせが大量に吹き出す。なんとか言い訳を、と必死に考えるのだが、これまでずっと考えても思いつかなかったことが今すんなり思い浮かぶはずもない。

「兄上？」

「うあ、えとえと……」

「申し訳ございません、お姉様。実は《爪》からも結けつ婚こんの申し込みがございまして、繊せん細さいな問題だけにもうしばらくお時間を頂ければ」

　絶体絶命のピンチに陥おちいった勇斗を救ったのは、やはり有能なる副官であった。

「む、《爪》、だと？」

　すうっとそれまでの恋こいする乙女おとめの表情から、冷静な宗主パトリアークの顔になるリネーア。そのまま詳しよう細さいを求めるようにフェリシアに視線を向けたところで、

「はーい。アッタシがそうでーす！」

　アルベルティーナが元気よく手を挙げた。

「なんて言ってますが彼女はただの妾で、本当の嫁候補はこのワタシです」

「ええっ!?　アタシがお姉ちゃんなのに！」

「この世は器量が全て、なのですよ。アル姉。くっくく」

　ニヤリと悪代官よろしくほくそえむクリスティーナ。結婚などまったく興味がないくせして、姉をいじるためには手段を選ばない娘むすめである。

「くっ、視察にも同行させるなんて……すでに兄上の寵ちようを得ているとは侮れない」

　戦せん慄りつの表情で、ふらっと一歩後ろにたじろぐリネーア。

　どうやら寵ちよう姫きとして連れてきたと勘かん違ちがいしているようだった。実態は勝手についてきただけというのが正しいのだが。

「あ、兄上！　は、憚はばかりながら《爪》などより我ら《角》のほうが国力は上です。どちらが《狼おおかみ》にとっての国益となるかは自明の理かと」

「あらあら、物で男を釣つろうなどとは女としての自信がよほどないと見えます。ふふっ」

　クリスティーナが口元に手を当てて、いかにも性しよう悪わるな女を装ってクスクスと嘲ちよう笑しようする。

　完全に楽しんでいる。主なターゲットは姉なようだが、ドＳらしく人をからかうのが根っから好きなのだろう。つくづくタチの悪い娘である。

「うううっ！」

　言い返そうにも文句が浮かばないのか、クリスティーナを睨にらみながら唸るリネーア。

「ふふっ」

「く～っ！」

　クリスティーナは徹てつ頭とう徹てつ尾び、悔くやしがるリネーアの姿を堪たん能のうして悦えつに入いっているだけなのだが、リネーアには勝ち誇っているように見えたようだった。さらに面おも白しろくなさそうに顔を歪めている。

　それがまたクリスティーナにとって何よりのご馳ち走そうであることに気づかずに。

「そ、それよりリネーア、街の様子が気になるんじゃなかったのか？」

　勇斗は慌あわててなんとか話題転換を試みる。

　からかわれているリネーアが可か哀わい想そうというのもあったが、この話題は危険過ぎるとの判断である。

　双ふた子ごを追い返そうとしたことをバラされては非常に困る。リネーアには双そう方ほうから話を持ちかけられ判断に苦く慮りよしていると思わせておきたいところだった。

　気分は女の子を両天秤する男である。二一世紀にいた頃ころはそういう男はもっともいけ好かないと思っていたはずなのに、なぜ自分が、と内心嘆かずにはいられない。

「あ、はい」

　リネーアは威い嚇かくするような目でクリスティーナたちを見ていたが、勇斗の言葉に我に返ったようだった。折り目を正し、勇斗に向き直る。

「ここに来る途と中ちゆう、街の様子を拝見させていただきましたが、街の再建は進んでいるようでほっと致しました」

「ん～、恥はじを晒さらすようだが、実はそれほど順調でもないんだわ」

「そ、そうなのですか!?」

「ああ、前に治めていたやつがけっこう善政を敷いていたみたいでな」

「っ！　それは、なんと言いますか……」

　リネーアは嬉しそうに顔をほころばせかけたかと思えば、申し訳なさそうにし、しかし嬉しさをやっぱり隠かくせず頬が緩ゆるむという複雑な顔になる。

　勇斗はそんな彼かの女じよを微ほほ笑えましいと思いつつ、

「おかげでなんとか実践しておきたかったことがあるんだが、どうにも受け入れてもらえなくて頓とん挫ざしちまった。やっぱりまずは地道に信用を得るとこから始めないと駄だ目めだな」

　両手を天井に向け、肩かたをすくめてみせる。

　近道は遠道、急がば回れである。

　やはり二一世紀の知識があるからとて、なんでもかんでも思い通りにいくものではない。もどかしく回り道に思えても、一歩一歩着実に踏みしめてやっていくしかなかった。

「あの、ちなみにどのようなことを？　差さし支つかえなければお教え願えませんか？」

「ん～、どうするかな。まあ、いいか。実はな……」

　勇斗はざっとノーフォーク農法についてリネーアに説明していく。

　農業生産力こそが国力と言っても過言ではない時代である。この施し策さくのもたらす利益は計り知れない。他国の人間に教えるべきかどうか少しだけ迷ったが、是とした。

　リネーアが気に入ったとか《角》の民にも幸せになってもらいたいとか、そういうナイーブな感傷もないわけではない。

　が、もっと宗主パトリアークとしてのドライで切実な判断からである。

　現状の《角》は、《狼》との戦いに敗れかなりの兵を失い、このギムレーを含ふくむ肥ひ沃よくな土地も奪うばわれ、先の《蹄》との戦いでは国土の西を荒あらされ、かなり国力を減退させている。

　地政学的に見て、《角》はいくつかの氏族と国境を面し、いわば《狼》の西の盾たてとなっている側面がある。

　いわば織田信長にとって東の備えであった徳川家康のようなものだ。すでに同盟がなった今、《角》に弱体化されすぎるのは《狼》の安全保障的にあまり喜ばしいことではなかった。

「お……おおおっ……おおおおおおおっ！　凄すごい！　凄いっ！　凄すぎます！　な、な、なんという！　なんというっ！　戦いのみならず、このような素す晴ばらしいことまで思いつかれているなんて！　こ、心より感服いたしました！　兄上の智ち慧えにはさしもの天の神々さえ敵かなわないかのように思えます！」

　説明中も何度も何度も感嘆の吐息や頷きを繰り返していたリネーアだったが、話が終わるや感動に身体を打ち震わせ、興奮状態で勇斗への賛辞をまくしたててくる。

「い、いや、俺おれが考えたわけじゃないんだけどな」

　リネーアの剣けん幕まくにたじろぎつつ、勇斗。

　一方で、内心、違う意味でも驚おどろいていた。実はたった一度の説明でここまで感動を示した人間は、リネーアが初めてだったのだ。

　人間、あまりに自らの常識からかけ離はなれたものは理解することができないものだ。ユグドラシルは未だ隔かく年ねんで作付けするのが一いつ般ぱん的てきである。

　勇斗の世界では確かな結果が出ていても、この世界では実例はまだゼロなのだ。

　あまりにも話がウマすぎるともっと胡う散さん臭くさがられたりするのが普通で、そんなことは神がお許しにならない、と怒り出す人間も少なくなかった。

「わっかりました！」

　すくっと立ち上がり、リネーアは決意に満ちた顔でドンッと胸を叩たたく。

「不ふ肖しようこのリネーア、兄上の為ため、そしてなによりこのギムレーの街の人々のため！　一ひと肌はだ脱ぬがさせていただきます！」







「おお、リネーア様じゃ、リネーア様じゃ」

「よくぞおいでくださいました。またご尊顔を拝見できて嬉しゅうございます」

「こちらはうちで取れた林りん檎ごです。是非ともご賞味くださいませ」

　ギムレーでのリネーアの慕われようは、もはや信しん仰こうと呼んですらいいほどだった。

　住民たちは彼女のことを、もはや生き神様とでも思っているのではないかとすら思える。ありがたや、とリネーアの姿を見た瞬しゆん間かん、その場に平へい伏ふくする者までいた。

「すっ……げえなぁ、お前……」

「いえ、父の威い光こうです。ボクなどぜんぜん……」

　ここ数すうヶか月げつの出来事ですっかり自信を失ったらしく首を振って寂さびしそうに否定するリネーアだったが、勇斗にはとてもそれは受け入れられるものではなかった。

　勇斗もイアールンヴィズでは崇あがめられているが、これほどではなかった気がする。

　というより「質」が違う。

　勇斗に対する住民の感情は、感謝し讃たたえ敬っているのだが、あくまで自分たちに益を授さずけてくれる支配者という認にん識しきがそこにある。どこか隔へだたりがあるのだ。

　一方でリネーアに向けられるギムレー市民の感情には、自らの家族に向けるかのような温かな親しみがこもっていた。

　そもそもリネーアが先代の実子であるということは、秘匿されていることである。

　いくら先代が有能で善政を敷いていたからとて、リネーア自身に魅み力りよくがなければここまでの親愛を得られるわけがない。

「ほんと慕われてるんだな」

　すっかりリネーアを見直した勇斗だったが、彼かれはこの後、自分の評価がまだまだまだまだ甘あまかったことを思い知らされることとなる。







「すっ……げえなぁ、お前……」

「はぁぁぁぁ」

　勇斗とフェリシアの口からはただただ感嘆の吐息しか出てこなかった。

　リネーアがギムレーを訪れて、まだ三日目のことである。

　にもかかわらず、彼女は街の有力者たちに話をつけ、ノーフォーク農法の実施をとりつけてしまっていた。

　それだけなら喜びはしたが、ここまで驚きはしない。リネーアはこの短い間に、誰だれがどこに何を植えるかを決め、そこから当然生じる住民間の利害関係もきっちり調整するということまでやってのけていた。

　こうしたら面白いのでは？　そういう思いつきは誰しも経験があるものだ。しかしそれが現実になることはほとんどない。思いつきアイデイアだけでは、物事は何も動かないのだ。

　具体的なスケジュールを組み、物を仕入れ、人を集め、役を割り振り、といった実行力があって初めてアイディアは形になるのである。

　その実行力が、リネーアにはあった。《狼》ではヨルゲンやオロフがこの分野では優ゆう秀しゆうであり、だからこそ若頭かしらや知事を任せているのだが、その彼らと比しても、リネーアの実務能力は飛び抜けていた。

　本人の才能というものも非常に大きいのだろうが、おそらく物心つくか否いなかの頃から善君だったという実父より帝てい王おう学がくを叩きこまれたのだろう。

「それで兄上、やはり多くの者が憂ゆう慮りよしているのは不作になった時のことです。そうなった場合にはこれぐらいの保証をお約束頂ければ、皆みなが安心して取り組めると思うのです。なのでぜひ許可を頂きたいのですが」

「あ、ああ、えっと……」

　すっと机に差し出された紙には、びっしりと文字が刻まれているが、勇斗には読むことができない。ちらりと隣となりに立つ副官を見上げると、神しん妙みような顔で一つ頷く。どうやら妥だ当とうなものであるらしい。

「じゃ、じゃあ、このまま進めてくれ」

「はい。ありがとうございます！」

「いや、こっちこそ、ありがとな」

「ギムレーのみんなのためですから」

　にっこり笑うリネーアの顔には、この二日間ろくに寝ねていないのだろう、疲ひ労ろうの色が濃こかったが、それを上回る喜びに満ちていた。

　美び貌ぼうという点では、フェリシアやジークルーネにわずかに及ばない。だが、二人にはない人の心を動かす魅力がそこにはあった。

　この笑え顔がおにこそギムレーの人々はやられたんだろうな、と勇斗は確信する。

　理り屈くつだけでは、人は動かない。

　動かしたのは、まぎれもなくリネーアの真心だ。高貴な身分にありながら人々の中に飛び込み、その声を真しん摯しに聞き、誰よりも努力し、汗を流す。そのひたむきな姿勢に、自分たちのことを思ってくれている彼女ならば、と信じ託たくしたのだ。

「ステインソールあの馬鹿が項こう羽うなら、さしずめこっちは劉りゆう邦ほうと蕭何ってところか。そりゃこの歳で宗主パトリアークに抜擢されるわ」

　劉邦は武勇においても智ち謀ぼうにおいても特に優すぐれていたわけではなかったが、不思議な魅力で人を惹ひきつけ、その下には有能な人材がこぞって集まった。

　蕭何はその中でも、天下統一の第一の功臣と劉邦に絶賛された男である。

　戦場に出て華はな々ばなしい活かつ躍やくをすることはなかったが、劉邦の本ほん拠きよ地ちである関中をよく治め、関中から戦地に向けて食糧と兵士を送り、それを途と絶だえさせることなく、しかも民衆を苦しめることもなかったという行政手腕の持ち主だ。

「さっさと妹にしといて良かったぜ」

　歴史上の偉い人じん二人の良い所取りである。

　確かに正直なところ、戦場においては大した脅威とは感じなかったが、こんなチートな人間とは二度と敵対したくないと心底思った。







　周囲は闇やみに包まれ、ゆらゆらと揺れるランプの灯あかりだけがうっすらと部屋を照らしていた。

　普ふ段だんならば、夜間は電子書籍を読んで勉強するのが勇斗の日課なのだが、今日はやめておくことにした。

　明日の朝にギムレーを出立して、双子の力を借りれば明々後日しあさつての夕ゆう方がた頃ごろにはイアールンヴィズに戻もどれるはずだった。はや一二日間も美み月つきの声を聞いていない。さすがに恋しくなっていた。その日に備えバッテリーの消しよう耗もうは抑おさえておきたかったのである。

「いろいろと有意義だったな」

　さっさと眠ねむってしまいたいところだが、普段は起きている時間である。そう都合よく眠れるものでもない。というわけで勇斗は睡すい魔まが訪れるまでの間、ギムレーでの日々を反はん芻すうしていた。

「思った以上にギムレーの統治が上う手まくいきそうで良かったぜ」

　全てリネーアのおかげだった。

　住民の《狼》に対する反感が、完全に消えたというわけではもちろんないのだが、随分と和やわらいだという報告をオロフより受けている。

　ギムレーの住民たちに勇斗たち《狼》の言うことをよく聞くように、と根回しまでしてくれていたのだ。

　オロフも実直で勤勉な男だ。ここまで綺き麗れいにお膳ぜん立だてされて、失態をやらかすことはないだろう。

「兄上、起きてらっしゃいますか？」

「ん、ああ、リネーアか。どうした、こんな夜中に？」

　ドアの外より呼びかけられ、ちょうど彼女のことを考えていたところだったので少々びっくりしつつ勇斗は身体を起こした。

「入ってもよろしいでしょうか？」

「おう、いいけど、なんかギムレーのことで問題でもあったか？」

「いえ、そういうわけではないのですが……」

　キィッとわずかに耳みみ障ざわりな軋きしむ音とともに、ドアが開く。

　どこかおそるおそるという感じで部屋に入室してきたリネーアは、いつもの礼装ではなくゆったりとした夜着を身にまとっていた。

　覚かく悟ごを決めるようにきゅっと胸の前で拳こぶしを握り、勇斗の前に立つ。目を凝こらすと、その髪かみがしっとりと濡ぬれているのがわかった。香こう油ゆか何かだろうか、なんとも甘い香かおりが漂ただよってくる。

「兄上……」

　か細い声で勇斗を呼ぶや、するりと衣服がはだけ、その裸ら身しんが薄うす闇やみの中くっきりと浮かび上がった。

「ちょっ、ま、リ、リネーア!?」

　しまった、と勇斗は今いま更さらながらに自分の判断の甘さを呪のろう。ここ数日、リネーアは仕事に忙ぼう殺さつされ、話すことといえばギムレーのことばかりですっかり油断していた。

　うろたえる勇斗を尻しり目めに、ガバッとそのまま抱だきついてくる。ふにょんと小さいが確かにある柔やわらかな感かん触しよくが、勇斗の胸に押し付けられてくる。

「抱いてくださいませ」

「うあ……っ！」

　そして耳元で上気した声で甘く囁ささやかれ、ゾクゾクゾクッと勇斗の背筋に甘い痺しびれが疾はしる。

　いろいろな考えが吹き飛び、頭の中が真っ白になる。

　ふらふらと何かに導かれるようにその腕がリネーアの背中へと回され――

（勇くん）

　――かけたところで脳のう裏りに幼おさ馴なな染じみの顔が強きよう烈れつにフラッシュバックし、寸前でなんとか堪こらえる。

　危ないところだった。完全に理性が飛びかけていた。

　両目を閉じ、スーハーと一度大きく深呼吸してから、リネーアの両りよう肩かたを抱いてそっと引ひき剥はがす。

「どうし……て……やっぱりボクは、魅力がありませんか？」

「違ちがう。そうじゃ、ない」

「……お気遣いなく。本当は気づいて、いたんです。結婚の話をする時、いつも兄上が困った顔をされていたこと」

「っ！」

　図星だっただけに、勇斗は答えに窮きゆうした。

　年若いと言えど、やはりリネーアは女であった。

　女性は男性に比べ、声のトーンや表情、些さ細さいな仕草から相手の嘘うそや感情を見み抜ぬく能力が格段に高いと言われている。一説によれば、女性は物を話せない乳児の世話を見なければいけない為、洞どう察さつ力りよく・観察眼に優れているのだ、と。

　女の勘かんは侮あなどれないのだとつくづく勇斗は思い知る。

「そうですよね。フェリシア殿どのやジークルーネ殿、そして《爪つめ》の双子、兄上のそばにいる女性はみんな、すっごく綺麗だったり、可愛かったり、ボクなんか抱きたくなんてなるわけないですよね」
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「いや、お前は十分すぎるほどに魅み力りよく的てきだよ。ただ、その、俺は《狼》の宗主パトリアークなんだ。浅せん慮りよなことはでき……違う、そうじゃない」

　勇斗は言いかけた言葉を止め、唇くちびるを噛かみ締しめブンブンと首を振ふる。

　こんな上うわっ面つらでは、駄目だ。

　相手を傷つけないよう、体のいい言い訳を並べ立てているにすぎない。何事にも一いつ生しよう懸けん命めいで、体当たりなリネーアに対して、なんと自分は不誠実な態度を取り続けたことか。そしてまた取ろうとしているのか。

　自分が情けなくて仕方なかった。

「ふ～～～……ふんっ！」

　ガンッ！　勇斗は思いっきり自らの額を壁かべに打ち付ける。

　ガンガンガン！　飽あきたらず、何度も何度も。

「あ、兄上!?　いったいなにを!?　血、血が！」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　慌てるリネーアを手で制し、もう片方の手で額を押さえる。確かに少しぬるっとした感触があった。

　とにかく痛い。めちゃくちゃ痛い。だが、頭の中はむしろすっきりしている。小こ賢ざかしい考えなど完全に吹き飛んだ。

　今なら自分のすべきことがしっかりとわかる。

「リネーア、すまん！　俺はお前とは結婚できない」

　言って、勇斗は深々と頭を下げる。

　真摯に話せば誰でもわかってくれる――と思うほど勇斗はもうお子様ではない。お子様ではいられなかった。

　宗主パトリアークである以上、駆け引きは必要不可欠だ。時には詐さ術じゆつを用いることも躊ちゆう躇ちよしない。

　だが、真摯に心を晒して接してくる相手には、こちらも誠実に対応するのが宗主パトリアークとしてではなく、人間としての礼れい儀ぎだと思った。

「そう……ですか。せめて理由を、お聞かせ願えますか？」

　感情的に取り乱すことはなく、静かにリネーアが問うてくる。

　勇斗は顔をあげ、じっとリネーアの顔を見つめる。

　可愛いと素す直なおに思う。

　優やさしくて思いやりのあるいい娘だと心から思う。

　子犬のように自分を慕ってくれる彼女を、心のどこかで愛いとおしいと感じていることを否定はできない。

　だからこそ、言わねばならない。

「好きな娘が、いるんだ。その娘を、裏切りたくない」

　この言葉を喉のどから絞り出すのに、随分と精神力を要した。

　リネーアは、きょとんとしていた。無理もない。この世界では力ある男は、何人も妾めかけを持つのが当然なのだから。

　しかもリネーアとの結婚には国同士の政略まで絡からんでいる。あまりにも感傷的すぎて、いったいこのひとは何を言っているんだろう、と理解がまったく及ばないのだ。

「お前には、全部話すよ。包み隠さず、な。信じてもらえないかもしれないけど、俺はこの世界の人間じゃあ、ない」

「いったい……なにを……」

「もっとずっと、何千年っていうはるか未来の世界から、来た。だからお前らの知らない知識をいっぱい持ってる」

「……さ、さすがににわかには信じられませんが……いろいろと腑ふに落ちるものがあるのも確かです」

　リネーアが難しい顔で唸うなる。

　もちろん頭から信じたわけでもないのだろうが、勇斗がいくつもいくつもこの世界にはなかったものを作り出していたことをリネーアは思い知っている。信じざるをえないという部分もあったのだろう。

「全部、本当のことさ。そして、俺はいずれ元いた世界に帰る。まだどうやったら帰れるのかほとんど見当もついていないけれど、なんとしても帰りたいって思ってる」

「……その好きだって言うひとがいるから、ですか？」

「ああ。だから……俺はこの世界の誰とも添そい遂とげられない」

　きっぱりと勇斗は言い切る。

　そうしないと、心が揺ゆれてしまいそうだったから。美月がいなければ、きっと自分はリネーアを受け入れていたと思う。いや、彼女だけにとどまらず、フェリシアやジークルーネにも男としてその触手を伸のばしていただろう。

　おそらくきっと彼女たちは拒こばまないから。そしてその傲ごう慢まんを許される宗主パトリアークという立場に勇斗はいるから。

「兄上にそこまで想おもわれているそのひとが、羨うらやましいです。きっと素晴らしい方なんでしょうね」

　クスリとリネーアが笑えみを零こぼす。

　夢物語としても途方もない話であったが、勇斗の口ぶりから嘘はないと思ったのだろう。

「いやぁ、いろいろかしましいし、泣き虫だし、最近は怒おこると怖こわいことまで発覚したし、けっこうどうしようもねえヤツだぜ？」

　そう、どうしようもないから、自分は帰らねばならない。

　幼心に、こいつだけは俺が守ると決めたから。

　他の誰かに、その役を譲ゆずるつもりはなかったから。

「まあ、まだいつになるかはわかんねえけど、俺が帰った後も《狼》と仲良くやってくれると嬉うれしい。一応、諍いさかいが起こらねえよう盃さかずきの段取りだけはしていくつもりだけどな」

「それはこちらもやぶさかではございませんが、でも、困りました。兄上がいずれ元いた世界へ帰られるとなると、どうしましょうか、ね」

　リネーアはほうっと溜ため息いきをつく。まだ一〇代だというのに、まるで人生に疲つかれた老人のような印象だった。

「ボクが宗主パトリアークを務めても《角》は衰すい退たいするだけ。ラスムスはもう年だし、ハウスグポリは軍を率いる将としては優秀ですが、政務にはあまり関心がありませんし、本当に困りました。いったい誰を頼たよればいいんでしょう？」

「いや、お前がそのまま務めればいいじゃねえか。この街で見せた手しゆ腕わん、正直惚ほれ惚ぼれしたぜ？」

「お世辞はけっこうですよ、兄上。自分の身みの程ほどは、思い知りました」

「いや、お世辞じゃなくてだな」

「ボクじゃ、駄目なんです。ボクなら父上の愛した《角》を守っていけるって、もっともっと大きくできるだなんて、ほんと……何を思い上がっていたんだか。ボクが成し遂げたことなんて全部、父上の力を借りたマガイモノに過ぎなかったのに。そんなことにも気づかないボクじゃ……父の仇を目の前にしながら吠えることしかできなかった弱虫のボクじゃ……《角》のみんなは守れない……っ！」

「お、おい、リネーア」

　自分で自分を傷つけ、貶おとしめていくリネーアを見ていられなくて名前を呼ぶも、続く言葉を勇斗は見つけられなかった。

「ボクなんかは、本当に力のある人に使われるのが分相応なんですよ。誰かに導いてもらわなくちゃ、全てが不安でいったいもうどうしたらいいのか……」

　途方に暮れたように、勇斗を見つめるリネーア。

　その瞳ひとみには精せい彩さいがなく、彼女には似合わぬどこか救いを求める卑ひ屈くつな光があった。

　ようやく勇斗は、リネーアが《角》を譲るといった意味を痛感する。

　彼女の心は、完全に折れていたのだ。

　自分が宗主パトリアークになるや、次々と《角》を衰退させる事件が起き、すっかり自信を失ってしまっていた。

　リネーアをここまで追おい詰つめ、彼女の築き上げてきた全てが木こっ端ぱ微み塵じんに打うち砕くだかれるきっかけを作ったのは、他でもない勇斗自身だった。

　本来であればつけいられる隙など微み塵じんもなく、《角》は《狼》に圧勝していたはずだった。そして長年の宿敵を滅ほろぼし、《角》の勢力を高めた名君として、リネーアはその勇名を近きん隣りんに轟とどろかしていたかもしれない。

　それだけの力が、彼女には確かにあった。

　戦術を上回る、戦略の力があった。

　だが、現実の結果は正反対だった。

　勇斗という常識の埒外な存在を敵に回したこと、それが決定的に彼女の運命の歯車を狂くるわせたのだ。

「ふ～～～～～～」

《狼》を守るためであり、勇斗に後こう悔かいはないが、良心の呵責はあった。今のリネーアはとても見ていられない。

　長い溜息とともに、勇斗は天井を見上げ、ポツリと言った。

「ちっと昔話をしようか。あるどうしようもないクソガキの話だ」

「え？」

「そいつはさ、この世界にはない知識をいっぱい持っててさ、みんながすげえすげえって褒ほめてくれた。それまで役立たずって見下していた奴やつらが揃そろって掌てのひら返したようにチヤホヤしてくるんだ、すっげえ気持よくてさ、そいつはすっかりのぼせ上がっちまった。はっ、自分で考えついたわけでもねえ借り物の力のおかげであって、そいつ自身がすげえわけじゃ全然ないのに、な」

「それって……もしや……」

　さすがに誰のことか勘かん付づいたのだろう。目で問いかけてくるリネーアに、勇斗はふっと自じ嘲ちよう混まじりの笑みで答える。

「もう増長しまくりでさぁ、知識を持ってる自分が絶対に正しいと信じて疑わず、忠告を嫉しつ妬とだと鼻で笑って……まあ、そんな舞い上がった馬ば鹿かの末路は、お決まりだ。知識通りにしたから大丈夫って油断して、大失態をやらかした」

　言っていて、自分の馬鹿さ加減に呆あきれてしまう。調子に乗ってアホなことをしたせいで故郷に帰れなくなったというのに、学習しないにもほどがある。

　ここから先の話をするのは、精神的にかなりつらかった。

「本来なら報むくいを受けるべきなのは、その救いようのねえ馬鹿のはずだった。けど、そうはならなかった。死んだのは、そいつが役立たずの頃から面めん倒どうを見て、いつも諌いさめてくれてたひとだった。すっげえいいひとだった。なのにその馬鹿をかばって、な」

　脳裏にその時の光景がフラッシュバックし、ぎりっと奥おく歯ばを食いしばって堪える。

　先さき程ほどぶつけまくった頭よりも痛く、胸が疼うずいた。

　それが収まるのを待って、勇斗は肩の力を抜ぬいて言う。

「今のお前と一いつ緒しよさ。つくづく自分の身の程ってやつを思い知ったよ。自分を責めて責めて責めまくった。けどな、重要なのはそっからどうするか、だ」

　託されたものを想い、勇斗は拳を握り締めた。

　あの時は本当に切せつ羽ぱ詰つまっていて、いつまでもへこたれてなんていられなかった。それが逆に良かったのだろうと今は思う。

　苦い経験から得た教訓を胸に、ただがむしゃらに前に進むことができたから。

「『百ひやく錬れん成せい鋼こう』。俺の国の言葉でな、いくたびも心身を鍛たん錬れんすることによって、はじめて立派な人物になるって意味だ」

　今の勇斗の座右の銘めいである。

　まだまだ勇斗は子どもだ。経験が圧あつ倒とう的てきに足りない。だが、宗主パトリアークである勇斗の双そう肩けんには、多くの民たみの命がかかっている。甘えた事は言っていられない。

　だから慢まん心しんなどせず鍛え続けるのだ。学び、蓄たくわえるのだ。

　自分自身の力を。

　二一世紀の知識など所しよ詮せんは借り物チートだと常に自戒して。もう二度と調子に乗って同じ過ちを繰り返さぬために。

「実際、俺の知ってる歴史を見ても、歴史に名を残すような大人物で、一度も失敗してねえなんてヤツはまずいねえよ。特に漢って国を興した劉邦ってのがすげえな。同じ相手に七二回も負けても諦めず、最後には勝って天下を取っちまった」

　誰だって失敗などしたくない。自分の失敗で誰かが死ぬなど耐たえられない。心優しいリネーアなら、なおさらだろう。

　それでも勇斗は心を鬼にして叱咤する。

「なあ、リネーア。お前もここが正念場だ。たったの一度の失敗で、折れて終わっちまうのか？　まだ一錬も済んでねえじゃねえか。本当の強さを手に入れるのは、まさにこっからだろうが！」

「それは……でも……」

　リネーアの瞳が、迷いを表すように揺らめいた。

　彼女とて、本心では自分の手で守りたくて仕方がないのだ。そうでなければ、これまでずっと努力し、若くしてこれほどの力を身につけるなどできなかったはずだ。

「ボクは本当に強くなれますか？　《角》のみんなを守れる力を手に入れられますか!?」

　一度砕けた自信は、折れた心は、容易には元には戻らない。

　すでに彼女はもう、自らの力を楽観視できない。

　だがだからこそ、強くなれる。

「お前ならきっとなれるさ。俺なんかよりよっぽど才能あるからな」

　絶対の自信を持って、勇斗は力強く頷うなずく。

　古代ギリシャの大哲人ソクラテスは、『唯一の真の英知とは、自分が無知であることを知ることにある』『真の賢者は己の愚を知る者なり』など、自らの愚かさを知ることの重要性を語った言葉をいくつも残している。

　昔読んだ漫画に出てきたバスケ監督も、『下手くその上級者への道のりは己が下手さを知りて一歩目』と語っている。

　他にも探せばこの手の言葉は山ほどある。

　昔はあまりピンとこなかった。結局は才能だろう、と。だが、挫折を乗り越えた今なら勇斗もわかる。

　甘い幻想は心をとろかし蝕む。自分の未熟さや弱さを心から認めることは容易ではない。

　だが、本当の強さとは、本当の向上心とは、その厳しく辛い現実を受け入れ、それでもなお立ち向かった者だけが得られるものなのだ！

　口にするのはさすがに憚られるが、彼女は相手が悪かっただけだ。このギムレーの街を見る限り、宗主パトリアークとしての能力は相当に高い。

　挫折から這い上がればさらに大きく力をつけ、誰もが認める立派な宗主パトリアークになることは疑いようもなかった。

　ポンとリネーアの頭に手を置き、勇斗は小さく笑う。

「まあ、安心しろよ。この世界にいる間は、手伝えることは手伝ってやっから。可愛かわいい妹分だし、な。ゆっくり一歩一歩、強くなればいいさ」

「……はいっ！」

　ぽろぽろとその双眸から涙なみだをこぼしつつも、リネーアはこくりと力強く頷く。

　これで完全に立ち直ったとは、勇斗も思わない。

　結局のところ、自分の心を救えるのは自分だけだ。勇斗にできるのはそのきっかけを与あたえることまでである。またそのきっかけを活かすも殺すも、その人次し第だいだ。

　だがなんとなく、底は抜けたような気はした。

「……兄上、何事もすぐに諦めちゃ、駄目ですよね」

　ふと、真摯な目で見つめられた。

　彼女に嘘はつかない。そう勇斗は決めた。だから正直に答える。

「そうだな。時には諦めることも大事だけど、すぐには駄目だと思う」

「ですよね！　だからやっぱりボク、兄上のこと諦めません！」

「はぁっ!?」

　勇斗は思わず素すっ頓とん狂きような声をあげる。出来ないとあれほどはっきりしっかりと真摯に言ったはずなのに、今さら話を蒸し返されては当然だろう。

「ちょっ、待て！　だから俺は帰らなくちゃいけなくてな！　《角》の宗主パトリアークなんかできないって……」

「はい。それはわかっております。もう兄上に《角》を任せるなどと申すつもりはございません。ボクが、守っていきます。でも、それとボクが兄上のことをお慕い申し上げていることは、話が別です。というか今のお話を訊きいて、ますます想いが深まりました！」

「いや、けどそれも俺、好きなヤツがいるって言った、よな？」

「はい、存じております。だから、諦めないと申しました。七二度負けようと、最後に勝てばいいのでしょう!?　今のボクではまだまだ器量不足は否めませぬが、もっともっと女を磨き、必ずや兄上の心を射止め、その女性から奪ってみせます！」

「え、え～っと……」

　二の句が継げず、勇斗の口から言葉にならない呻うめきが漏もれる。

　いったいどうしてこうなった？

　自分はいったいどこで道を間ま違ちがえたのだろう？

「ご歓かん談だんのところ、申し訳ございません」

「うわっ！」「きゃっ！」

　唐とう突とつに生じた第三者の声に、勇斗とリネーアは思わず驚きの声をあげた。

　こんな夜中に、まさか声をかけられるとは思ってもいなかったのもあるが、少々内容が艶やかだったせいもある。

「ク、クリスティーナか、どうした？」

　声には聞き覚えがあった。ドアの向こうに勇斗は声をかける。

　そういえば《蹄ひづめ》の襲来も、今回のように夜半に慌あわただしくもたらされたことを思い出す。あまりいい予感はしなかった。

「急ぎ伝えねばならぬことがございまして」

「そうか、じゃあ入ってくれ」

「えっ、ちょ、待っ、兄上!?」

　あっさりと入室を許可した勇斗とは対照的に慌てた声を上げるリネーア。

　そこではっと気づく。彼かの女じよが一糸まとわぬ姿のままだということに！

　すっかり話に夢中になり、また闇でほとんど見えなかったせいもあり、そのことをすっかり忘れていた勇斗だった。

　キィッとドアが開き、クリスティーナはクスリと微ほほ笑えむ。

「おや、まあ。お楽しみ中でしたか？」

「ちげーよ。で、なんだよ？」

　わかっていながら言うクリスティーナに勇斗はげんなりと答えつつ、ぶっきらぼうに問う。

　クリスティーナはすっと笑みを消し、彼女には珍めずらしくわずかの茶目っ気も混じらぬ真面目な声こわ色いろで、言った。

「《雷いかずち》が戦いくさの準備を始めております」

　一難去ったと思えばまた一難である。

　今日はとことん厄日のようだった。
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「さて、詳くわしい話を聞かせてもらおうか」

　勇ゆう斗とは机に両肘をついて手を組み、向かいに座すわるクリスティーナを見つめる。

　会食に使っている広間には、この城じよう砦さいの主オロフや勇斗の副官のフェリシア、《角》の宗主パトリアークリネーアと揃っている。

　尚なお、アルベルティーナもこの場にはいるが、すでに椅い子すに座ったまま船を漕いでいた。心身ともにお子様である彼女には起きているのが難しい時間ではある。

　彼女とクリスティーナが揃うと話が脱線するのは目に見えていたので、勇斗はそのまま話を進めることにした。

　英断である。

「はい、この視察の間、ワタシは街をいろいろ見て回り、情報を集めておりました」

「抜け目ねえなぁ」

　勇斗は思わず肩かたをすくめる。

　もっとも半分はポーズだ。彼女がギムレーの情報を探っているのは勘付いていた。

　ここなら《爪》から距離的にも遠い。何らかの理由――例えば勇斗が帰き還かんし盃が一度水になるとか――から将来、《狼おおかみ》と《爪》の関係が悪化したとしても、その情報が悪用される可能性はほぼない。

　あるとすればギムレーの住民を煽動して一いつ斉せい蜂ほう起きさせて背後を突くといったところだが、さすがに視察の短い期間では不可能だ。

　なのでとりあえず思う存分泳がし、忠誠や能力を確かめる腹積もりだったのだ。結果、上がってきたのはあまり望ましい情報ではなかったが、耳に届かないよりはるかにマシである。

「特に酒場などは情報の宝庫ですね。酒を呑んで気分も良くなれば、口の滑りもなめらかになりますし。で、交易商人が話していたのですが、どうも《雷いかずち》の族都ビルスキルニルで錫すずの需要がかなり増えているとのことです。多少値が張っても構わず買っていくほどなんだとか」

「錫……青銅か」

　ハッと勇斗が顔を上げる。

　銅は錫を少量加えることで青銅となり、硬さが格段に増す。未いまだ鉄文化が浸しん透とうしていないユグドラシルにおいては、この青銅が武具の材料として一いつ般ぱん的てきだ。

　だが、錫はかなり希少な金属であり、産地も限られた。それが《雷》の族都で大量に求められているということは、すなわち戦の準備をしている可能性が極きわめて高い。

「しかし、それだけでは攻せめる対象がうちとは限らないだろう？」

《雷》は領土も広大で、かなり多くの国と国境を面している。北を向けば《蹄》と《角》、南にもいくつかの国があると聞いている。

「東の方から来た交易商人にそれとなく世間話を装よそおって情報を得ようとしている節が、役人にあったとか」

　地図を見る限り、《雷》の東にあるのは《狼》だ。

「なるほど、そりゃきな臭えわ」

　思わず勇斗の口から苦く笑しようが漏れる。

　役人たちはしっかり意図を隠せたつもりだったのだろうが、相手は生き馬の目を抜く商人である。腹芸では何枚も上手でありバレバレだったというわけだ。

　今後、何か探りをいれていることが相手にバレたくない時は、素直に袖の下を握らせるとしようとひっそりと誓う。今回のように、情報は時に純金にも優る価値がある。

「というわけでユウト様。ワタシを《雷》に向かわせて頂けます？」

「むぅ……」

　勇斗は眉まゆを寄せ、眉間にしわを作った。

　確かに今、《雷》の情報は喉から手が出るほど欲ほしいところだ。勿もち論ろん、勇斗とて交易商人に化けさせた間者を《雷》へと送り情報収集は絶えず行っている。

　だが、このクリスティーナという少女ほど優秀な間者は記き憶おくにない。風を操る力により盗み聞きは出来るし、気配を殺す術も持っている。

　なにより、彼女は頭がキレる。情報というものは複合し分析することで見えてくるものこそ価値がある。先程のクリスティーナが錫の需要から戦の気配を読み取ったように。

　識字率一％以下のこの世界では、彼女の力はズバ抜けているとしか言いようがなかった。

　だからこそ勇斗は欲したわけだが……

　まじまじとクリスティーナの身体を見下ろす。

「いやん♪」

　表情一つ変えずにクリスティーナは身体をくねらせていたが、とりあえず無視。

　子どもである。非常に小生意気なところがあるにはあるが、見た目に限れば実に幼いた気いけな子どもであった。

「さすがに敵地に送り出すのは、なぁ」

　万が一にも死なれては、寝覚めが悪すぎる。

　勿論、ジークルーネなどが死んでも、勇斗はショックでみっともないほど狼狽えるだろうとは思うが、彼女は勇斗の為ため、ひいては《狼》の為、命を賭かけて戦うと盃に誓った生粋の武人だ。『最も強き銀狼マーナガルム』の称しよう号ごうを持つ最強の戦士だ。

　行かないで欲しいなど彼女に対して失礼だし、その誇ほこりを傷つけるだけである。

　しかし、《爪》の双ふた子ごとは盃も交かわしているわけではなく、いわば《爪》からのお客人である。無む茶ちやはさせられなかった。

「やっぱり危険すぎるっつーか……」

「危険？　ふふっ」

　クリスティーナは妖よう艶えんな笑みをこぼし、唐突に姉が座る椅子を蹴り払う。

「はわっ!?」

　寝ているところにいきなり衝撃とともに椅子が傾いたのである。アルベルティーナは間ま抜ぬけな声とともに為す術なく地面に転がる――

　――かと思われたが、くるっと空中で体を回転させ、四肢で見事に着地を決める。まさしく猫ねこのような身軽な身のこなしに、勇斗は目を瞠る。

「じ、地じ震しん!?　いったい何が!?」

　きょろきょろと辺りを見回すアルベルティーナを見下ろして、双子の妹は言う。

「アル姉、そこのオロフ殿を生け捕りにしてください」

「へ？」「は？」

　アルベルティーナと、そして唐突に話を振られたオロフが、揃って目を丸くする。

「クリスティーナ殿、いきなり何を？」

「で、でもこの人、《狼》の人じゃ？」

「いいからやってください」

「はいぃっ！」

　よほど何かトラウマでもあるらしい。声を低めたクリスティーナに、アルベルティーナはぶるるっと身体を震ふるわせ、そして消えた。

「なっ!?」

　オロフの驚おどろきの声に、勇斗は思わず彼かれのほうを振り返り、驚きよう愕がくする。いつのまにやらアルベルティーナが彼の背後に回り込み、その喉のど元もとに短剣を突つきつけていたのだ。

　オロフとて《狼》の序列四位まで上り詰めた男である。幾いく度どとなく戦場も経験し、武功を上げている。その彼にわずかの抵てい抗こうさえさせる暇いとまを与えなかった。

　確かに多少の油断はあったに違いない。だが一方で生け捕りにしろと前もって宣言され警けい戒かいする猶ゆう予よは十分、与えられている。差し引きゼロといったところだろう。

　敏捷性はジークルーネすら凌駕しているかもしれない。勇斗には視界に収めることすら敵かなわない、神速の動きであった。

「もういいですよ、アル姉」

　静寂に包まれる室内で、クリスティーナの言葉だけが朗々と響く。

　即そく座ざにアルベルティーナがパッとオロフから短剣を引き、彼にペコペコと頭を下げている。

　謝罪を受けるオロフの顔は、これ以上ないほど青ざめ引きつっていた。

「まあ、至って非力なので戦場での槍働きには向きませんが、町中での白兵戦ならうちの姉に勝てる人はそうそうおりませんよ？」

「……首が繋がっていることを、俺おれは今、心の底から天に感謝したよ」

　勇斗はこの双子の恐おそろしさを痛感していた。

　容姿と天てん真しん爛らん漫まんさに完全に騙だまされていた。

　妹が生粋の間者なら、この姉は天性の暗殺者だ。

「ふふっ、さすがにユウト様の首を取るのは無理でした。フェリシア殿が絶えず付いておられますし、他ほかにも宮きゆう殿でんには恐ろしい人が何人かいらっしゃいましたし」

「過去形かよ。おっとろしい双子だぜ」

　勇斗は首元を押さえ、安あん堵どの吐と息いきをこぼさずにはいられなかった。

　確かに《狼》と《爪》は、つい最近まで戦の状態だったのだ。宗主パトリアークである勇斗の首を狙わなかったほうが不自然だ。

　歴史を紐解いてみると、内部の権力争いはともかく、外部の者が王の暗殺に成功したという話はまず聞かない。

　実際のところ、警戒厳重、しかも戦時で気を張っている衛兵たちの目をすり抜けて宗主パトリアークの寝所にまで忍び込むというのはこの双子をもってしてもさすがに困難だったのだろう。

　とは言え、街に忍び込むぐらいは容易いはずだし、万が一見つかったところで街の衛兵程度から逃れることはこの双子なら造作もないに違いない。

「ふふっ、だから言ったじゃありませんか。わたしたち双子が厄やつ介かい払ばらいだなんて、ここまでの侮ぶ辱じよくを受けたのは生まれて初めてです、っとね？」







　翌朝、勇斗は慌ただしくギムレーを出立する準備を進めていた。

　一刻も早くイアールンヴィズに戻らねばならなかった。だがその前にやらねばならないことが多々あった。

　すでにフェリシアには書簡をしたためさせ、朝一番にイアールンヴィズのヨルゲンに向けて伝書鳩を飛ばしてある。

　伝書鳩の歴史は意外と古い。紀元前五〇〇〇年頃ごろのシュメールの粘ねん土ど板ばんにもその使用をうかがわせる記述があるという。そして、実に一九世紀半ば、ファックスが発明されるまでずっと最速の通信手段であり続けた。

　もっともユグドラシルの現状は、脚に植物の蔓を巻きつけるなどして、それを記号に非常に簡易な情報を送るだけに留まっている。

　粘土板を運ばせるなどというのはさすがに難しいからだ。ゆえにさほど重要視されておらず、鳩が飼育されているのはもっぱら食用だ。

　だが、紙があれば詳細な文章を送ることができる。伝書鳩の速度は巡航速度で五〇ｋｍから七〇ｋｍ。本日中に届くだろう。馬で運ぶよりはるかに速い。

　今現在、ユグドラシルでは《狼》だけが持つ高速の通信手段であった。《雷いかずち》へと向かった双子にも数羽持たせてある。

　もっとも鳩の帰巣率は六〇％あたりだそうなので、連れん絡らくを送れるのは万全を期すなら一度きりだ。だが、あの双子の妹が判断を見誤ることはないと勇斗は信じる。

「兄上、ボクも挙兵の準備をするため、フォールクヴァングに戻ろうかと思います」

　オロフに今後の指示を言い含めていたところに、リネーアが現れ言う。

　その声は凛り々りしく、瞳には克己の光がある。一晩寝ねて、いろいろ振っ切れたのだろう。

「《蹄》との戦いの恩、わずかばかりですが返させていただきたいと思います！」

　兄の危機に、ヘタレてなどいられないと心を奮い立たせてもくれたようだった。有難いことである。

「うん、たの……」

　頷きかけて、勇斗は口元を押おさえて考え込む。

　しばらくして彼の口から誰だれに言うでもない独り言が漏れ出す。

「小麦の収しゆう穫かくはもう終わっているし、そこにこの地形とくれば……うん、念には念をいれといたほうがいい、な」

「兄上？」

　一点を見つめ、動こうとしない勇斗にリネーアが訝いぶかしげに声をかけるや、ガバッと彼女のほうを振ふり向むく。

「リネーア、兵を集めるのはラスムスに任せろ。お前には別のことを頼たのみたい。本来は他氏族の宗主パトリアークにお願いすることじゃないんだが……お前にしかできないことなんだ」

「ボクにしか、ですか？」

「ああ」

　勇斗はガシッとリネーアの両りよう肩かたを掴つかむ。

　リネーアが顔を真っ赤にして勇斗から視線を逸らすが、興奮している勇斗は気づかない。

　ますます顔を寄せ、真しん摯しな瞳で彼女を見つめ、熱っぽく語る。

「他の誰でもなく、お前だから頼むんだ！」







　クリスティーナからもたらされた《雷いかずち》の情報が正しかったことが裏付けられたのは、勇斗がイアールンヴィズに戻ってさらに三日後のことである。

　勇斗が今、謁えつ見けんの間で接しているのは、四〇ぐらいの中年の男である。灰色の毛皮を身につけている。見たところどうも狼のものと思われた。

「さて、どのような用件かな、《雷》の使者殿」

　頬ほお杖づえを突きつつ、勇斗は尊大な態度を作って訊く。

　使者の表情は硬く、その顔色は青ざめている。しかしその瞳には迷いの色はなく、悲壮な覚かく悟ごに満ちていた。

　一度唇くちびるを舌で濡らしてから、絞り出すような声で言う。

「我わが宗主パトリアークより、書簡を預かってきております」

「あ……ステインソール殿から？」

　ついいつもの呼び名あの馬鹿が口が滑りそうになり、慌てて勇斗は言い直す。

　さすがに《雷》の人間の前でその宗主パトリアークを馬鹿呼ばわりをするわけにはいかない。

「フェリシア」

「はっ」

　勇斗が顎あごで指示すると、しずしずと作法に従ってかしこまりつつフェリシアは使者より書簡を受け取り、勇斗の元へと戻り書簡に目を通し、驚きに目をみはる。

「どうした、なんて書いてある？」

「……そのまま読み上げます。『《狼》が宗主パトリアークユウト殿に伝えよ。我《雷》が宗主パトリアークステインソールが言う。貴殿が討うち取とった《蹄》が宗主パトリアークユングヴィは、我の飲み分けの兄弟であり、また、我が最愛の妻の実の父でもある。我ら夫ふう婦ふの心は今、その悲しみで張はり裂さけんばかりだ。即刻、《狼》へと攻め入り貴殿の首を斬り落とし我が敬愛する義父の墓前に添えたいところであるが、我が《雷》は無む駄だな争いを望まぬ。貴殿ら《狼》にわずかでも反省と謝罪の意があるならば、即刻ギムレーの街を我ら《雷》に差し出せ。断るなら容赦はしない』……以上です」

「無茶を言うにも程がある！　そんな要求呑めるわけがなかろう！」

「先に《角》に攻め込んできたのは《蹄》のほうだぞ!?　親おや父じ殿どのは兄きよう妹だいの盃に従い兵を出したにすぎぬ。そもそも生き死には戦の常。なんら責められる謂れはない！」

　勇斗が口を開くより先に、その場に同席していたジークルーネと若頭かしらのヨルゲンが激げき昂こうした。

　実際、二人が怒るのも当然で、この文面はあまりに一方的で、かつ無礼極まりない代物であった。はっきり言えばあからさまに喧けん嘩かを売っている。

　しかし勇斗はあえて神しん妙みように、その表情に痛切をにじませて見せる。

「ふむ、ステインソール殿のお怒いかり、確かにごもっともだ。ギムレーは我が《狼》にとって極めて重要な地であるが、さりとて勇猛果敢で知られる《雷》と矛を交えるのもなんとしても避さけたいところ。少し考える時間を頂きたい」

「親父殿!?」「父上!?」「お兄様!?」

　勇斗の言葉に、ぎょっと信じられないという面おも持もちで振り返ってくる子弟たち。彼らを意味ありげな視線で制し、勇斗は使者ににんまりと微笑む。

「使者殿も長旅お疲れであろう。部屋を用意するゆえしばらくイアールンヴィズに逗とう留りゆうするといい。ここの砂利なしパンは絶品だぞ？　また山の幸が実に豊富だ。歓待するゆえ心ゆくまでそれらを堪かん能のうしてくれ」







「父上！　いったいどういうおつもりでございますか!?」

「そうです、ギムレーをあの獣けだものに差し出すなど、正気の沙さ汰たとは思えませぬ！」

　使者が退室するや、烈れつ火かのごとき勢いでジークルーネとヨルゲンが詰め寄ってきて、勇斗は思わず肩をすくめフェリシアに目で救いを求めるも、彼女も説明を求めるように困こん惑わくの視線を返してきた。

　どうやら四面楚歌のようである。

「親父殿！　我らはなめられているのですぞ！」

　怒りが収まらないのか、ドンッとヨルゲンが壁かべに拳こぶしを叩たたきつけている。

　勇斗のいた現代日本に比べると、人々にかなり野蛮な気風が目立つユグドラシルであるが、ヨルゲンはその中ではかなり穏健派の部類である。

　その彼をしてさえこれなのだから、この場に他の《狼》の幹部たちがいたとしてもその反応は推して知るべしである。

　だが、肝心の勇斗は至って涼やかな顔で頷く。

「ああ、思いっきり喧嘩を売られてるな。けど、売られたからとて買ってやる必要もないだろう？」

　古今東西、戦には大義名分が必要不可欠だ。

　自分たちが正義で、相手が悪であると宣言することで兵の士気を高め、かつ周辺諸国に対しても自分たちの正当性をアピールできる。

　逆に言えば、相手に大義名分さえ与えなければ、相手はおいそれと攻め入ってくることはできない。

「なにを呑のん気きな！　ギムレーを譲ってなんになると言うのです!?　調子に乗って今度はこのイアールンヴィズも寄越せと言ってくるだけでありましょう！」

「まあ、そうだろうな」

　実際、マキャベリは『譲じよう歩ほに譲歩を重ねたところで相手は満足するわけでもなく、それどころか相手の敵意は、あなたへの敬意を失ったことによって、より露ろ骨こつになり、より多くを奪うばってやろうと思うようになるのがオチなのだ』と述べている。

「親父殿！」

　柳に風な態度が火に油を注いだのだろう、ヨルゲンが真っ赤な顔で叫さけぶ。

　勇斗はやれやれと手を振る。

「少し落ち着け。誰もやるとは言ってないだろう。俺はあくまで検討すると言っただけだ」

「そもそもどこに検討する必要がございますか！　使者の素っ首叩き斬って、送り返してやってもよいぐらいですぞ」

　実際、鎌倉時代には、元から送られてきた国書が無礼千万であると北条時宗が使者を斬り捨てているなど、歴史を紐解けば使者が切られた例は枚挙に暇がない。

　その後に起きた歴史的事実に想おもいを馳せ、勇斗は背もたれに体を預ける。

「おいおい、そんなことをすれば《雷いかずち》はすぐさま攻め入ってくるぞ」

　勇斗が《雷》に間者を紛れ込ませているのと同様、《雷》も交易商人か何かに化けさせて間者をもぐりこませているはずだ。使者が切られたという話を聞きつけるや、すかさず《雷》へと連絡が飛ぶことだろう。

「それこそ望むところでございます。いつから親父殿はそんな腰こし抜ぬけになられたのでございますか!?　ここまでコケにされ尻尾しつぽを振るなど《狼》男子の名折れでございますぞ！」

　興奮するヨルゲンに、勇斗は冷めた目を向ける。

　ヨルゲンは《狼》の若頭かしらである。大抵の人間は彼にへりくだり、礼儀正しく接する。そしてそれを無意識のうちに当然のことと思い込んでしまう。

　権力の毒はそうやってじわじわと心を蝕み、人を傲ごう慢まんにしていくのだ。

　無礼な態度が許せなくなる。怒りで周りが見えなくなる。権けん威いを守ることにしか目がいかなくなる。いわゆる権力者にはよくあることだった。

　だが、今の勇斗には、そんな虚栄心にこだわる甘あまさはない。

「こんなふざけた使者を送ってくるぐらいだ。あっちはすでに戦の準備が整ったということだろ。こっちはまだ始めたばかりなんだけど、な？」

「うっ！」

　ヨルゲンが押し黙った。ようやっと頭に昇っていた血が降りたようである。

　戦というものは普ふ通つう、相応の準備期間を要するものだ。

　確かに《蹄》との戦いにおいては取るものも取りあえず軍勢を整え出立しはしたが、やはり兵数をかき集めるには限度があった。しかもかなり無茶な強行軍で、フォールクヴァングに到とう着ちやくした頃ころには兵はすっかり疲弊し、とても戦える状態ではなかった。

　あの時は緊急時ゆえ仕方のない部分はあったが、出来うる限りそんな状態に陥おちいるのは避けるのが得策なのは疑う余地さえない。

「し、しかし、今いま頃ごろ、使者は部屋で親父殿をなんと腰抜けかとせせら笑っておりましょう。敬愛する父を馬鹿にされ、子としては黙ってなどおれませぬ！」

　ぐううっと歯ぎしりさえ滲ませるヨルゲンに、ジークルーネとフェリシアも同意とばかりに頷いている。

　二人とも気持ちはヨルゲンと同じなのだろう。

「その気持ちは有難いが、堪えろ。もうすでに戦は始まっている。兵は詭道なり。騙されてくれてるならけっこうなことだろう？　いくらでも笑わせておいてやれ。それで時間が稼げるのなら安いもんだ」

　そう、今は何よりも時間が必要だった。勇斗の面子が潰れるぐらいでそれが買えるというのなら、彼の心境的には、バーゲンセールで叩き売りたいぐらいである。

「若頭かしらは使者の接待を頼む。むしろひたすら持ち上げろ。使者に俺の直じか盃さかずきも匂わせて構わん。今まで味わったことがないぐらい楽しく気分のいい想いをさせてやれ」

　指示を出しつつ、勇斗は《雷》の使者の顔を思い出していた。

　あれは死を覚悟した者の瞳ひとみだった。《雷》の大義名分を作るために死ぬことが任務なのだ。おそらく家族の安あん泰たいな生活などを保障され国の礎いしずえとなれるなら、といったところか。

　そういう人間は苦痛や恐きよう怖ふに対する覚悟は決めてきているだろうが、さすがに甘美な誘惑への対処は想定していないだろう。

　片や死を命じた者、片や温かく厚遇してくれる者、心が傾かない人間はなかなかいない。

「せいぜい腑ふ抜ぬけて、忠誠心と任務を忘れてもらうとしよう。あわよくば《雷》の情報も頂いておきたいところだし、な」

　ニヤリとあくどくほくそ笑む勇斗。

　彼はすでに二年前の向こう見ずな少年ではない。戦乱のユグドラシルを生き抜く硬軟織り交ぜたしたたかさを身につけていた。

「ああ、挑ちよう発はつしてくることも考えられるから、そん時はちゃんと我が慢まんしてにこやかに振る舞うこと」

　ヨルゲンは基本的には温厚で心配はないと思ったのだが、一応、先の書簡の内容にはキレていたので念を押しておく。

「フェリシア、街にそれとなく俺がステインソールあの馬鹿と兄弟の盃さかずきを交わしたがっているという噂うわさを流せ。正直、虫酸が走るが間者を油断させるためには仕方ねえ」

「は、はいっ！」

「あとは、そうだな、軍を集結させる日と同時に街道を封鎖する手はずを整えろ。間者が《雷》に戻もどるのを少しでも遅らせるんだ」

「りょ、了解しました」

「まあ、これで多少の猶予を作れるだろうが、急がなくちゃならないことに変わりはないな。そう遠くない内にあの馬鹿も痺しびれを切らすだろうし。さて他には……」

「……親父殿、おいくつであらせられましたかな？　確かまだ十の半ばだったかと記憶しておりますが」

　トントンと指で机を叩きつつ考えこむ勇斗に、ヨルゲンがなんとも神妙な顔で問うてきた。

　なぜ今そんなことを、と不思議に思ったが、勇斗は答える。

「先月一六になったばっかだよ。あー、ユグドラシルここだと一七なんだっけ？」

「まだ私の半分も生きておられないのに、どのような経験を積めばそのような百戦錬磨の老獪さが身に付くのか、後進の育成のためぜひご教授願えませぬか」

　ヨルゲンはやれやれと首を振りつつ、溜ため息いきまじりに言う。

　勇斗は思わず苦笑する。まったくこちらの世界の人間は、こんな子どもをすぐ持ち上げちやほやしようとしてくる。

　実に教育によろしくない。一度は道を踏み外しかけた。

　だから勇斗は自戒を込めて言うのだ。

「まあ、いろいろとチートしてるから、な」







　空に浮うかぶ月と松明たいまつだけが、足元を照らしていた。

　一歩一歩、階段を踏みしめつつ、覚悟を決めていく。

　頂上に辿り着くや腰こし掛かけ空を見上げ、通話ボタンを押す。

「もしもし、美み月つきか？」

『……勇くん声が暗いよ。何かあったの？』

　さすがは物心つく前から一いつ緒しよに遊んできた幼おさ馴なな染じみである。電話越しでさえ、わずかな声のトーンの違ちがいから察するものがあるらしかった。

　勇斗は思わず苦笑せずにはいられなかった。違う世界にいるというのに、彼女には隠かくし事ごとが出来ない。

「戦いに行かなくちゃいけなくなった」

『…………そっか。止めても無駄、なんだよね？』

　きっと色々と言いたいことがあることは、長い沈ちん黙もくからも明らかだった。だがそれらを言わずに留とどめたのは、勇斗の声から彼の決意が固いことを読み取ったからだろう。

「いつも心配ばっかりかけて、悪いな」

『男の人は勝手だね。振り回されて泣くのはいつだって女のほう。これ真理だね』

「ごめん」

『ううん、いいよ。今のはただのイヤミ。あたしも勇くんに嫌いやな想いさせたから今回はこれでチャラ』

　チャラというには勇斗の借り分が多すぎる気がした。

　納なつ得とくなど全くしていないだろうに、それでも勇斗の罪悪感を消そうとしてくれている。その心意気が胸に染みた。

　グッとスマートフォンを握にぎる手に、力が入る。

「うん、ありがと。いつも済まねえな」

『それは言わない約束だよ、おとっつぁん。……ちゃんと、生きて帰ってきてね？　それも約束、だからね？』

「ああ。約束だ」

　彼女に見えないとわかっていても、勇斗は左手の小指を立てて改めて次の戦いの勝利を心に誓う。

　クリスティーナから《雷》軍がビルスキルニルを出立したとの報が届き、勇斗が満を持して出兵したのはその一週間後のことだった。
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ACT 5







「御おや館かた様さま、こんな夜分に何用でございましょう？」

「ん、まあ、座れ」

「はっ！」

　スカーヴィズが無愛想極まりない顔で片かた膝ひざをついてかしこまった。楽にしていいという意味だったのだが、この男らしいと勇ゆう斗とは苦笑する。

　ここはギムレーの程近く、エーリヴァーガル川ほとりの集落である。勇斗率いる《狼》軍は今夜はこの集落を拠きよ点てんに陣を張り、行軍の疲つかれを取っていた。

　集落の中央にある他のものより大きな家が、勇斗の今日の宿である。

　大きいといっても日ひ干ぼし煉れん瓦がで作った家はなんとも貧相で、中もかなり土っぽい。現代人の感覚ではほとんど廃墟も同然である。

　それでも野宿している一般の兵士たちに比べれば、随ずい分ぶんとマシである。贅沢を言ってはバチが当たるというものだった。

「さすがにここでは俺の仕事はなさそうですな」

　世間話でもするように、スカーヴィズが自じ嘲ちようの笑えみをこぼす。

「そりゃ無人だからな。リネーアが上う手まくやってくれたらしい」

「ふむ、《角》の宗主パトリアークが、ですか」

「ああ、国境沿いだ。勿論《雷いかずち》に領内を荒あらさせるつもりは毛頭ないが、万が一に備え、避難はさせとかねえと、な」

　敵国に攻め入れば略りやく奪だつし尽くすのがユグドラシルでの戦いくさの習いである。

　だから勇斗には、宗主パトリアークとして領内の民たみを守る義務があった。

　とは言え、この辺りは元々《角》の領地である。まだ《狼》の支配に馴染んでいるとは言い難い。

　支配者面していきなり乗り込んできて「これから戦をするからとっととこの村から避難して他所へ行け」と言っても、素す直なおに言うことを聞いてくれるかどうか怪しいし、反感も買うだろう。

　そこへ行くとリネーアはこの土地で慕したわれていたし、この辺りの集落にも詳しい。なにより計画の立て方とそれを実行に移すのが極めて上手い。彼かの女じよならばしっかり避難先を確保し、飢えさせない手はずを整えてくれるだろう。

　まさに適材適所であった。

「とりあえず、ほれ」

　勇斗は痩身の男の前にドカッと胡座をかき、銀製の盃を手渡す。そしてフェリシアに手配させたワインをトクトクと注いでいく。

　陰気で不吉な男が、ニヤリと楽しげに笑みをこぼした。

「これはこれは。御館様から直々に一献頂けるとは」

「お前には本当に感謝してるんだ。これぐらいはさせてくれ」

「感謝されるようなことをした覚えはございませぬが、頂きましょう。うん、美う味まい」

　スカーヴィズはぐいっと一息にあおり、本当に美味しそうに身体を小刻みに震わせる。

　この男が大の酒好きだということを、勇斗はよく知っていた。中でもこのワインが特にお気に入りだということも。

「で、ここに来るまで何人斬った？」

　覚悟を決めて、勇斗は本題を切り出す。

「三人です。やはりこれだけの人数となりますと馬鹿はどうしても出ますな」

　今の《狼》の軍の総数は、《角》や《爪つめ》からの増援もあり五〇〇〇を数える。

　これまでの躍進に加え、大国《蹄ひづめ》を打ち破ったことが決定打となったのだろう、ここ一ヶ月でユグドラシル各地から腕うでに覚えのある者たちが、士官を求めて《狼おおかみ》に流れてきていた。

　そういう者の中にはやはりならず者としか言いようのない輩やからも少なくなかった。ただでさえこれから戦に行くのだと戦意を高めてもいる。駐留先の村々で揉め事が発生するのは仕方がないことではあった。

「済まないな、仲間を斬きる嫌な役を押し付けて」

　そう、仕方ないことではある。ゼロには出来ない。

　だが、減らすことは出来た。

　そのためには、軍令に背けば厳げん罰ばつがあるという認にん識しきを広く徹底させる必要があった。

　一罰百戒という言葉がある。一人の罪や過失を罰することで、他の多くの人々が同じような過失や罪を犯さないよう戒めとするという意味だ。

　誰も昨日までの仲間を殺したくなどない。だが、誰かがやらねばならないことであった。

　特に今は、これから《雷》と戦いに行くのである。上からの命令に背いてはいけないということを徹底させねば、勝てる戦も勝てなくなる。甘い理想論は言っていられない。

　恨まれ疎まれ恐れられる。その役を買って出ているのが、スカーヴィズだった。

「御館様が謝ることなど一つとしてございませぬ。女子どもを手に掛ける阿呆を斬ることに何の痛切も感じはしませぬ。これは我が妻子への弔いなれば」

　齢三〇を越えた男である。一〇代での結けつ婚こんが当たり前のユグドラシルでは、妻子がいないほうが珍めずらしい。

　だが、今の彼は孤独ひとりだった。

　彼は自宅に押し入った賊により、最愛の妻とまだ八歳にすぎなかった息子を失っていた。

「本当は俺がやらなくちゃいけないのに……」

「御館様は《狼》の民にとって希望ひかりです。このような汚よごれ役は、俺のような日陰者が分相応というものですよ」

「いや、けどさ」

　わかっている。頭ではわかってはいるのだ。

　だからヨルゲンの子分が処刑された時、グッと堪えた。

　本当は、罵声を浴びるスカーヴィズを擁護したかった。責められるべきは本当は自分なのだと叫びたかった。称賛される自分に反吐が出そうで、すべてをぶちまけたかった。

　だがそれは、あくまで勇斗の自己満足だ。万民のため汚れ役を買って出たスカーヴィズの尊い決意をそんなくだらない理由で無駄にするわけにはいかなかった。

　それでもやはり、どうにも感情が受け付けない。自分だけ綺麗な場所にいて、他人に嫌な役を振るというのが我慢ならないのだ。

　宗主パトリアークならば、より多くの人間を幸せを目指さねばならない。これがその適材適所の配置であると理解はしていても、自分が許せないのだ。

「ふっ、その年で全すべてを背負い込まれますな。こういうことは大人に任せておけばいいのです」

　優やさしくそれでいてどこか懐かしげに、スカーヴィズは勇斗の顔を見つめ諭す。

　彼の息子が生きていれば、勇斗と同い年なのだと聞いている。勇斗を重ねている部分もあるのかもしれない。だが、それを訊きくのは野暮だった。

「御館様は御館様にしかできないことを。虎とらに勝てるのは獅し子しだけです。《狼》の民の笑顔をお守りくださいませ。それが俺にとっては何よりの肴となりまする」

「《雷》は八〇〇〇……《蹄》の時ほど兵力差はないけど、それでもこっちよりはるかに多い、か」

　クリスティーナからの情報だ。かなり正確な数字のはずである。今回もなかなか厳しい戦いになりそうだった。

　翌日、勇斗はエーリヴァーガル川を越え《雷》領へと軍を進めた。なんとか後手に回らず、領内に踏み込ませずに対処できたようである。

　とりあえず情報戦ではこちらの勝ちと言ったところか。

　丘を背に陣を構え英気を養いつつ、《雷》軍を待ち構える。

　二日後、《雷》軍が姿を現し、ここに《狼》と《雷》、二つの氏族の戦いの火蓋が切って落とされたのである。







　平地での合戦はまず弓矢の応酬から始まる。

　これを盾たてで防ぎつつ両軍は距きよ離りを詰つめ、もしくは迂回し、やがて白兵戦へともつれ込むのが戦の常であった。

「おい、なんであんな距離から矢が届くんだ？」

　ステインソールは本陣として築いた土塁の上に立ち、前線を見つめて首を傾かしげていた。

　風はこちらにとって追い風で、敵にとっては逆風となる。

　にもかかわらずあちらの矢だけこちらに届くのだ。実に摩訶不思議であった。

「《狼》の宗主パトリアークは怪しげな道具を多数用いると聞きます。その一つかと」

　傍らに立つ大柄な青年が畏まりつつ答える。

　厳しい顔つきには歴戦の風格が漂ただよっている。それでいてその瞳には知性を感じさせる落ち着きの色があった。

　彼の名はシャールヴィ。《歯を研ぐものタングリスニ》のルーンを持つエインヘリアルであり、ステインソールの腹心の参謀である。

「まあ細けえことはどうでもいい。盾で身を守りつつ前進しろ！」

　バッと前方に掌てのひらを突き出しつつ、ステインソールが叫ぶ。

　敵に一方的に攻こう撃げきされると言う状況では損害が増えるだけである。まずこちらの攻撃が届く位置までいかなくては勝負になるものもならない。

　飛ひ距きよ離りが多少あると言ってもたかが弓である。弓矢の応酬など両軍が接近し白兵戦が始まるまでの前哨戦に過ぎない。

　要はいつもよりちょっと長く矢の雨に晒される時間が延びただけであり、盾でしっかり身を守ればそれほど大した被ひ害がいはない、と高をくくっていたのだが――

「ぐあっ！」

「ぎゃあっ！」

　前線のほうからは次々と兵士たちの悲鳴が轟く。

「いったい何が起こった!?」

「て、敵の矢がこちらの盾を貫いてきます！」

「なにぃっ!?」

　物見の報告に、ステインソールは眉まゆをひそめる。

　ユグドラシルでは木製の盾を用いている氏族も多い中、《雷いかずち》では銅の産出が豊富なこともあり、兵士たちに青銅製の盾を装備させている。

　斧や槌などの重量のある武器による攻撃で砕けるというのならまだわからないでもないが、たかだか矢ごときが一体全体どういうことだというのか。

「……鉄です。《狼》は《蹄》との戦の折、兵たちに鉄の槍を持たせたとアレクシス様が申しておりました。まさか矢にまで用いているとは……」

　シャールヴィが渋じゆう面めんを作りつつ、忌いま々いましげに吐はき捨すてる。

「鉄っておま、まさかあいつら、あんな希少なもんバンバン射ってるってのか!?」

　思わず目を剥くステインソール。

　当然と言えば当然であろう。ユグドラシルにおいて鉄は、天から降ってくる隕石からのみ得られる、まさに神からの贈り物である。

　矢など所しよ詮せんは、消耗品である。金銀がかすむほどの価値があるというのに、それをこうも大盤振る舞いするなど正気の沙汰とは思えなかった。

「彼かれらにとっては別段希少なものではないのでしょう」

　シャールヴィの言葉はまさに正鵠を射ていた。

《狼》の領内では砂鉄がはっきり言って取り放題なのだ。比重の関係で砂鉄というものは川岸などに堆たい積せきし漂砂鉱床というものを形成する。

　この地球が出来て以来、手つかずの代物であり、そして山間の土地である《狼》では、製鉄作業に必要な木材も豊富にあった。

　ちゃんとした日本刀を造る分にはこういう川砂鉄よりも山砂鉄がいいのだが、兵士たち用の武装には十分すぎるほどだった。

《蹄》との戦いの時には急だったこと、そして《爪》《角》との戦い続きであったこともあって十分な数を揃えられなかったが、今回の戦では《狼》はしっかり用意して臨んでいたのである。

「ちぃぃっ！　今さら止まれるかっ！　見たところ何かしら小細工して威力と飛距離を上げているようだが、その分、矢が放たれてから次の矢がくるまでの間隔が長い。怯むな、今こそ突き進め！　速く！　もっと速くだ！」

　人は想定外の事が起きると頭の中が真っ白になる生き物である。並の将ならば敵の攻撃のあまりの威力に狼狽えパニックに陥っていたに違いない。

　しかしステインソールは連射がきかないという敵の弱点までこのわずかの間に看破し、いささかも迷うことなく苛烈に前に進むという決断を迅速に下していた。

　この辺りは若いとは言え、さすがに連戦連勝、わずか三年にして《雷》をヴァナヘイム北部一帯を治める雄へとのし上げた歴戦の将であった。

　だが、そんな彼をもってしても、この鉄の矢の斉射が《狼》にとって本当にただの小細工に過ぎないことまでは予想だにしていなかった。《雷》の兵はまさにここから《狼》軍の真の恐怖を味わうことになるのである。







「敵兵、怯むことなく突っ込んできます！」

「さすがは勇猛果敢で知られる《雷いかずち》兵だな。弩でも止まらないか」

　物見の報告に、勇斗は口元に手を当て、ふむと頷うなずく。

　弩とは紀元前五世紀には中国での戦せん闘とうに用いられていたという、横向きにした弓である。木製の台座の上に矢を置き、引き金を引く事によって矢を発射する。

　弦を張るのに手間と労力が掛かり、弓の達人が一分間に一〇本以上の矢が射られるのに対し、弩は二本がせいぜいといったところで連射性は極きわめて低い。

　ただし、飛距離と貫通力はこの時代の弓とは比べ物にならない。しかも鏃やじりは青銅ではなく、鉄である。その威力は速射性を補って余りある代物であった。

　さらに言えば、ユグドラシルでは兵士のほとんどは農民である。長期間の訓練を必要とする弓に比べ、誰が用いても威力が変わらず短時間の訓練で一定の命中精度が得られる弩はまさに彼らに打ってつけの、時代の数百年先を行く武器であった。

「よし、そろそろ頃合いか。弩隊を下がらせろ」

　見れば《雷》兵たちは鉄の矢の雨の中をなんとかくぐり抜ぬけ、あと少しで《狼》の軍をその射程に収めるまでに距離を詰めてきていた。

　必死に耐え忍んでようやくここまで到達した彼らには悪いが、これは多くの人間の生き死にの掛かった戦である。兵の命を預かる者として一いつ切さいの容赦をするわけにはいかなかった。

　すうっと大きく息を吸い込み、バッと手を広げて大だい喝かつする。

「長槍重装歩兵隊ファランクス、突撃っ！」

　勇斗の号令に従い、近衛兵たちがジャンジャンと銅鑼を鳴らし、本陣の旗を上げ下げさせる。

　これならば、遠くの味方にも即そく座ざに指示が伝わる。かつ音と視覚で同じ指示を出しているので、どちらか片方を聞き逃したり見逃したりしても、どちらか片方はしっかり届くという寸法だ。

　そして《狼》の兵たちは法の施行により、規律を守ることを徹底的に叩きこまれている。命令に対する反応の迅さ、統とう率そつした動きは、地味ではあるが、この時代にあっては卓抜していた。

「「「おおおおおおおおおっ!!」」」

　大音声で巻き起こる鬨の声とともに、長槍重装歩兵隊ファランクスが前進を開始し、瞬く間に《雷》の歩兵と真正面から激突する。

《狼》の兵士たちが持つ槍は、《雷》の兵士たちの持つそれの倍以上の長さだ。しかも鉄製である。

　これを一いつ斉せいに突き出せば、敵は避けることも防ぐことも、そしてこちらに攻撃を届かせる事もできない。まさに一方的な戦闘を行うことができる。

《爪》《角》《蹄》と三氏族を次々と打ち破る原動力となった《狼》のまさに常勝戦術であった。

　そして今回《雷》に対してもまた、多大な戦果を挙げていた。兵数では上回る《雷》がまるで相手にならない。《狼》の突撃の前に次々とその屍を晒さらしていく。

「……思ったほど手て応ごたえがない、な」

　勇斗は訝いぶかしげに眉をひそめる。

　苦戦することを半ば確信していただけに、あっさり行き過ぎていて少々拍子抜けといったところである。

　勇猛果敢と音に聞いていた《雷》兵だが、正直、先に戦った《蹄》の兵たちのほうが粘り強かったように感じた。

「それだけ我ら《狼》の力が増したということでは？」

「いや、それだけじゃない、な」

　フェリシアの言葉に勇斗はゆっくりと首を振ふる。

　確かに《蹄》の時より兵力差は少ない。《狼》の兵士たちも先の戦のように強行軍をせず、訓練も行き届いており、またしっかりと休養を取らせ英気も満タンだ。矢の数もあの時より充じゆう実じつしている。

　それほど万全を期して戦に臨んでいるのだから当然といえば当然なのだが、やはり手応えがあまりに違いすぎる。

《蹄》の兵たちは主の命にきびきびと従い、それは窮地にあってすら変わらないまさしく鉄の結束力を持っていた。翻ひるがえって《雷》の兵たちを見ると、弩の斉射や長槍の槍ぶすまにも果敢に突っ込んでくる勇猛さはまさに評判通りなのだが、どうにもまとまりに欠けているように思えて仕方ないのだ。

　そしてこれは多対多の戦である。どちらが脅きよう威いかは自明の理であった。

「まあ、ユングヴィのおっさんをむしろ褒めるべきか」

　自分が討ち破った、今は亡き一代で大国を築いた《蹄》の宗主パトリアークの名を口ずさむ。

　やはり彼は現代知識を操る勇斗にこそ敗れはしたものの、稀代の英えい雄ゆうだったのだろう。

　個人の武勇はともかく将として、円熟の域にあったユングヴィより、まだ若いステインソールが格段に劣っていた。

　ただそれだけのこと――

「……なわけねえよな」

　どうにも嫌な予感が止まらなかった。

　やることなす事全てが上手くいく。人生というものはそこまで甘くはないということを勇斗はすでに学んでいる。こう言う時ほど落とし穴が待っているものだ。

　三年前、そのユングヴィをあっさり退けたのがステインソールなのである。それも今よりはるかに勢力の小さかった《雷》で、だ。《角》での祝勝式典で見た圧あつ倒とう的てきな風格も忘れられない。

　まだ何か底があるはずだ。《狼》の攻勢に耐えつつ、異称通り、虎視眈々と勝機をうかがっているように思えた。

　別に杞憂ならそれでいい。高揚感をあえて抑おさえつけ、気を引き締める。

「バトルマニアなら相手の本気を引き出した上で叩たたき潰つぶすんだろうが、これは遊びじゃない。反はん撃げきの隙すきなんか与あたえねえよ」







「むっ！　よし、皆みなの者、父上より合図だ。全員、気合を入れろ！」

　本陣より上がった旗を確かく認にんし、その左翼に陣を構え今か今かと出撃の刻を待っていたジークルーネは、配下の子分たちに活を入れた。

　今回は《蹄》の時に用いたような奇襲を行っていない。前回は兄妹国である《角》の領内ということで地理情報や食料など現地住民の協力が得やすかったが、今回は敵地ゆえ危険を冒すことは避さけた次し第だいである。

　おかげで馬も人も体力が有り余っており、今か今かと出陣の刻を待ち構えていた。

「ムスッペル隊、出撃ーっ！」

　ジークルーネが刀を抜き放ち号令を発する。

　凛りんとしたその声には男たちを発奮させる闘志に満ちていた。

　勇名からは想像もつかぬ華きや奢しやで可か憐れんな姿は、神話に登場する死者を導く戦いくさ乙おと女めをほうふつとさせ、なんとも絵になった。

　彼女に率いられるからこそ、ムスッペル隊は死をも恐おそれぬ苛烈な突撃力を誇ほこるのである。

「遠からん者は音にも聞け！　近くば寄って目にも見よ！　我こそは《狼》が『最も強きマーナガル狼ム』ジークルーネ！　命が惜しくない者だけかかってこい！」

　名乗りとともに、ジークルーネは《雷いかずち》軍の背後から斬り込んだ。槍を振るってすかさずチャリオット隊の兵士の首を刎ね飛ばす。

　鉄かな床とこ戦術。

　機動力は低いが耐久力のある兵科で構成された部隊で敵の進軍を食い止め、彼らが敵をひきつけているうちに機動力の高い兵科で構成されたもう一つの部隊によって背後や側面に回りこみ敵を挟撃する。

　かのアレクサンドロス大王が好んで使用した戦法である。これをもって彼は数ではるかに上回るペルシア軍を幾いく度どとなく打ち破ったと言われていた。

　先の《角》との戦においても、《蹄》との戦においても勝負を決し、勝利をもたらしてきたまさに《狼》の切り札である。

　基本的に軍というものは正面から敵と戦うことを想定して陣形を組んでおり、よって側面や背面からの攻撃にはすこぶる弱い。

　しかもムスッペル隊はユグドラシルにおいては前代未聞にして空前の突撃力を誇る騎馬部隊だ。

　二重の猛威に《雷》の兵士たちはたちまち恐慌状態に陥った。統制を完全に失い、阿鼻叫喚の中、ろくな抵てい抗こうさえできずにただただ蹴散らされていく。

「むっ！」

　次々と一撃無双を続けていたジークルーネの耳に、興奮した馬のいななきと、重いものを乗せて駆る車輪の地響きが轟いた。

　歩兵たちをかき分けて現れるは、ユグドラシルでその保有数がそのまま戦力とまで称しようされる最強兵器、戦闘馬車チャリオット！

「ふん、お出ましか」

　ジークルーネがギュッと槍を持つ手に力を入れる。

　合理性を重んじる傾向の強かった《蹄》のユングヴィは、チャリオットの持つ圧倒的な機動力を重視しチャリオット部隊を編成していたが、《雷》ではチャリオットと歩兵は混成部隊を成していた。

　いわゆる身分のある者がチャリオットに乗って戦い、何人もの従者を歩兵としてつき従え戦に臨んでいるのだ。チャリオット上は敵の攻撃を受けにくく、高所であるため戦場をより俯瞰し部下に指示も出しやすい。そしてなにより上官の自尊心が満たされる。ユグドラシルに限らず古代においては最も標準的なチャリオットの運用法であった。

　クリスティーナからもたらされた情報通りでもある。

「狼ろう藉ぜきはそこまでにしてもらおう」

　荷台の大柄な男が槍と盾を構えて叫さけぶ。

　年は二〇代半ばほどか、チャリオットに乗ることを許されるだけあって、背後からの騎馬攻撃にも狼狽えた気配がなく、その顔には戦意がほとばしっている。

　実にいい面構えであった。ジークルーネの闘志に火が灯ともる。雑魚ばかり相手にしていて少々退たい屈くつしていたところである。

「ふん、止められるものなら止めてみよ！」

　ジークルーネもことさら不敵に言葉を返し、馬を駆かけさせ接近するや勢いを付けて槍を突き出す。

　ギィン！

「ほう……っ！」

　必殺の一撃をあっさりと受け止められ、ジークルーネの貌かおに緊きん張ちようが疾はしる。

　それは鎌と槍を一つにしたような形状をした武器だった。そのＬ字の部分でジークルーネの穂先とギリギリと拮抗している。

　戈である。

　両手で柄を持って用い、敵に打ち込んで突き刺したり、引っ掛けて首などを斬るといった風に用いる武器だ。

　チャリオット戦においては槍よりも使いやすく、ユグドラシルでは愛用する者が少なくなかった。

「チャリオットに鉄器か。さぞ名のある者であろう。名を名乗れ！」

　鈍く黒光りする刃先は、まさしくジークルーネの持つ槍と似た輝かがやきを放っていた。

《狼》においてはもはや珍しくない鉄だが、他ほかの氏族においては隕鉄を用いる以外では作り出せない、金のゆうに五倍の価格で取引される希少極まりない代物である。

　その天から授かった強力な武器を持つことが許されているということは、氏族の中でも選りすぐられた勇者である証左だった。

「《雷》が若頭補佐ほさシャールヴィだ」

「っ！　ステインソールの右腕、噂に名高い『星鉄のイアールン籠手グローヴイ』か！　相手にとって不足はない！」

　ジークルーネはガッとシャールヴィの戈を弾き、横薙ぎの一撃を繰り出す。

　それが合図となり、二人は激しい攻防を繰り広げ始める。

　その打ち合いは瞬く間に十数号に及んだが、全く勝負が付かない。

「ちっ、埒が明かんな」

　籠手の二つ名を冠するだけあり、防御がとにかく堅牢だった。どれだけ攻撃を叩たたき込こんでも、まるで打ち崩せる気がしてこない。

　さすがに相手もヴァナヘイム北部一帯を収める大国《雷》においてすら、その武を讃たたえられたエインヘリアルだった。

　いかな『最も強き銀狼マーナガルム』といえど、そう簡単に討ち取れるものではないのは、当然と言えば当然だった。

　ジークルーネの目的はあくまでステインソールの首を取ることである。ここでいつまでも足止めを食らってはいられないのも事実であった。

「ならばっ！」

　ジークルーネは槍の柄から右手を離す。

　ごくごく当たり前の話であるが、武器というものは片手で持って振るうより、両手で持って振るったほうが格段に威力が上がる。わざわざ片手、しかも利きき腕じゃない方に持ち替えるなど致ち命めい的てきとさえ言える隙だった。

　何らかの誘いか、とシャールヴィも訝ったが、戦士の本能が勝った。考えるより早く、半ば条件反射的に戈を突き出していた。

「はあっ！」

　凛とした咆吼とともに、ジークルーネの腰こしより銀光が閃く。

「なっっ!?」

　他を圧あつ倒とうするはずの自らの武具の穂先をあっさりと斬り落とされ、歴戦のエインヘリアルの貌が驚きよう愕がくに歪ゆがみ、その動きが固まる。

《蹄》の宗主パトリアークユングヴィの武器をたちどころに斬り落とした日本刀の一撃だった。

　そもそも鉄というものは、いわゆる焼き入れという熱処理を加えることでその硬度を増すのだが、隕石から取り出された星鉄は、自然鉄や還元法によって作られた人工鉄とはまったく違った性質を持っていて、この処理を行えない。

　そんな柔い鉄など、幾度幾いく重えの折り返し鍛たん錬れんを経た刃金の敵ではなかった。

「覚かく悟ごっ！」

　ジークルーネはすかさず刀の柄を口にくわえ、槍を持ち直して大上段に薙ぎ下ろし――

　――その鉄の穂先がへし折れるという有り得ない光景を目撃した。

「こいつは俺おれの片腕なんでな。そう簡単に殺らせるわけにゃあいかねえなぁ」

「っ！」

　くるりと長大な槌を肩かたに担ぎ不敵に笑う赤髪の青年に、ジークルーネの全身を震ふるえが疾る。

　標的であった《雷》の宗主パトリアークが目の前に現れたことによる歓喜？

　愛用の槍を破壊されたことへの憤ふん怒ぬ？

　強敵を前にした武者震い？

　否、そのどれでもなくこれはもっと純然とした恐きよう怖ふであった。

　戦場で武器を構えた彼の放つ氣は、《角》の神殿ホルグルで遭遇した時とはまるで別人であった。漲る力がステインソールの肉体に収まりきらず溢れだしており、その前に立っただけで押おし潰つぶされそうな圧力にジークルーネは耐えねばならなかった。

「また遭ったな、嬢ちゃん。シャールヴィを追い詰めるとはやるじゃねえか。義父殿を討うち取とったのはやっぱまぐれじゃないってことか。じゃあ、お手並み拝見といこうかぁっ！」

「くっ！」
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　ブンッと風を切って襲い来る槌を、ジークルーネは役に立たなくなった槍を放ほうり捨すて、日本刀で迎撃する。

「ほう？」

「ぬぅっ！」

　片や様々な武器を打うち砕くだいてきた神力アースメギンが込められた鉄槌。

　片や鉄さえ断ち斬るまでに鍛え上げられた刃金。

　共にこれまで無敵を誇った武具同士の激突は――

「俺の一撃に耐えるとは、大した武器じゃねえか」

「斬れぬ……か！」

　――まったくの互ご角かくであった。

　だが、武器の強度が互角であるならば、物を言うのは間合いである。

「オラオラオラオラッ！」

「グッ！　ぬっ！」

　チャリオット対騎馬である。基本的に接近戦用の刀では相手に届かない。

　一方的に攻め立てられ、あっという間にジークルーネは防戦一方に追い込まれた。しかもである。あれほど大きな鉄槌でありながら、苦もなく自在に操るのだ。

「く～～っ！」

　なんとか嵐あらしのような攻撃のわずかの隙間を突いて距離を取るや、たまらずジークルーネは手綱を引き絞って愛馬を回頭させた。

　強者は強者を知る。達人同士はわずかの手合わせからでも相手の力量をある程度推し量れるものである。

　このまま戦えば自分に待っているのは絶対的な死であるとわからされてしまったのだ。

「撤退する！」

　馬腹を蹴りつつ叫ぶ。

　手の震えが止まらなかった。これは恐怖ではない。ステインソールの猛攻に手が痺しびれ、今や刀を取り落とさないのが精せい一いつ杯ぱいの有り様だった。

「折れず曲がらず、か。また父上に助けられた。これがなければ今いま頃ごろわたしは肉塊にされていたな……」

　ジークルーネは敗北感に奥おく歯ばを噛かみ締しめる。『最も強き銀狼マーナガルム』の名を継ついで以来、初めての完膚なきまでの敗北だった。

　打ちひしがれつつ後ろを振り返る。

　彼女のムスッペル隊の者たちがしっかりと馬を駆けさせ付いてきていた。ほとんどその数に減少は見られない。背後からの攻撃という有利が功を奏したのだろう。

　それがなによりの救いだった。







「ムスッペル隊、離脱を開始しました！」

「っ！　ルーネは無事か!?」

「はっ！　ご健在でございます！」

「本当か!?」

「遠目にもジークルーネ様の銀色の髪は見間違えようがございませぬ」

「そうか」

　物見の報告に、勇斗はほっと安あん堵どの吐と息いきを漏らした。

　宗主パトリアークたるもの、あまりえこひいきをしてはいけないと自戒してはいるが、やはり感情というものはそう理屈通りにコントロールできるものでもない。

　とにもかくにも生存が確認できたのなら何よりだった。なんとか心に平静さを取り戻すも、今度は別の懸案が頭をもたげてくる。

「鉄床とルーネを弾き返した、か」

　口元に手を当てて、勇斗は思わず唸うなる。

　これまでこの戦術で勝負を決められなかったことはなかった。勝利パターンが崩された、というのはなんとも嫌いやな流れを感じずにはいられない。

「双そう紋もんのエインヘリアル、か。勝てないと踏ふんだらさっさと逃げろ、って言っておいたんだが、ちゃんと言いつけは守ってくれたみたいだな」

　ステインソールは、万ばん人にんに一人と言われる力をその身に二つも宿した男だ。《角》での遭遇時にも、ジークルーネを圧倒していた。

　ジークルーネはまだ若く、これからの《狼》に必要な人材だ。彼かの女じよの心象を害することはわかっていたが、あまり無謀なことをさせるわけにはいかなかった。なにより、宗主パトリアークとして甘あまいのは十分わかっているが、彼女には絶対に死んでほしくなかったのだ。

「ふむ、『最も強き銀狼マーナガルム』といえど所詮は狼、虎の相手は少々荷が勝ちすぎていたようですな」

　勇斗の傍らで騎乗し戦場を睨にらみながら、スカーヴィズが感情のこもらない淡たん々たんとした声で述べる。

　青白く痩せ細った外見は戦場にあっては普ふ段だんの何割増しで不吉に映ったが、一方でその小憎たらしいほどの冷静さが頼もしくもある。

「指示した時は、ちょっと傷ついた感じで可か哀わい想そうだったんだけど、な」

「英断でしょう。言っておかねば十中八九、武人の誇りを優先して戦い続け、今ごろ屍を晒していたかと。あの獰どう猛もうな猟犬も御おや館かた様さまの命にだけは忠実ですからな。悔しがりようも目に見えるようですが、くくっ、いや失礼」

　口元を手で押さえ、小さく笑えみをこぼすスカーヴィズ。なかなか手厳しい。嫌きらわれ者ものを演じているが、嫌味な性格も地ではあるようだった。

　やれやれと横目で見つつ、勇斗は思考を切きり替かえる。

「まあ、これは戦だ。ヤツがどれだけ強かろうと、数の力で叩き潰してやるまでだ」

　じっと戦場を凝ぎよう視しする。ジークルーネの奇襲は確かに失敗したようだが、それでも戦況は未いまだ《狼》が圧倒的に有利なまま推移していた。

　このまま押し続ければ、やがて不利を悟った兵たちがわらわらと逃げ出し、陣形を維い持じすることもできなくなるはずだ。

　そこを叩けばどんな武勇ももはや意味はない。

「「「おおおおおおおおおおっ!!」」」

　唐とう突とつに《雷いかずち》の陣からこれまでとは比べ物にならない大音声の鬨の声が巻き起こった。大気が震え、その振動を勇斗の肌はだが感じ取ったほどである。

　何事だ、とは勇斗は思わなかった。奥歯に力を入れ、表情を引き締める。

「来たか……っ！」

　勇斗の目が、遠目にも目立つ燃えるような赤髪をしっかりととらえた。

　他のものとは明らかに装そう飾しよくが違ちがうチャリオットを駆り、大の男でも持ち上げることさえ困難に思える長大な戦鎚を片手で振り回し、兵の先陣を切ってこちらに突っ込んでくる。

「まさに匹夫の勇、だな」

　皮肉げに勇斗は口の端を吊り上げる。

　いかなる強敵に対しても、劣勢であろうとも、小細工などせず正面から堂々と立ち向かう。まったくもって格かつ好こいいと言うしかない。

　格好良すぎて、反吐が出る。敵が蛮勇を振るってくれるならまさしく万々歳ではあるのだが、勇斗の心はイラついて仕方がなかった。

「匹夫の勇……深く考えず、ただ血気にはやるだけの勇気。思慮も分別も無い、腕わん力りよくに頼るだけのつまらない勇気、でしたね」

　憮然とする勇斗の隣となりでは、フェリシアがすらすらとそらんじていた。

　驚おどろきに勇斗は目を瞠る。以前、ステインソールのことを話題にした時にちらっと話した覚えは確かにあるが――

「よくそんなの覚えてたな」「お兄様の金言は常に頭に刻み込んでおりますから」

　にっこりあっさり言ってのけるフェリシアに、勇斗は苦く笑しようする。その記き憶おく力りよくには脱帽するしかない。

「まあ、数千年の時を越えて残る言葉は覚えておいて損はないな」

「ふふっ、そうですね。いずれお帰りになるのなら、せめてそのお言葉だけでも覚えておきたいですから」

　フェリシアが噛み締めるように目をつむり、ぎゅっと胸の前で拳こぶしを握にぎる。

　その様子に勇斗は少しだけ違い和わ感かんを覚えたが、今は戦のほうが先決であった。戦場に視線を戻し叫ぶ。

「まさしく言葉通りだ。腕力だけで勝てるなら、世の中には戦術なんてものは生まれていない。長槍重装歩兵隊ファランクス、勝利はすぐそこだ！　その赤髪の猪いのししを串くし刺ざしにしてしまえ！」

　相手がチャリオットで真正面から突っ込んできてくれるなら願ったりかなったりである。

　勇斗が《狼おおかみ》軍の本隊の武装として長槍隊を定めたのは、まさしくユグドラシルでの戦争の主役がチャリオットだったからに他ならない。

　実は騎馬同様、長槍で武装した重装歩兵も対チャリオット用に編み出されたものである。

　普ふ通つうの槍や剣けんではチャリオット相手には近づくことも出来ない。そこで対抗策として台頭してきたのが、小回りが利かなくても射程のある長槍を隙間なく突き出す突撃戦術だったのだ。

　その対価として側面からの攻撃には滅法弱いが、正面からならいわばジャンケンで言うチョキに対するグーである。

　勇斗の予想通り、ステインソールの乗るチャリオットの騎馬が、突き出される槍ぶすまによって見るも無残な姿に成り果て、その前進を止める。

　次の瞬しゆん間かんにはあの赤髪の青年も同様の姿を晒す――はずだった。

　自らへと襲いかかる槍ぶすまを、ステインソールはその長大な槌の一振りで軒並み打ち砕いた。

　続けて荷台から飛び降りざまの一振りで、数人の兵士たちがまとめて弾き飛ぶ。

　さらにもう一振り。《狼》兵たちは鉄の盾を持って受け止めるも、ものともせずに粉砕して吹き飛ばす。

　いったいどれほどの膂力が込められているのか想像もつかない。人間のものとは思えなかった。象か熊くまの一撃かと目を疑ったほどである。

《力の帯メギンギヨルズ》と《粉砕するものミヨルニル》、その二つの力が、戦場に雷いかずちをまとった暴風雨を発生させていた。

　そうして出来上がった空白に、彼の後ろに続く《雷》兵が突っ込んできて、《狼》の頑強な密集陣形を力づくで切り開いていく。

「なんだよ……これ……」

　眼下で繰り広げられる光景の一部始終に、思わず勇斗は息を呑のむ。

　情報戦を制し、素早い行動によって丘を背に有利な地に陣を張った。

　弩の威力・飛距離によって敵の勢いを削ぎ、まず主導権を握った。

　スカーヴィズの尽力もあり法を徹底させた《狼》の兵士たちは、宗主パトリアークの命令に機敏に反応し、一個の集団として統率されまとまった行動を取ることができる。その練度はユグドラシルでも屈指のはずである。

　鉄で武装した頑強さに至っては、ユグドラシルでは突出していると言っていい。

　戦法においても、チャリオット・歩兵に対して圧倒的優位な長槍による密集陣形で迎え撃ち、敵の動きを止めたところで騎馬部隊の背面奇襲をしかけるなど相手を圧倒している。

　確かに兵数こそ劣ってはいるが、戦略・戦術的に見て、《狼》の戦力は明らかに《雷》をはるかに上回っていた。どう考えても負ける要素は見当たらないのだ。

　にもかかわらず、今までの優勢が嘘うそのように、じわじわと、しかしはっきりと、《狼》軍は押され始めていた。

「いくらなんでもチートすぎっだろ、おい」

　戦は個人でやるものではない。戦はなにより数がものをいう。それが孫子を始めとした数々の兵法書で語られる基本理念のはずである。

　そう、その理が、今たった一人の男の蛮勇により覆されていた。

　エインヘリアルの力は驚異的ではあるが、人間には変わりない。そこまで化物じみた能力の持ち主はいないというのが勇斗の認にん識しきだったのだが、双紋を持つ彼だけはその例外のようである。

　かつてイギリスを除くヨーロッパの大半を勢力下に置いた戦争の天才ナポレオン・ボナパルトは、『一頭の狼に率いられた百頭の羊の群れは、一頭の羊に率いられた百頭の狼の群れにまさる』という名言を残している。

　戦で最も重要となるのが士気だ。やはり総大将が軍の先頭に立って鼓こ舞ぶすれば、兵の士気は俄然高まる。

　この常識破りな猛もう将しように率いられることにより、《雷》軍の士気は熱狂と呼べるレベルにまで一気にボルテージを上げていた。

　怒涛の勢いで戦力で優るはずの《狼》軍を押し返し、今や圧倒し始めている。

「『力は山を抜き気は世を蓋おおう』ってか？　マジ項こう羽うの前世か何かじゃねえだろうな、あいつ」

　もはや驚嘆を通り越して呆ぼう然ぜんと勇斗は吐き捨てる。今のは項羽が自らを歌った詩の一節である。

　項羽は五〇万の軍勢相手にわずか三万で大勝したり、たった二八騎で数千の軍勢を相手に大将首を取って数百人打ち倒したりしたというが、それに勝まさるとも劣おとらぬなんともデタラメな強さであった。

「御館様」

「スカーヴィズか」

「今までのやり方が通じぬ以上、手遅れになる前にここはいったん引くべきかと」

「むっ」

　勇斗は奥歯を噛み締め、渋じゆう面めんを作る。

　すでに戦況の天秤は、《雷》へと傾いていた。

　冷静に判断して、このまま戦いを続ければあの赤髪の猛将が生み出す勢いに押し切られる可能性が極めて高い。

　今の勇斗に、自らの理に固執する頑迷さはない。いかに理屈ではありえなくても、現実に目の前で起きている結果が全すべてであることをしっかり認められる心の強さを身につけている。

「チッ、ここで決めておきたかったんだが……戦は引き際が肝心、か」

　撤退戦は少なからず被ひ害がいが生じるが、それでも引き時を誤れば被害は拡大する一方である。迅速な判断が求められた。

　いざという時には小を捨て大を取る。その非情な決断力もまたトップに必要なものであった。

「賢けん明めいなご判断かと。殿しんがりはお任せくださいませ」

「……あんたはいつも面めん倒どうな役ばかり買って出るな。死ぬなよ」

「ふっ。死にはしませんよ。御館様が以前仰おつしやっていたではございませぬか。『憎まれっ子世に憚る』と」

　スカーヴィズはニヤリと口の端を吊り上げて見せる。

　撤退する軍の最後尾に控ひかえ、敵を食い止める殿は死の危険が極めて高い最も危険な任務である。それをわかっていながら、顔色一つ変えることなく冗談まで飛ばしてみせたのである。大した胆たん力りよくであった。

　勇斗はぐっと表情を引き締め号令を発する。

「撤退する。整然と、粛々と、そして速やかに退くぞ！」







「オラオラオラオラオラ！」

　ステインソールが縦横無尽に戦鎚を振り回していく。

　飛び散る血しぶきが彼かれの身体を濡らし、それが心を昂ぶらせ、身体からますます力が漲ってくる。

　誰だれであろうと、相手がどれだけいようとまるで負ける気がしない。

　残らずこの最強の力で粉砕していくのみである。

「しっかし、キリがないな」

　つい先さき程ほど吹き飛ばしたはずの一角を、後ろの兵士たちが前へと進み隙間をすぐさま埋うめてくる。実に統制のとれた動きである。

　そしてあのうっとうしい槍の雨を突き出してくる。

　さすがのステインソールもあそこまで隙間なく攻こう撃げきされれば回避などできるものではない。足を止め自らへと迫る凶器の破壊を優先せざるを得なかった。

　今までの戦では彼が突っ込めば敵の陣は為なす術すべなく崩くずれどんどん押し込んでいけたものだが、おかげでなかなか前に歩を進められず、後ろに控える《雷いかずち》軍も勢いに乗せ切れないところがある。

「まあ、細けえことはどうでもいい。我が慢まん比べといこうかぁっ！」

　倒しても倒しても次から次へと補充されていく相手兵士たちには、終わりなどないように思える。だが、相手の兵が無尽蔵に湧いて出るなどということは、有り得ない。

　一方で、ステインソールも人間である。いつまでも永久に戦い続けることなど出来はしない。自分が下がれば、もしくは討ち取られれば、たちまち《狼》軍は《雷》軍を押し返し、勝負を決してしまうだろう。

　つまり、この戦の勝敗は全て自分にかかっている。それだけわかっていれば十分だ。

「くくっ、たっのしいなぁ、おい！」

　額についた返り血を拭ぬぐいつつ、ステインソールは獰猛に笑う。

　かつてない緊張感が、なんとも心ここ地ちよかった。

　ステインソールは虎とらの心を持つ王と畏おそれられるほどに、闘争心の塊のような男である。三年の在位の内、族都ビルスキルニルに滞在したのはわずか三ヶ月にも満たない。そのほとんどを戦場で過ごしているほどだ。

　だが一方で、彼は飢えてもいた。

　あまりにも敵に歯は応ごたえがなく、いつも物足りなく感じていたのだ。

　唯ゆい一いつ、多少なりとも手応えを感じたのが《蹄ひづめ》のユングヴィだった。

　その事を評価し、また彼が差し出してきた娘むすめが実に彼の好みに合致していたので兄弟分の盃さかずきを交かわしたのだが、あれは正直、失敗だったとステインソールは後こう悔かいしている。

　おかげでまともに戦える相手がいなくなってしまったからだ。

　なんとか盃を破棄できないものかと考えあぐねていた矢先に、ユングヴィ戦死の報が届いた。

　破ったのは《狼》とかいうステインソールが名前すら覚えていなかった弱小氏族の宗主パトリアークで、しかもまだ十代だと言う。

　そんなガキが、しかも半分にも満たぬ兵で、あのユングヴィを？

　俄然、興味が湧いた。ちょうど神儀使から内密に《狼》を滅ぼせという依頼まで来て、このユグドラシルを終末ラグナレクへと導く黒きものかもしれぬと教えられた。

　もうこれは運命だと思った。その男こそ神が自分の覇は道どうの障害として差し向けたものだろうと信じて疑わなかった。

　せっかくだからと神儀使の男（名前は忘れた）に無理を言って、会ってみることにした。

　戯れな気持ちからだったが、大当たりだった。

　生まれて初めて、鳥とり肌はだが立つという経験をした。

　この男となら思う存分戦を楽しめる、そう確信した。

　まさに期待通りであった。

　これほど血沸き肉躍ったのは生まれて初めてである。

　だが、どんなことにも終わりというものはやってくるものだ。楽しい時ほど過ぎるのは早いものだ。

「撤退！　撤退ーっ！」

　喉のどが張はり裂さけんばかりの叫声が《狼》軍のところどころで上がり、ジャンジャンジャンとけたたましく銅鑼が鳴り響いた。

「ふー、俺の勝ち、か。だがこしゃくだな」

　一息つくとともにステインソールは足を止め、合図に従い撤退を開始する《狼》軍を見据える。

　なんとも機敏で整然とした動きであった。

　実に訓練が行き届いている。自分の子分どもにも見習わせたいぐらいだ。この統とう率そつされた動きに、自分はかつてないほど苦戦させられたのだろうと今さらながらに思う。

「狼狽えるな！　慌てず隊を崩さず、かつ速やかに駆けろ！」

　一人前線に踏みとどまり、馬上にあって声を張り上げる敵将の姿があった。

　細身のなんとも青白い顔をした気味の悪い風体の男である。どうやら彼がこの見事な撤退の指揮を執っているようだった。

　危険な任務を淡々と冷静にこなしている。

　敵ながら実に天晴れである。

「つまり、ヤツを倒せば崩れる、な」

　ステインソールの口元がにまぁっと凶悪に吊り上がっていく。

　獲え物ものを弱めさせるのは、なんといっても喰うためだ。

　苦労はなによりの調味料である。あっさり勝つことの何が楽しい。手応えある敵を倒して得るからこそ、勝利というものは甘美で何物にも代えがたい快感を生むのだ。

　今回の勝利の美酒は実に格別のはずだ。ここまで来て逃がすわけにはいかなかった。その邪じや魔まをする者は、排はい除じよするしかなかった。

「うおおおっ！」

　咆ほう哮こうとともに、ステインソールは大地を飛ぶように駆け疾る。

　徒歩の状態が馬上の敵に対して不利であることは先の銀狼の一件で先刻承知である。だが、そんなものは彼にはまったくの些事に過ぎなかった。

　両手で槌を握り締め、渾身の力を込めた一撃を打ち放つ。

　あのような痩せ細った男では抗あらがいようなどあるはずもなく、すぐさまただの物言わぬ肉塊へと変わる――そのはずだった。

「なにっ!?」

　突とつ然ぜん、自らの手足のように自由自在に動かせていたはずの槌に妙な力がかかり、それに引っ張られステインソールの身体が流れる。

「ふっ！」

「うおっと！」

　隙すきを逃さずステインソールの喉のど元もとへと鋭するどく突きこまれる槍を、強ごう引いんに身体を起こしてかわす。

　続けざまに三連撃。

　たまらずステインソールは後ろに飛び退いた。

「やるなぁ、お前。名を訊きいておこうか」

　ぺろっと舌なめずりをしつつ、ステインソールは問う。防いだのでもかわしたのでもなく、そらされたのは初めての経験だった。

　思わぬ強敵の登場に、ステインソールの闘争心に火が灯る。

「スカーヴィズだ。お褒めの言葉光栄だが、お前とやりあうつもりはない」

「はっ、ツレないこと言うなよ。俺と遊ぼうぜ」

　戦鎚を突きつけ、闘気を撒き散らし始めた猛もう獣じゆうの王に、しかしスカーヴィズは小さく鼻を鳴らし、愛馬の頭を返す。

「おい、待……っ！」

「おおっ、見ろ！　星鉄だ、これ全部星鉄だぞーっ！　持って帰れば一生遊んで暮らせるぞー！　……ふふ、さらばだ」

　いきなり高らかに叫ぶや、フッと勝かち誇ほこったような笑みを見せつけ、スカーヴィズは馬を駆けさせる。

「～～～～っ！」

　いかな虎心王ドールグスラシルと呼ばれた彼とは言え、二本の足で本物の虎のごとき疾はやさで大地を駆けることは不可能である。

　さすがに騎馬には追いつけるものではない。まんまと敵に逃げられたことに思わず歯噛みする。

　しかもである。あの男、自分を笑ったのだ。この最強の虎心王ドールグスラシルを。馬上から見下ろしながら！　これ以上の屈くつ辱じよくはなかった。

「くそ、貴様ら、追うぞ！　このまま逃して……」

　後ろを振ふり返り、ステインソールは愕がく然ぜんとする。

《雷》の兵士たちはもはや、すでに逃げ去った《狼》のことなどまったく眼中になかった。目の前に散らばる残骸に、ただただその心を奪うばわれていた。

　戦いに勝った後は略りやく奪だつするのが、古今東西における戦争の流儀であり、また兵士たちのほとんどは、そのご褒ほう美びを目当てに戦に参加しているのである。

　兵士たちが勝手に略奪を始め、勝機を逃すという事例は歴史を紐解いても枚挙にいとまがない。最も有名なものでは、マケドニアとペルシアの間に起こったガウガメラの戦いであろう。

　ペルシア軍は一時、隙を突いてマケドニア軍の戦線を突き破ったが、その後、ペルシア軍は敵の背後に回りこむよりも、マケドニア軍の宿営地に進軍して物資を略奪するほうを優先し、結果勝機を逃し、その後歴史的大敗を喫きつしている。

　かの皇帝カイザーという言葉の語源となったユリウス・カエサルも、徹底的に訓練した自らの兵が任務と命令を忘れ略奪に走ったことに幾いく度どとなく苛立たしい思いをしたと言われる。

　それほどまでに、兵士の略奪を止めるというのは困難なことなのだ。

　先のスカーヴィズの発言は、それを見越した上での勇斗の指示である。

　今、この戦場には《狼》が放った矢と、ステインソールが打ち砕いた槍と盾たての残骸が、これでもかと散乱していた。ユグドラシルにおいて、天からの贈り物と崇あがめられ、金銀よりはるかに価値があるとされる鉄製の、だ。

　撤退の時間を少しでも稼ぐため、これを有効活用しない手はなかった。

「ぬう、貴様ら、追え！　追わんかーっ！」

　ステインソールの号令も、ただ虚むなしく戦場に響ひびき渡わたるのみだった。







「ちくしょう、喰い足りねえ！」

　ぎゅっぎゅっと手を握って開いてを繰り返しつつ、ステインソールはぼやく。

　手応えは確かに、これまで感じたことがないほどだった。

　だが、最後の最後で獲物が手をすり抜ぬけた。

　なんとも心がくすぶって仕方なかった。

「親おや父じぐらいですよ。そんなことを思ってるひとは。なんとか追い返しこそしましたが、損害はむしろこちらが上でしょう」

　なんとも渋い表情で、片腕のシャールヴィがやれやれと首を振っている。

　どの氏族と戦うかを決め、軍勢を率いて戦い勝利をもぎ取ってきたのは、確かにステインソールである。

　しかし、具体的に兵を集め戦えるよう調練を施ほどこし、糧秣や武具などといったものを手配し、整然と脱落者をほとんど出さずに戦場まで運んでいるのは、他ほかでもないシャールヴィであった。

　実際に軍を管理している者の言葉である。軽んじるわけにはいかなかった。

「ほう、そんなもんか。まあ、いろいろ小こ賢ざかしくやられたからなぁ」

「ええ、悔しながら兵の質ではうちが大おお幅はばに負けてると言わざるを得ません。まったく本当に大したものですよ、親父は」

　シャールヴィの口からなんとも言えない苦笑いが漏もれた。

　戦力の差は歴然としている。これほどの差を覆すのは、よほどの名将でも困難極きわまりないに違いない。実際、シャールヴィがその統とう率そつ力りよくとしたたかな老獪さを認める《蹄》の英えい雄ゆうユングヴィですら、倍の兵力がありながら《狼》には為す術なく敗れている。

　その圧あつ倒とう的てきな差を、たった一人の武勇で覆したのだ。

「さしもの《狼》の宗主パトリアークも、《蹄》のユングヴィ叔父おじ同様、親父と正面からやりあっては勝てないと気づいたようですな」

　表面上こそ冷静さを装よそおってはいるが、シャールヴィは内心、胸が熱くなるのを止められなかった。

　いったいこの男以外の誰に、このような芸当が出来るというのだろう？

　この天下無双の豪傑こそ、ユグドラシルの戦乱を収めるため天より遣わされた、次代の覇は者しやであるとシャールヴィは確信していた。そして自分はその補ほ佐さをするために生まれてきたのだ、と。

「ふん、だからってこのまますんなり逃してやるわけにゃあいかねえぞ」

「ですね。唯ゆい一いつ我が軍が敵に優るのはその軽装です。今ならまだ追いつくことは容易かと。このまま逃がせば、またぞろ面妖な策を立ててきましょう。今のうちにさっさと叩たたき潰つぶしておくべきです」

「それはそれで楽しそうではあるが、な」

　ゴキリとステインソールは指を鳴らす。

　あえて敵に再び態勢を整えさせたところを食い破るというほうが歯応えはありそうだが、真剣勝負で手心を加えるのは実に興醒めなことではある。

　まだ数字の上ではこちらが負けているというのなら、なおさらである。負け分を取り返す意味でも、今度はこちらの攻める番だ。

「よし、追撃する！　皆みなの者、俺おれにつづ……」

「お待ちください。追撃は他の者に任せ、親父はしばらくご休養をお取りくださいませ」

　号令とともに槌を持った右腕を掲げかけたところで、なんとも興醒めな制止の声がかかった。

　言ったのは勿もち論ろん、頼みの綱としている彼の片腕である。

「おいおい馬ば鹿か言うなよ。俺はまだまだ戦えるぞ」

「親父が底なしの体力の持ち主なのは重々承知しておりますが……戦は補給が要でございます。戦いずくめでろくにお食事をとられていないでしょう？」

「むっ……」

　ぐぎゅるるるるる！

　シャールヴィの言葉に思い出したかのように、ステインソールの腹が盛大に鳴り響いた。

　いかに怪かい物ぶつじみた強さを誇る彼といえど、やはり人間である。あれだけ縦横無尽に動き回り、腹が空かないはずもなかった。

「また替えのチャリオットとお召し物も今、用意させているところゆえ。宗主パトリアークたる者が徒か歩ちで進むわけには参りますまい」

　冷静な指摘に、さすがのステインソールも言葉に詰まる。

　確かに彼のチャリオットは、すでに大破しもはや跡形もない。そこらの将兵から奪うというのもいいが、簡素で宗主パトリアークの格に見合うものとは言い難かった。

　彼の服にしても、今やその髪かみ同様に真っ赤に染まっていた。血が乾きカサつき、なんとも肌をこそばゆく刺激してくる。先程まではまるで気にならなかったのだが、一度気づいてしまうとこの不快感は耐え難かった。

《雷いかずち》軍の最大の武器は士気の高さである。そして、ステインソールはそれを生み出しているのが自分であることを本能で知っていた。

　あまりみすぼらしい姿を晒さらして、兵たちを夢から覚めさせるのは得策ではない。

「ちっ、お前の言葉が正しいようだ」

「ご理解頂けたようで何よりです。ご安心くださいませ。これほどの強敵です。まだまだ戦は始まったばかり。まだ親父の力が必要となる場面も巡ってまいりましょう」

「ふん、そうだな。追撃にはヴィングを向かわせろ。それよりさっさと飯だ！」

「はっ、すぐさま食事を運ばせましょう」

　どかっと地面に胡座をかく主に、シャールヴィは恭うやうやしく頭を垂れた。







　かつて勇斗が来る以前の《狼》は負け戦が多く、撤退を強いられることが多かった。

　その殿しんがり軍ぐんを常に務めてきたのが、このスカーヴィズという男であった。

　向かってくる敵を薄ら笑いさえ浮うかべてのきなみ斬って捨てるその姿から、ついた仇あだ名なが『嘲笑する虐殺者ニーズヘツグ』である。

　怒涛のごとく追いすがり襲い掛かってくる《雷》の軍勢を前にして、死神の如き男は今、その真価をまざまざと発揮していた。

「戦え戦え！　命めいあるまで退くことは断じて許さん！　死にたくなくば戦えい！」

　敵を槍で串刺しにしつつ発せられたその言葉は、低く決して声量もあるわけではないが、怖気とともに兵士たちの心に吹き込んでいた。

　軍隊行動において、命令通りに動くのが最も良い兵士である。全軍がまとまり統率がとれていることが勝利を近くし、結果、助かる命も多くなる。

　ゆえにこそ、法がものを言う。

　散々公衆の面前で法の違反者を処しよ刑けいしてきた男である。

　やるといったら断じてやる。《狼》の人間はそのことを徹底的に思い知らされていた。

「勇者には恩賞を施すこともまた《狼》の法である。《狼》のため散った者の家族は、必ずや《狼》が面倒を見よう！　御館様は決して約束は破られぬ！」

　この言葉が正しいこともまた、《狼》の人間はよくよく知っていた。

　秦しんの商鞅の故事に倣い、勇斗は民衆に法をしっかりと執しつ行こうすることを信用させるために、街の南門に木を植え、この木を北門に移せば一年は遊んで暮らせるだけの銀を与あたえると布告した。

　勿論、ほとんどの民衆はそんな上う手まい話があるわけないと怪しんで木を移そうとしなかったが、どこにでも物好きはいるものである、ある男が木を移した。勇斗は布告通りこの男に銀を与えた。

　こういうことを繰くり返かえし、《狼》の宗主パトリアークは民衆との約束をどんなものでも守ると徹底して心に刷り込んでいたのである。

　厳しい罰ばつだけでは人は従わず不満を溜め込んでいく。鞭むちだけではなく飴あめを与えることも法を守らせるためには重要なことだった。

「後顧の憂いは一つもない。氏族の為、国の為、何よりも家族の為、ただひたすら無心に敵を倒すのだっ！」

「「「おおおおおおおおっ!!」」」

　殿軍の兵たちが、半ばヤケクソのような咆哮を上げた。

　逃げようとしたところで『嘲笑する虐殺者ニーズヘツグ』が待ち構えている。先代の『最も強き銀狼マーナガルム』相手では歯向かったところで勝ち目はない。家族も守れず、逃亡者という汚辱にまみれた情けない死を迎むかえるだけだろう。

　敵と戦えば、死にはするかもしれないが、少なくとも家族と名めい誉よは守れる。行くも地じ獄ごく、引くも地獄ならば、どちらに向かうべきかは自明の理であった。

　もはや一種の背水の陣である。兵士たちは死に物狂いになって敵と戦うより道はなかったのだ。

　まさしく死兵と化した《狼》軍の奮闘には、さしもの宗主パトリアーク同様に勇猛果敢で知られる《雷》の兵士たちもたじろいだ。

　前述のとおり、戦いで最も重要なものは兵の士気である。

　普通、追撃戦というものは逃げる敵を斬って捨てる実に楽な戦いのはずだった。倒した兵士たちから武器や金品を奪える、命を賭かけて戦った者に対するご褒美のようなものだ。

　勝ち戦で命を捨てるのはもったいない。勝ったからには土産をたんまり持って故郷に帰りたい。そんな生へ執着を思い出してしまった《雷》兵では、そもそも気迫の問題で勝負になるはずもなかった。

「どけどけどけぇっ！」

　そんな中、怯ひるんだ《雷》の兵士たちをかき分けて、雄お叫たけびとともに槌をぶんぶんと振り回し男が一人飛び出してくる。

　突き出される長槍を物ともせずになぎ払い、《狼》兵の放つ窮鼠の気迫を真っ向から受け止め、チャリオットで猛然と突っ込んでくる。

「ステインソールか？　いや、違うな」

　訝いぶかしげに目を凝らしつつ、スカーヴィズは否定の言葉をつぶやく。

　燃えるような赤髪は、まさしく先に見た《雷》の宗主パトリアークをほうふつとさせる。体格や顔つきもかなり似ている節はある。

　しかし明らかに年が違った。ステインソールがまだ十九の青年であるのに対し、こちらは二〇代も半ばをすぎ、後半に差し掛かっているように見える。

　何よりあの怪物が持っていた他を圧あつ倒とうする『格』において、はるかに見劣りしている。

「だが、強い」

　実につまらなそうに、スカーヴィズは舌打ちする。

　相打ちさえ覚かく悟ごで果敢に立ち向かう《狼》の精鋭が、手も足も出ずに次々と無残にやられていく。

　おそらくはエインヘリアルか。兵たちに相手をさせるのは少々酷こくだった。

「皆の者、そいつから離れろ！　俺がやる！」

　せっかく死さえ恐おそれずに戦ってくれているのに、絶対に敵かなわないと兵たちが怯んでしまっては元も子もない。

　馬腹を蹴って勢い良く前に飛び出すや、スカーヴィズは槍を突き出した。その一撃を受け止め、弾き返しつつ赤髪の男は叫さけぶ。

「ぬぅっ！　貴様がこの殿軍の将か！　なかなかの手際だ。敵ながら褒ほめてやる！　俺はヴィングソール！　貴様を冥土ヴァルハラへと送る男の名だ。その頭に刻み込んでおけ」

「……ああ、愚兄賢弟か。実弟にこき使われるとは哀あわれよな」

「貴様っ！」

　ことさら馬鹿にしたように嘲笑うスカーヴィズに、ヴィングソールは激げき昂こうした。

　彼にとって触れられたくない逆鱗だったようである。それをあっさり言い当てあげつらえるあたり、『嘲笑する虐殺者ニーズヘツグ』の面目躍如といったところか。

「うおおおおおおおおおおおっ！」

「っ！　ぬっ！」

　嵐あらしのような猛攻が、スカーヴィズを襲う。

　規格外の弟の陰かげに隠れて少々埋没しているところはあるが、ヴィングソールもまた遠く《狼おおかみ》にまでその剛勇が轟く猛者である。《巨人の棍棒グリダヴオル》のエインヘリアルであり、一撃一撃の重さは、スカーヴィズがこれまで戦った者たちの中でも比肩しうる者がいないほど強力なものであった。

「単純な力量ならば、うちの銀髪をやや上回る、な」

「銀髪？　ああ、『最も強き銀狼マーナガルム』か。所しよ詮せんは弱小の最強であろう？　あの化物さえいなければ俺こそが地上最強……なっ!?　……にっ!?　ごふっ！」

　気がついた時には、胸に焼けるような激痛がほとばしっていた。

　スカーヴィズの槍が、胸板深く貫いていた。ヴィングソールをしてさえ、いつ繰り出したのかわからぬ、狐きつねにつままれたような一撃であった。

「もっとも俺の敵ではない」

　チャリオットより崩れ落ちるヴィングソールから槍を引き抜き、勝ったというのにニコリともせずブンと振って血を払う。

　ジロリと《雷》軍を一瞥する。自分たちがその武を称える猛将を軽々と討ち、その返り血を浴びてたたずむ姿は、まさに死神のごとく彼らには見えたことだろう。

　そこに怒涛のごとく《狼》の死兵が突っ込んでくる。

「う、う、うわあああああ！」

　やがて《雷》の兵士の一人が、武器を放ほうり捨すてて逃げ出す。一人逃げ出すと、また一人二人と逃げる者が出てくるのが戦の常である。

「退しりぞけたか。よし、もはやここに留とどまる意味はない。こちらも退くぞ！」

「「「うおおおおおおおおっ!!　ニーズヘッグ！　ニーズヘッグ！」」」

　生き抜いた喜びに、《狼》の兵士たちが武器を突き上げ天に吼ほえる。

　スカーヴィズは何度となく撤退戦の指揮を執っている男だ。

　そう何度となく。

　殿という危険な任務を買って出ながら、常に生き残っているのである。

　この陰気で不吉極まりない男は、どうやら死神にすら嫌われているらしい。しかしそれがこの死中にある兵士たちにとっては何より頼もしかったのである。

　それはすなわち、自らの生せい還かんの可能性でもあったのだから。







「ヴィングが死んだだと!?」

　実兄が討ち死にしたとの報に、ステインソールはその場に立ち尽くした。

　八つも年上の実兄でありながら、弟分として自分に従い、共に《雷いかずち》を大きくしてきた同胞である。

　加えて、いかにユグドラシルにおいては血の繋がりよりも盃の関係が尊ばれるとは言え、やはり物心ついた時よりずっと共に育った者を失った寂寥感は、耐え難いものがあった。

「うおおおおお！　うおおおおおおおお!!」

　元々感情の豊かな男でもある。人目もはばからず、ステインソールはむせび泣いた。

　手近にあった岩を、樹木を、次々とその鉄槌でもって打ち砕く。

　その様はまさに癇かん癪しやくを起こした子どもそのものでもあり、もはや手がつけられなかった。

「シャールヴィ！　貴様があのような進言をしたからっ！」

「我わが献策によりヴィングソール叔父上が死ぬことになろうとは……お詫びの言葉もございませぬ」

「そうだ！　あの時、貴様が、貴様がっ！」

「申し訳ございませぬ」

「謝あやまったところでヴィングは帰ってこぬわっ！」

　ガッとステインソールのつま先が、シャールヴィの腹部に突き刺さった。

　ごろごろっと二転三転と地面を転がるシャールヴィ。止まった後も起き上がれずうずくまり、内臓を痛めたのかごふごふっと吐血する。

「～～っ！　す、済まん！　だ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　さすがにその姿に、ステインソールのカッと頭に昇った血も降りてきたようだった。慌あわててシャールヴィに駆け寄り、彼を助け起こす。

「いえ、実兄を失った親父のご心痛を思えば、これぐらい大したことは、ぐうっ！」

　強がるシャールヴィであったが、身体は正直であった。力が入らないらしく、ガクンと再び片かた膝ひざをつく。

　堅牢さを謳われるシャールヴィをもってしてすら、これである。槌ではなく蹴りとはいえ、ステインソールの一撃は尋じん常じようならざるものだった。

「本当にすまん。献策を受け入れたのもヴィングを向かわせたのも俺だというのに……」

「はーはー、お、お気になさいますな。俺の身体のことなどより……今は目の前の戦いでございます。叔父上の死に兵たちも浮き足立っておりましょう。今こそまさに親父が出張らねばなりますまい……っ！」

「あ、ああ！　そうだったな！」

　稚児のように狼狽え困こん惑わくした表情を見せていたステインソールの眼めに、再び闘志が燃え上がった。

　兄の仇は弟たる自分が取らねばならない。復讐を誓うステインソールであったが、まずはそれよりも今生きている忠臣だった。

「だがシャールヴィ、貴様は下がれ」

「なっ!?　俺は常に貴方あなたの傍そばに……うぐっ！」

「見ろ。そんな身体で前線になど連れていけるか」

「し、しかし！」

「貴様に死なれては、ビルスキルニルにいるレスクヴァに会わせる顔がない。盃も大事だが、血のつながりも大事にせねば、な」

　ジークルーネにそう簡単に殺らせるわけにはいかないと言った言葉は、ステインソールの偽らざる本心である。

　シャールヴィの実妹であるレスクヴァは政治に長け、族都をよく治めてくれている。

　この兄きよう妹だいがいるからこそ、自分はこうして好き放題自由気ままに戦うことだけ考えて生きていられるのである。

　まだまだ自分は若く、この先も戦い続けるのだ。片方足りともこんなところで失うわけにはいかなかった。

「……承知いたしました」

　実兄を失ったばかりの主に言われては、シャールヴィも従わぬわけにはいかなかった。

　また、この身体では満足に戦えぬことがわからぬほど彼は愚かでもなかった。

「では、ご武運を！」

「何を言っている？　運などいらぬ。勝利は力でもぎ取るのみ！」

「ふっ、では養生しながら吉報をお待ちしております」

「任せろ。俺は目の前の敵すべてを喰くらう……虎心王ドールグスラシルだ！」







　ステインソールは、ただひたすらに軍を駆けさせた。

　彼が先頭に立って率いるだけで、やはり兵の士気がガラリと変わる。

　この男が負ける姿など誰も想像がつかないのだ。この男についていけば勝利は間ま違ちがいないと兵士たち皆に確信させる力がこの男からは溢あふれていた。

《蹄》のユングヴィが主に恐きよう怖ふによって兵を統率するのに対し、ステインソールは勝利の予感をもって兵を熱狂させる将であった。

　その勢いはまさしく獲物を狙う虎のごとしであり、駆けに駆け、ついに逃げる《狼》の尻しつ尾ぽを捉とらえたのである。

《狼》は今まさに、エーリヴァーガル川を越えようとしている真っ最中であった。

「あやつはっ！」

　川岸に、ユグドラシルでは極めて珍めずらしい黒髪の少年の姿を見つける。

　見み渡わたす限りの自然が広がるユグドラシルの人間の視力は、アフリカの原住民がそうであるように、現代日本人の比ではない。遠目にもはっきりその表情まで捉えることができた。

　戦場において川を渡るというのは最も危険な行こう為いの一つである。どうしても動きが鈍るため敵の格好の的となるからだ。

　その危険な川を渡り切り逃げ延びた安あん堵どからだろう、なんと少年は大きくあくびをしていた。全く油断しているにも程ほどがあった。

「ふん、逃がすかよ！」

　騎馬に鞭を入れ、チャリオットの速度を上げさせる。

　まだ川を渡り切っていない兵士も数多い。まずはそちらを残らず食い散らかしてくれる。そうなった後ものんびり面をしていられるか楽しみだった。

「来たか、虎心王ドールグスラシル」

　川辺まで辿り着くと、またあの痩身の不吉そうな男が立ちはだかった。

　殿を率いているのだから、ここで出会うは必然である。

　ぶわっとステインソールの身体から怒気が噴き出した。

「スカーヴィズ！　我が兄の仇、ここで討たせてもらう！」

　槌を突つきつけ、ステインソールはチャリオットを走らせる。

　普ふ段だんのあっけらかんとした《雷いかずち》の宗主パトリアークの姿はそこにはなかった。鬼気迫る形相であり、周囲を圧あつ迫ぱくする力はこれまでとは比べ物にならない。

　だが、敵も勇名を馳せた実兄を倒しただけあり、ただ者ではなかった。ステインソールの氣当たりに真っ向からさらされながら、冷笑さえ浮かべて受け流していた。

　怒り猛る《雷》軍と、死に物狂いの《狼》軍が激突する。

「はああああああああっっ!!」

　裂帛の咆哮とともに、怒りの鉄槌を憎き仇へとステインソールは打ちつける。

　込められた力は先に戦った時などとは比べ物にならぬ。

　だというのに、また妙な力がかかって槌は目標から逸れていく。

「ふっ！」

「うおっと！」

　狙いすましたスカーヴィズの反はん撃げきを、ステインソールは石突で受け止める。敵の技はすでに一回味わっている。そこにもはや驚おどろきはなく、防ぐことは造作もなかった。

「ならば……オラオラオラッ！」

　ステインソールは一撃の威力より速さを重視して畳たたみ掛かける戦術に打って出る。

　彼の生まれ持っての戦せん闘とう勘かんが、この男相手には渾身の一撃よりも手数で攻せめるべきだと告げていた。

　そもそもとして、彼には全力の一撃など不要である。《粉砕するものミヨルニル》の神力アースメギンを宿した槌は、どのようなものでも一撃必殺なのだから。

　そう、そのはずなのだが、痩身の狼は未いまだ彼の前に立ちはだかっていた。手に持った槍も未だ健在であった。

「疾しっ！」

　しかもこちらの攻こう撃げきのわずかの間隙を突いて、するりと攻撃を潜りこませてくる。これがまたなんとも見えにくく捉えにくい。

　さんざん撃ち合っているはずなのに、槌を持つ手にはほとんど手て応ごたえがなかった。まるであやかしでも相手にしているかのような錯さつ覚かくに陥おちいりそうである。

　だが、術理は掴めた。

「なるほどな。滑らせるのがお前の技か」

「さすがに気づかれた、か」

　スカーヴィズは舌打ちしつつ、ステインソールの横薙ぎの一撃に上向きの力を加え、上方へと流す。

　これまでならこの間を縫って突きこんできたはずだが、スカーヴィズは馬腹を蹴って疾らせステインソールから距きよ離りを取った。

「はー……はー……はー……」

　見ればスカーヴィズは、肩で息をしていた。初見の印象では皮肉げで飄ひよう々ひようとしていたその顔が、汗あせだくで余よ裕ゆうの欠片もなくなっている。

　無理もなかった。

　ステインソールの一撃は、本来であれば受けることが出来ない。そんなことをすれば武器が砕けるだけである。

　そこでこの男は、あえて力に真正面から逆らわず、別方向から力を加えることで、攻撃の軌道を変え自らと武器を守っていたのだ。

　口で言うほど生易しいものではない。普ふ通つうに攻撃を防ぐよりはるかに難しい芸当のはずである。それを万夫不当の豪傑ステインソール相手にしてみせているのである。その技量は瞠目に値した。

「おい、確かあの銀髪の雌狼が最強ではなかったのか？　明らかに貴様のほうが強いぞ？」

「日陰者には眩しい場所は居い心ごこ地ちが悪くてかなわぬ。それにあいつのほうが華はながあるだろう？　なに、二年後ぐらいには本当に俺より強くなっているだろうよ」

　しれっと言ってのけるスカーヴィズ。気負いも、虚栄もなく、淡たん々たんと事実を言っているだけという響きがあった。

　この場にジークルーネがいれば、地団駄を踏ふんだかもしれない。

「ふー、さて、そろそろ頃ころ合あいか」

　スカーヴィズは手綱を引き絞り、馬を川のほうへと回頭させ疾らせる。

　見れば彼の部下の殿の兵たちも、長槍で《雷》軍を牽けん制せいしつつ、渡河を開始していた。

「むっ、また逃げるか！」

「すでに我が軍はほとんど渡河を終えている。もはや俺がここに留まる意味はない」

「そう何度も取り逃がっ……なにっ!?」

　唐とう突とつに視界に矢が映った。咄嗟に首を捻ってかわす。

「さすがは《角》が誇る弓の名手ハウスグポリ殿だ。いい腕をしている」

　悠ゆう然ぜんとほくそ笑えみつつ、スカーヴィズは愛馬を川の中へと飛び込ませた。

　慌ててステインソールは追いかけようとするも、対岸に立つ男が、キリキリと矢を三本まとめてつがえているのを視し認にんする。

「ちっ！」

　自らへと飛来する矢を、槌で弾き落とす。

　こんな曲芸じみたやり方で、あの距離から正確無比に標的へと撃ち込めるとは、確かにスカーヴィズの言う通り、相当な腕前と言えた。

　わずかの間に、スカーヴィズとの距離がかなり開いていた。川を渡っているというのに随ずい分ぶんと速い。

　どうやら思ったより川の水かさが少なかったらしい。《狼》の宗主パトリアークは農地拡大のため灌漑に熱心だと聞いている。ここ最近、雨が降っていなかったせいもあるのだろう。

「全軍、俺に続け！　川を越え逃げられたと安堵している臆病者共に、《雷》の本当の恐ろしさを思い知らせてやるのだ！」

　ステインソールが槌を振り上げ叫ぶ。

　本来であれば渡河は多大な損害を想定しなくてはならぬ危険な代物であるが、撤退の真っ最中である《狼》にそれを防ぐ手立てはない。今ならば易やす々やすと川を渡ることができる。

　この機を逃すわけにはいかなかった。







「ふー、なんとか釣れてくれたようだ、な」

　川に飛び込む赤髪の青年を遠目に見つつ、勇斗は大きく安堵の息をついた。

　かの徳川家康すら三方ヶ原において武たけ田だ信しん玄げんの追撃を受けた際には脱糞したという逸いつ話わも目にしていたので覚悟はしていたが、それでも撤退戦がこれほどまでに神経をすり減らすとは思ってもみなかった。

　予想をはるかに超えていた。

「お疲れ様です、ユウト様！」

　アルベルティーナが労いの言葉とともに羊の胃袋を乾燥させて作った水筒を差し出してくる。

　フェリシアがいない今、彼かの女じよが代わりの護衛を買って出ていた。

　受け取るや勇斗は浴びるように中身を飲み干し、そしてそのまま荷台に倒れ込む。

「釣りはもうこりごりだ」

　大の字になって空を見上げつつぼやく。

　釣り野伏――全軍を三隊に分け、一隊が敵の正面から当たってわざと敗走して敵を釣り、味方が伏せている地点まで誘い出して包囲殲滅するという戦法だ。

　日本の戦国時代、島津義久により考案・実じつ践せんされたと言われている。

　似たような作戦は、世界にもある。モンゴル軍も、偽装敗走で敵を誘い出し包囲殲せん滅めつする戦術を得意としていたらしい。

　今回の作戦はその応用である。

　釣り野伏の肝きもは、まさに「釣り」にこそあると勇斗は見ていた。

　あっさりと逃げては敵に罠だと見破られてしまう。

　本気で戦った後だからこそ相手は敗走したと心底信じこみ、まさか追った先に周到な罠が張ってあるとは夢にも思わない。

　多少の怪しさも、ただの偶然としか思えなくなる。そんなことより目前に迫せまった勝利を掴つかむことに夢中になるのである。

　と、言葉にすれば簡単だが、この釣りつつの撤退戦が非常に難しい。なんといっても戦場での退却は容易に潰走へ陥りやすい。

　撤退戦を幾度となく経験しているスカーヴィズの手しゆ腕わんと、法の徹底によってこの時代にあっては突出して統とう率そつのとれた行動を取れる《狼》なればこその離れ業だった。

「『切り札は先に見せるな。見せるなら更に奥おくの手を持て』か。名言だな」

　原典は勇斗が生まれる前に流行っていた人気漫画である。ネット上では今もよく引用され、勇斗も何度か目にしていた。

　確かに、長槍重装歩兵隊フアランクスに鉄かな床とこ戦術は時代のはるか先を行く戦術であり、勇斗の、ひいては《狼》の切り札である。

　だが、世の中には絶対などというものはない。勝敗は兵家の常とも言う。何度も何度も見せていれば、いずれ対抗策も考えられる。

　だから万一に備え、奥の手はちゃんと用意していた。

　撤退戦が成功したのは、まさにそんな勇斗に対する兵の絶大な信しん頼らいが重要なファクターとなっていたのだが、彼はまだそのことにはまったく自覚がなかった。

「さて、後は仕上げをごろうじろ、かな。みんな頼んだぜ？」







《雷いかずち》軍が川の四分の三ほどを越え、対岸まであとわずかに思えたその時であった。

　それまで悠々と川を渡っていたステインソールの顔が緊きん張ちように強こわ張ばった。

　溝でも掘って伏せていたのか、対岸に突とつ如じよとして軽装歩兵たちが出現し、なんとも珍ちん妙みような弓を構えだしたのである。

　そして、渡河中の《雷》軍に向けて矢を降らせ始めた。

「ちっ！」

　舌打ちとともにステインソールは槌をくるくる旋回させ、自らへと降り注ぐ矢の雨を防ぎ切る。

　だが、彼の荷台を引く馬まではそうはいかなかった。矢を防ぐ馬装は施ほどこしてあるが、鉄の矢には意味がなかった。

　ヒヒィン！　と断末魔のいななきを上げ、川に横たわる。

「ぎゃあっ！」

「ぐふっ！」

　彼の背後では《雷》の兵士たちの阿鼻叫喚も巻き起こっていた。

　槌を握にぎり締しめ、ステインソールは思わず歯噛みする。

「俺たちの追撃を受けながら伏兵などいつのまに……つくづく侮れんな、黒きもの。だが今さらこんな使い古しで俺が止められるかぁっ！」

　叫ぶやステインソールはダッと荷台を駆け、続いて倒れた馬の背を思いっきり蹴って飛翔する。

　人の身長の三～四人分はあろうかという距離を越え、ズダァンッ！　と川辺にその両の脚でしっかりと着地し、ステインソールが吼える。

「さあ、散々遠くから卑怯に俺の可愛かわいい子分どもを殺めてくれた罪、その命であがなってもらおうか！」

　怒れる虎とらの大だい喝かつに、びくっと《狼》の弓兵たちが一様に恐怖に引きつり、弓を撃つ手が止まる。

　この男が放つ圧あつ倒とう的てきな気迫に、完全に呑のまれていた。

「やれやれ、つくづくデタラメな男よな、虎心王ドールグスラシル」

「ん？　どうした、もう逃げぬのか？」

　すでにこの男と相まみえるのは三度目だ。ゆっくりと馬を歩ませ現れた痩身の男に、ステインソールは楽しげに口の端を吊り上げる。

「ああ、御おや館かた様さまよりここで貴様を止めろと厳命を受けているのでな」

　すっと槍を構えつつ、スカーヴィズがこちらに向けて馬を駆けさせた。

　どんどんその速度を上げていく。

　ますますステインソールの望む展開であった。

「ふん、できるかな、貴様に？」

　ステインソールが猛もう獣じゆうの笑みを浮かべる。実に面おも白しろそうな相手だというのに、二度に渡わたりまんまと逃げられ、不満も溜たまっていた。

　あっちから来てくれたのは願ったりかなったりであった。

「ふっ！」

　加速とともに突き出された神速の一撃を、ステインソールはわざとぎりぎりまで引き寄せてからかわし、その柄つかを掴み槌を振り下ろす。

　これまで幾いく度どとなくステインソールの攻撃を受けても折れなかったスカーヴィズの槍が、あっさりと砕けた。

　ぽいっと手に掴んでいた槍の成れの果てを後ろに放り捨てつつ、ステインソールは嗤わらう。

「すでに貴様の技は見切った。お前如きでは俺おれは止められんよ」

「ああ、さすがに貴様のような化物相手は、俺一人では少々荷が重いな」

「むぅっ!?」

　不敵に笑うスカーヴィズの背後に、見覚えのある影があった。

　銀色の戦いくさ乙おと女めが、大上段に刀を構えて、漆黒の馬を駆って物もの凄すごい速度で突っ込んでくる。

「ステインソール！　先の屈くつ辱じよく、返しに来た！」

「はっ、ぬるいわ！」

　繰り出される渾身の一撃をひょいとかわし、返しの一手を仕掛けようとしたところで、黒い蛇へびのようなものが飛来してきて槌に巻き付く。

「わたくしとも、ちょっと遊んで頂けます？」

　金色の髪かみをたなびかせ、戦場にはそぐわぬひらひらとした格好の少女が、騎馬にまたがり鞭を片手に微ほほ笑えんでいた。

　彼女にも見覚えがあった。あの《狼》の宗主パトリアークの脇わきに控ひかえていた女である。ギリギリと槌を引っ張る力は、女の細腕のものではない。間違いなくエインヘリアルだ。

「ええい、うっとうしい！」

「おおっと。危ない危ない」

　槌を力任せに引くと、腕力勝負では敵わぬことを自覚しているのだろう、するりと鞭が緩ゆるみほどける。

　その隙すきを突いて、スカーヴィズが腰こしの刀を抜き放ち斬り込んでくる。逆側からはジークルーネが横薙ぎの一閃を仕掛かってくる。

「くああああっ!!」

　新旧の『最も強き銀狼マーナガルム』の波状攻撃に、ステインソールの口からも苦悶の呻うめきが漏もれた。

　この苛烈な攻撃には、さしものステインソールも防戦一方に追い込まれる。

　だが、虎に喩えられる《雷》の宗主パトリアークは、それでもなおニィッと壮絶に笑ってみせた。

「はっ！　三人がかりでこの程度か！」

「誰だれが三人がかりと言った？」

「くぬっ!?」

　風切り音に、ステインソールは咄嗟に身体を捻る。頬ほおのすぐそばを何かが突き抜けていくのを感じた。

「私たちのことも忘れてもらっては困る。貴様には積年の恨みがあるのでな」

　弓を構えた青年が憎々しげに吐はき捨すてる。先さき程ほど、対岸からステインソールに向けて矢を放った者であった。確かハウスグポリとか言ったか。

　その隣となりを横切ってチャリオットが三台、駆け抜けていく。

　なんとか弓の斉射をくぐり抜け川辺に辿り着いた《雷》兵を、車輪に取り付けられた槍が根こそぎ薙なぎ払はらっていく。

　中央のチャリオットに乗っている白髪しらがの男には見覚えがあった。《角》の若頭かしらだ。脇を固める二人の男たちも屈強な体つきをしていた。二人とも左肩にはルーンが輝いていた。《角》が誇ほこる四人のエインヘリアル『四炎ブリージンガメン』勢揃いである。

「エインヘリアル七人がかりだ。これでもまだ笑っていられるか？」

　嘲ちよう笑しようめいた言葉の合間にも、スカーヴィズは攻撃の手を緩めない。

「ぬうううっ！」

「貴様の最大の弱点を教えてやろう。それはな、貴様は卓たく越えつしすぎているということよ。ほれ、後ろの味方は貴様についてこれないようだぞ？」

　スカーヴィズの言の通りであった。

　それほど水底が深くないとはいえ、人の腰ほどはあり流れもある。そこに弩の斉射が降り注いでいるのである。《雷》軍の渡河は遅々として進んでいなかった。

　そしてなんとか岸に這い上がったかと思えば、エインヘリアルの乗ったチャリオットが待ち構えている。

　彼と《雷》軍は、完全に分断されていた。

「そろそろその獣けだものの頭にも誘い込まれたことが飲み込めたか、虎心王ドールグスラシル？」







「っ！」

　痩やせた狼が、裂帛の気合とともに横薙ぎの一撃を放ってくる。

　それを槌を縦にして防ぐや、ゾクッと背筋を悪お寒かんが駆け抜けた。勘かんに従って身体を反らす。背後から銀色の雌狼の刺突がステインソールの脇を突き抜けていく。

　グッと脇を締めて刀身を挟み込み、騎馬から落としてやろうと振り回そうとするも、鋭するどい矢がその腕目掛けて飛んできて、腕を振って弾き落とす。

　当然、絡めとっていたはずの刀は離してしまっていた。

　そしてまたぞろスカーヴィズが斜めに斬り下ろしてくる。

　キリがないとはこのことだった。

「ええい」

　徒歩が騎馬に勝まさる最大の利点は小回りが利くことである。ダッと足を駆けさせ、二人の勢力圏から離脱を図る。

　だが、そこに待ち構えていたかのように《角》の若頭かしらの乗ったチャリオットが現れ、戈で襲い掛かってくる。

　視界の隅すみで金色の髪が揺れ、不意に耳に戦いの場には似つかわしくない美しい旋律が吹き抜けた。

　途端、目の前の《角》の若頭かしらの姿が二重にブレた。

「ちぃっ、呪歌ガルドルかっ！」

　思わず舌打つステインソール。

　呪まじないを込めた歌により、聞く者に様々な効果を与あたえる魔術の一つである。効果のほど自体は大したことはないが、戦せん闘とうの真っ最中においてはこのわずかの差が命取りとなりうる。

「こざかしいっ！」

　殺気のこもったほうの一撃を防ぎつつ、気合の咆ほう哮こうで術を解く。

　続けて、追撃をしかけようとするも、一対一では敵わぬとわかっているのだろう、すでに《角》の若頭かしらは馬を駆けさせステインソールから離れていく。

　呪歌ガルドルによりほんの一いつ瞬しゆん、反応が遅れさえしなければ、あの程度の老兵、早々に叩たたきつぶせていたはずだった。

　思わず歯噛みしたところで、さらに《角》の紋章を刻んだチャリオットが一台、前から勢いよく襲いかかってきた。

「はああ……ぬぁ!?」

　迎撃するため槌を振り上げ、驚きよ愕うがくに固まる。

　荷台から御者とエインヘリアルが飛び降りたのである。

　無人となったチャリオットは、しかし重しが減ったからだろう、むしろ加速してステインソールへと突っ込んでくる。

　さすがに馬も激突して痛い想おもいはしたくなかったらしい。直前で急旋回するも、荷台までは馬の関知するところではない。

　それでもこの男の運動神経は並ではなかった。咄嗟に飛び上がり、迫ってくる荷台の縁に足をかけ、後ろに跳んで衝撃を殺す。

「ステインソール、とどめだっ！」

　なんとか着地したかと思えば、まだ体勢も整わぬところに銀色の雌狼が猛然と馬を疾らせてきた。

　刀を斜めに構えたところからして、加速のついた必殺の薙なぎ払ばらいをお見舞いしようというのだろう。その後ろからは血に飢うえたような痩せ狼も続いている。

　さしもの虎心王ドールグスラシルも絶体絶命、彼の強さをよく知る雷いかずちの兵士たちすらそう思った。

　だが――

「貴様らごときに……」

　ステインソールの背より立ち上る闘気がなおその量を膨らませ、陽炎のように空気を揺らめかせる。

　メキッと槌を握る腕が肥大化する。

「俺を討ち取れると思うたかぁぁぁっ！」

　叫ぶや体を捻り、限界まで振り絞った力と回転力と、そして《粉砕するものミヨルニル》の神力とを合わせたまさしく全身全霊の一撃を、ジークルーネの刀へと叩きつける。

　彼の生涯においても正真正銘、これ以上ないというほどの最大最強の威力であった。

　これには日本刀はともかく、ジークルーネの握力がもたなかった。その手から刀が弾き飛ばされ、くるくると宙を舞う。

　次いで槌を横薙ぎで一閃、突っ込んできたスカーヴィズの馬の両前足を叩き折る。

　右手に鞭むちが絡まるが、知ったことではない。構わず槌を振り回し、目前まで迫ってきていた《角》の若頭かしらの右肩を粉砕する。

　川辺の石を拾い投げつけ、今まさに矢を撃とうとしていた男の手の甲こうを砕く。

　そして最後は駆けるチャリオットに飛びかかり、その荷台に乗った《角》の名も知らぬエインヘリアルの頭蓋を叩き潰した。

　愕がく然ぜんとするエインヘリアルたちを前に、虎の心を持つと言われた男は、再び大地を踏み締め高らかに天に吼えた。

「誘い込まれた？　はっ、小こ賢ざかしいっ！　俺は虎心王ドールグスラシル！　どんな罠であろうと真正面から喰い破ってくれるわ！　くくくっ、ははは、はーっはっはっはっはっはっはっはっ!!」

　全身を鮮せん血けつに紅く染め上げ、ステインソールは狂くるったような哄笑をその場に響かせる。

　もはやそこにいるのは、人でも獣でもなかった。

　神が気まぐれに産み落とした、まごうことなき怪かい物ぶつだった。







「嘘うそ……でしょう？」

　フェリシアの口から、かすれた声が漏れた。

　ここに集ったのは《狼おおかみ》と《角》、二氏族の最精鋭である。
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　まがりなりにも神に選ばれた、他ほかと隔絶する力を持っているはずの戦士たちである。

　だというのに、だ。

　未だわずか一太刀もこの男の身体に打ち込めていないのである。かすり傷の一つも負わせることができないでいるのである。

　それに比べてこちらはもうガタガタだ。戦端が開いた時に比べ、戦力が格段に落ちているのは否いなめない。

「七人がかりですら敵わぬのか……」

　ジークルーネの顔には絶望が張り付いていた。

　彼女は物心ついた頃よりひたすら武にその人生を費やしてきた。ユグドラシル一と言うほど自うぬ惚ぼれてはいなかったが、それでも五指には入るという自負があったのだ。

　だが目の前で凄絶に笑うこの男は、自分が遠く及およばぬはるか高みにあった。

「……チッ、本当に手に負えんな」

　汗で湿しめった前髪をかき上げつつ、スカーヴィズが吐き捨てる。

　馬上から転げ落ちた時にぶつけたのだろう、その額からは血が滴したたり落おちている。また連戦の疲れであろう、その顔には疲ひ労ろうの色が濃く、もはや死相かとすら思えた。

「なんだ、降参かぁ？　所詮は雑魚だな」

　トントンと槌の柄で肩を叩きつつ、ステインソールが不敵に笑う。これほどの激闘を繰り広げながら、彼は未だ息一つ乱していなかった。

　もはや段違いどころの話ではない。桁違いな強さだった。

　溜ため息いきとともにスカーヴィズは大きく首を左右に振る。

「ああ、俺たちでは正直、どうあがいたところで勝てる気がせん。まさに貴様は戦場の覇は者しやと呼ぶに相応ふさわしい武勇の持ち主だ」

「くはは、まあ、貴様らもよくやったほうだ。俺をここまで苦戦させたのは貴様らが初めてだ。誇っていいぞ」

「ふっ、ははははははは！」

「なにがおかしい？　恐怖に気でも狂ふれたか？」

　顔を手で覆い、天に向かって吼ほえるように笑い声を上げるスカーヴィズに、ステインソールは訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

「これが笑わずにいられるか。おかしいと思わなかったのか？　ここにいるのが弓兵と俺たちだけだということを！　なぜ主力たる歩兵がいなかったと思う？」

「なん……だとっ!?」

「最初に言っただろう？　『御館様よりここで貴様を止めろと厳命を受けている』とな。俺たちの役目はあくまで貴様の足止めだ。貴様一人止めるためにわざわざエインヘリアルを七人も揃えたのだ。誇っていいぞ？」

　スカーヴィズが意趣返しのごとく不敵な笑みとともに同じ台詞せりふを返すかたわらで、見ればジークルーネたちエインヘリアルが、いつのまにやらステインソールに背を向けて整然と退却をし始めていた。

　嫌いやな予感がステインソールの背筋を疾る中、愛馬を失ったスカーヴィズはひらりと疾走する《角》のチャリオットに飛び乗り、高らかに叫ぶ。

「もっとも貴様がどれだけ強かろうと所しよ詮せんは匹夫の勇よ。天地自然の理を操る三界の覇王たる我らが御館様の足下にも及ばぬわ！　戦いに夢中で気付かなかったようだが、ほうれ耳を澄まさずとも聞こえるだろう？　全てを飲み込む大蛇ヨルムンガンドのうねりが！」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……ッ！

　スカーヴィズの言う通り、確かに遠く地響きのようなものが轟いてきていた。

　その音はどんどんと大きく禍々しくなっていく。

　間もなく彼の視界に、巨大な水の壁かべが出現した！

「馬ば鹿かな！　洪こう水ずいだとぉぉぉぉぉっ!?」

「最後にあえてもう一度問おうか。そろそろその獣の頭にも誘い込まれたことが飲み込めたか、虎心王ドールグスラシル？」

　その言葉を最後にスカーヴィズを乗せたチャリオットが猛スピードで去っていく。

　もはや追いかけるどころの話ではなかった。

　すぐそこまで濁流が迫っている。とにかく恐おそろしい速さである。

　人間離れした脚きやく力りよくを誇ろうと馬ならぬ彼の足では、もはやこの大蛇のあぎとから逃れ切ることなど不可能であった。

　全てを打ち砕く力といえど、相手が水ではどれだけ槌を振るったところで太た刀ち打うちできるわけがない。

　あまりに圧倒的な光景に、さしものステインソールも足が竦んで動かなくなっていた。

　こんなことは、それこそ神にしか出来ぬはずのことだった。

　自然とは人がどうこうできるものではない。

　ただただ神に供く物もつと祈りを捧ささげ、請い願うしかないはずだ。いったいどうすればこのようなことが出来るというのか!?

　阿鼻叫喚の声に後ろを振り返ると、同胞たる《雷いかずち》の兵士たちの顔には一様に、逃れようのない死への絶望が刻まれていた。

　そして――

　今まで感じたこともないような凄すさまじい衝撃が全身を襲い、彼の意識はそこで途と絶だえた。







「よう、お手て柄がらだったな」

　ひょいっとアルベルティーナが駆る馬から降り、勇斗は川を呆ぼう然ぜんと眺ながめるリネーアの背中に声をかけた。

　川の上流のほうは地形が入り組んでおり、チャリオットでは乗り入れられないので、双ふた子ごの姉に運んでもらったのである。

「こんな凄い作戦、寡聞にして耳にしたことがございません……っ！」

「嚢のう沙しゃの計、さ。なんとか上う手まくいってくれてよかったよ」

　ステインソールを初めて見た時、勇斗は項こう羽うや呂布を思わずイメージした。情報を集め調べれば調べるほど、この初対面に感じた印象は強まりこそすれ弱まることはなかった。

　中国史上最強の猛もう将しようとして名高い項羽の武勇は、とにかく他の追随を許さなかった。

　当時が個人の武勇がものを言う時代だったこともあり、向かうところ敵なしであった。連戦連勝、戦えば常に勝利を収め続けていた。

　そんな項羽に唯ゆい一いつ黒星をつけた武将が、漢の三名臣の一人にして中国史上最高の智将と謳われる韓かん信しんであり、彼が用いた奇策として名高いのが、件の『嚢沙の計』だった。

　川の上流を簡易の堤防を作って堰き止め、敵が川を渡ろうとする時を見計らって、堤防を決壊させて鉄砲水を発生させて敵を一気に壊滅させるという豪ごう快かい極きわまりない策である。

「兄上は本当に軍神の化身やもしれませぬ。そのお手伝いができたこと、このリネーア、生涯の誉れとさせていただきます」

「まだ若いだろ、お前」

　思わず勇斗は肩をすくめる。

　この作戦のアイディアを出したのも、実行の決断と命令を下したのも勇斗だ。

　だが具体的な計画を練り、人を動かしたのはリネーアである。

　戦場となる可能性のあった住民たちを避難させるついでに、その住民たちに木の柵を作らせ川の両端に掛け、小麦を入れる布袋に土を詰めて川に沈め、簡易の堤防を作らせる。

　かつ、あまりにも完全に水を堰き止めすぎると敵に訝しまれるので、その辺も適度に調節させた。

　民に慕したわれ、民を動かすことに長け、灌漑などの土木作業にも精通したリネーアだからこそここまでスムーズにやってのけたのである。

「そんなことより、大だい丈じよう夫ぶか？」

「え？　ああ、崩落作業は安全に安全を期しましたので、被ひ害がいは全くありません」

　妹分はきょとんとした顔をした後、なんとも見当違いな答えを口にする。

「……そうか」

　それを指摘することなく、勇斗はただ静かに目蓋を閉じ頷うなずく。

　この計略により、おそらく数千という人間が命を落とした。彼女以外に適任がいなかったとは言え、その片棒を担がせたことが、勇斗の心に暗い影かげを落としていた。

　彼女がそのことを気に病んでいるようなら全て自分の責任だとなんとか言い聞かせるつもりだったのだが、肝心の本人はさほど、というよりまったくその事を気にしている様子はなかった。

　勝利の興奮が忘れさせているのか、それとも実際に手を下した時のような感触がなく人を殺した実感が湧かないためか。

「あっ、父の仇かたきをこの手で討たせていただけたこと、心から感謝致いたします！　あと、少しは自分に自信が持てました」

「いや、これがこの世界の『普通』……か」

「は？」

「なんでもない。良かったな」

　自らを、そして大切な誰かを守るために、そして愛する者の仇を討つために、戦い敵の命を容赦なく奪う。

　割り切る割り切れない、ですらない。

　民を想う心優しきリネーアですら、いやだからこそか、それはあまりにも当然過ぎて、疑問の余地すら感じないことなのだ。称賛に値することでしかないのだ。

　いちいち躊躇ためらいや罪悪感を感じている自分のほうが、ここでは異端だった。

「しかし、さしもの虎心王ドールグスラシルもこれにはひとたまりもなかったことでしょう」

　決壊した堤防の残骸を見つめ、リネーアはただただ感かん嘆たんの言葉を口にする。

「そうだな……」

　数年前あの大地震の日、テレビで見た凄せい惨さんな光景は勇斗の目ま蓋ぶたの裏に焼きついている。

　自然の脅きよう威いに対して、人はあまりに無力だ。

　その恐ろしさを知りながら、むしろ知っているからこそ採用した自らの罪深さをただただ噛かみ締しめる。

　きっと自分は死んだら地じ獄ごくに落ちるだろう。だがそれでも前に進むと決めたのだ。守りたい人たちのために。生きて帰るために。

「生まれ持っての天賦の才か、神か《妖精の銅アールヴキプフアー》からの借り物の力か。まあ、どっちでもいいけど……」

　ステインソールという男が、最初に会った時からとにかく気に入らなかった。

　ムカついてムカついて、仕方がなかった。

　どうしてかずっとわからなかったが、ギムレーでリネーアと話していてふと気づいた。

　あの男を見ていると、思い出して仕方ないのだ。

　どうしようもなく愚かだった当時の自分を。

　だから驕らず、ひたすら万全を期した。

　嚢沙の計が見破られた時の備えも施してある。

　腰の刀の柄に手をかけつつ、ふっと勇斗は自じ嘲ちようの笑みを浮うかべた。

「チートの力に溺れて有頂天になってるだけの奴やつに、負けてなんてやれっかよ」







「いやー、負けた負けた！　デタラメすぎだろ、あいつ！」

　赤髪の青年は川辺に両手両足を広げ、雲ひとつない青空をただ見上げていた。

　ここがどこかは、彼かれにもわからない。

　気がついたら、ここで倒れていた。

　起き上がろうとすると全身に激痛が走る。気を失っている間にいろいろぶつけたりしたのだろう。何箇所か骨が折れているのは間ま違ちがいなさそうだ。

　今まで幾多の戦場をくぐり抜けながらかすり傷一つ負ったことのなかった自分が、もはやズタボロである。

　これでは満足に身体を動かせるようになるまでしばらくかかりそうだ。

　とは言え、これぐらいで済んだのなら運がいいと言うべきだろう。

　そう、本当に運が良かった。死んでいてもまったくおかしくなかった。どうして生きているのか自分でも不思議なくらいである。

　言うなれば神の気まぐれか。

　だが生き残ったからには、この屈辱は返さねばならない。

「それはさておき、どうやって帰ろ……？　まあ、細けえことはどうでもいいか」







EPILOGUE







　鉄砲水が収まるや、勇ゆう斗とはすぐさま再び《雷いかずち》の領内へと進軍させた。

　兵の半数近くが死傷した状態は、もはや壊滅と呼んで差し支えない。さらに総大将も流され生死も行方も不明ときては、もはや《雷》は軍としての体を成なしておらず、整然と陣形を整えた《狼》軍が姿を現すや皆みなちりぢりとなって潰走した。

　勇斗は基本的に平和主義ではあるが、専守防衛に徹するほどお人好しではもはやない。

　戦には当然ながら、多大な戦費がかかる。

　人数分の剣けんや槍などの兵装の準備、消耗品である矢の調達、そしてなんといっても実際の戦地に行って帰る間中ずっと消費し続ける莫ばく大だいな食糧！

　当然、戦死者も出る。その家族に対する保障もしなければならない。

　勝利を納めればさらに功績に応じて褒ほう美びも出さねばならない。略りやく奪だつを禁じているだけに尚なお更さらだ。

　まさしく慈善事業ではないのである。

　自ら仕し掛かけるつもりはないが、仕掛けられたからには、すなわちそれだけの出費を強いられたからには、しっかり元を取らねば見る見る痩せ細りジリ貧に陥おちいるのが目に見えている。またそうしなければなにより民も兵も納なつ得とくしないだろう。

　まさに勇斗が宗主パトリアークに就任する前の《狼》は、守勢をずっと強いられ窮きゆう乏ぼうしていき、滅亡寸前まで追い詰められていったのだ。その轍を踏ふむつもりはない。

　敗走する《雷》軍を追い散らした後も勇斗は粛々と軍を進め、ほとんど無血開城に近い形で三つの城じよう砦さいを落とし、その圏内にある街や村をその手中に収め、凱旋の途についたのだった。







　イアールンヴィズに戻り美み月つきへの無事の報告も済ませしばらく経たった頃ころ、勇斗はふらりと街へとお忍しのびで遊びに繰り出していた。

　自分の足で街の中を歩くのは実に一年ぶりである。

　宗主パトリアークにして《狼》の英えい雄ゆうでもある勇斗が街を歩けば、どうしても行く先々で恐きよう縮しゆくされ、平伏され、ずっと注目を浴び続ける。なんとも居い心ごこ地ちの悪い想いをしたものだ。

　かと言って、勇斗の容姿はイアールンヴィズでは目立ち過ぎた。最も目立つ黒髪ぐらいは布を巻くなりフードを被るなりで隠せるが、瞳ひとみまではそうはいかない。多少日焼けしているが、黄色人種特有の象牙色の肌はだもここではまず見ないものだ。どうしても衆目を集めてしまう。

「いやー、お前のお陰でひっさしぶりに街を堂々と歩けるぜ。サンキュな」

　クリスティーナの手を握りつつ、勇斗はご満悦であった。こうして彼かの女じよの《風を打ち消ヴエズルフすものエルニル》の力を借りれば、気配を消し勇斗も街を普ふ通つうに歩けるという寸法である。

「男と手を握るなど正直御ご免めん被こうむりたいのですが、お父様だけ特別ですよ？」

「ははっ、そりゃ光栄だ」

　思わず勇斗は肩をすくめる。

　何も槍働きだけが功績ではない。

　彼女がもたらした《雷いかずち》が戦の準備をしているとの情報は万金に値するものだった。その後、ビルスキルニルに潜入し、兵数、編成、武装、出発日などなど様々な情報を事前に入手できたことも、戦を優位に進める上で非常に助かるものだった。文句なしで勇斗の直じか盃さかずきに見合う立派な手柄である。

　もっとも宗主パトリアークの盃さかずきを降ろすには相応の儀ぎ式しきが必要となる。なのでまだ実際には盃を交かわしたわけではない、いわば内定の状態だった。

　そして同じく勇斗の娘むすめとなった彼女の姉アルベルティーナと言えば――

「ねえねえ、クリスクリス～。あの店の串くし、すっごく美味しそうなの、買っていい？」

「ああ、いい匂におい。とっても美味しそうですね」

「でしょでしょ？」

「はい、じゃあ買ってきていいですよ」

「わーい！　…………買ってきたー！」

「そしてワタシが奪うばっておもむろに丸かじりします」

「ギャーッ！」

　いつも通り妹にいじられていた。

　どこまでも学習しない娘だった。彼女の今後に幸あらんことを心から願わずにはいられない勇斗である。

「それにしても、本当に誰も気づかぬものなのですね」

　フェリシアがじっと勇斗を凝ぎよう視ししつつ、不可思議そうに言う。いつもと違い、フードを被かぶり、その美び貌ぼうを隠し目立たないようにしていた。

　今日は双子に護衛してもらうからお前もたまには休んだらどうだ、と言ったのだがきっぱりと断られた。というかやんわりと怒られた。

　毎日自分の副官を務めていて休日もろくにないのでは息も詰まろう、たまには羽を伸ばせばいいのに、という意図だったのだがそんなにおかしいことを言っただろうか、と勇斗は首をかしげたものである。

　現代知識を駆使する勇斗も、女心だけはよくわからない。

「いつもどおりに見える気がするんですが」

「気配を打ち消して、景色に溶け込ませているんです。意識されたり凝視されたりするとあまり意味がありません」

「そういうものですか」

　ふむふむと頷くフェリシア。彼女は呪歌ガルドルの使い手でもあるので、その辺りにも興味があるのだろう。

「……あれはいいのか？」

　勇斗はアルベルティーナを肩越しに親指で差す。地面にうずくまり、えぐえぐっと大おお粒つぶの涙なみだをこぼし、思いっきり周囲の人間の注目を集めまくっていた。

「さすがにお父様は目立ちますからね。アル姉が衆目を集めてくれていれば、ワタシたちにまで注意は向かぬかと」

「あ～、なるほどな」

　頷き、勇斗は街へと目を向ける。

　喧けん騒そうから街の活気が伝わってくる。街は一年前に比べ、随ずい分ぶんと通りを歩く人が増えているような気がした。街が栄えれば、近きん隣りんからも人々が流れ込んでくるものである。

　外門へと続く大通りこそチャリオットに乗ってしばしば行き来はしているが、それ以外の道はとんとご無ぶ沙さ汰たで、なんとも懐かしさに胸がワクワクしてたまらなかった。

「ん？」

　ふと勇斗は見覚えのある人ひと影かげを見つける。

　くせっ毛の髪をショートカットにまとめた、綺麗というよりはどこか愛嬌のある顔立ちの女の子である。

　街で何か買い物中らしい。鼻歌まじりに市バザールを物色している。

「よう、イングリット、奇き遇ぐうだな」

「うわっ、ユ、ユウむぐっ！」

「わりい、大声は勘かん弁べんな」

　近寄って気軽に肩を叩くと、いきなり自分の名前を叫ばれそうになったので慌あわててその口を塞ぐ。

　まだお忍びは始めたばかりだ。もう少し楽しみたいところである。

　イングリットは見た目はただのかわいい街娘にしか見えないが、これでも序列八位を任じられた《狼》の大幹部である。《剣戟を生む者イーヴアルデイ》のルーンを持ち、その鍛冶の腕前は群を抜いている。

　鉄の精錬に弩の制作など他にも様々、《狼》の躍進の影の立役者であった。

「落ち着いたか？」

「ふ、ふひひるにへほほひはへはれへほひふへるはー！（く、唇くちびるに手を押おし当あてられて落ち着けるかー！）」

　問いかけるや、顔をカーッと真っ赤にして言葉にならない文句を言うイングリット。

　こんなことぐらいで怒おこるとは相も変わらず短気だなぁ、と勇斗は苦く笑しようする。なにかを勘かん違ちがいしている気がしないでもなかったが、今は話を進めることにした。

「静かにしてくれるなら離すから」

　一も二もなくイングリットが首を縦に振ふるので、勇斗は言葉通りにする。

　ぷはっと息をつくやイングリットはまじまじと勇斗を見つめる。

「お、お前、なんでこんなとこにいんだよ？　バレたら大騒ぎになるぞ」

「ああ、こいつの力のおかげで、な」

　すっとクリスティーナの手を握にぎったまま上げると、なぜかイングリットの瞳から精せい彩さいが消えた。

　表情も消えた。

「へー……また新しい娘こ侍はべらせたのかー。随分と仲がおよろしいようで」

「ばっ、ちげーよ」

「違わなくもないような。ワタシたち、一応、お后候補ではあるはずなので」

「ふーん。よろしくやってるみたいだな。乙女おとめの唇にも断りなく触りやがって。あーくそ、なんであたしは……」

　冷ややかに言ったかと思えば、また顔を紅く染めてぶつぶつと呟き始める。

　その感情の起伏の激しさに、勇斗は思わずたじろぐ。

「ほんとそういうんじゃないんだって」

「いいよ別に隠さなくても。ほんっと出世したよな、おまえ。もういくらでも女侍らせていいご身分ってかー」

「ちなみに近隣の氏族からも結けつ婚こんの申し込みが殺到しているそうです」

「ほおおおおおお？」

　イングリットの視線が、なにやら女の敵でも見るような侮ぶ蔑べつしきったものに変わっていた。

　勇斗が左下に目を向けると、小こ悪あく魔まがにんまりと笑っている。

　明らかに確信犯のようだった。悪戯いたずらのためなら相手も選ばぬ覚悟らしい。やはりとことんタチの悪い娘であった。

「ほんとどうしてこうなっちまったかなー。初めて会った頃からは想像もつかないわ。あの頃はほんとのろまで、片言で、ひ弱な、ただの役立たずだったのになー」

「゛あ～、その節はいろいろご迷めい惑わくをお掛けしました」

「まったくだよ」

　イングリットはフンと苛立たしげに鼻を鳴らす。

　あのどうしようもなかった少年が、今や周辺氏族を次々と打ち破り、版図を広げていく大英雄様なのだ。

　世の中というものは本当にわからないものである。

「でもそっか。あれからもう二年も経つんだよな」

　しんみりと呟き、イングリットは空を見上げた。

　昔に想いを馳せるように……。





to be continued
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担「章題をつけましょうか」

鷹「そんなのどうせ誰も見ませんって。というか毎回考えるの手間ですよ。いつも締切ぎりぎりなのにどこにそんな余裕あるんですか」

担「作品の英題をつけましょうか」

鷹「はあ、別にどっちでもいいっす（やる気なさばりばり）」

担「２巻のサブタイトルを付けましょうか」

鷹「毎回考えるのが（以下略）」

担「なんですか、ここに来てこの本文修正の山は？」

鷹「少しでも質あげたかったんで。よろしくお願いします！」

　……担当さん心広いなぁ。並べると鷹山の自己中ぶりが際立ちます。

　というわけでお久しぶりです、鷹山誠一です。おかげさまで一巻は随分と売上好調のようで、こうして続刊を皆様にお届けすることができました。ありがとうございます。

　本作のタイトルにある「百錬」という言葉には、実はいろいろな意味をもたせてあります。一巻は「様々なものを錬成する」でした。

　二巻は……まあ、読んでみてのお楽しみということで。

　いやぁ、しかし今回は厳しかったです。

　今まで続刊というものは前巻発売前に書き始めているものだったのですが、今回は一巻の売上次第だったので二巻のＧＯサインは当然、発売後です。

　もう鷹山はてっきり、二巻は四ヶ月先の一二月かなぁ、とのほほんと考えていたのです。

　しかし心の広い担当さんは言いました。

「急なスケジュールですが、三ヶ月先の一一月発売を予定しております」

　内心マジか！　ですよ。いつも締切ギリギリなの知っているはずなのに、あっさりと無茶ぶりしてきやがりました。

　クソッ、さすがに三年目になると鷹山のサボり癖を見抜いてやがる！

　頑張りました！　頑張りましたともさ！　しかも鷹山自己最高のページ数！　自分で自分を褒めてあげたい！

　まあ、創作物の出来というのは得てして、製作期間より作者のモチベーションとか勢いとか熱意とかに依存します。三ヶ月かけた作品より三週間で作ったものの出来がいいなんてことはざらにある世界です。

　なんだかんだでノリにノッて書いた二巻なので（だからこそ間に合った！）、作者的にはけっこう満足な仕上がりです。読者の皆様にも楽しんでいただければ幸いです。

　では最後に謝辞をば。

　担当様、いつもどおり締切ぎりぎりでしたが、今回は謝りません（笑）　でも、色々いつもありがとうございます！　本当に感謝しております。

　ゆきさん先生、格好いい、可愛いイラストの数々、ありがとうございます！　次巻もよろしくお願い致します。

　この本を出すにあたり、尽力してくださった関係者各位にも感謝を！

　そしてお買い上げくださった読者の皆様に心よりの感謝を！

　楽しんで頂けたなら、これに勝る喜びはございません。

　さて次巻はついに！　つーいーに！　あの娘の出番が大幅に増える予定です！

　そう、リネーアなんか二度も表紙を飾っているのに、一巻から登場していながら未だ表紙に載せてもらっていないあの娘です。お楽しみに！

　ではまた三巻でお会いできる事を願って。


鷹山誠一









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


鷹山誠一先生／ゆきさん先生
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